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印度 は 所謂 アリア， ダだ マの 發祥 地、 まことに 世界 最古の 文化的 分水嶺で ある。 この 豊饒 

潤澤な 源泉 地から 文 敎の德 水 滾滾と 流出して、 全 亞細亞 を 沃地たら しめた。 わが 曰 本 は佛敎 

東漸の 恩惠 により 推 古 時代から 奈良 朝に かけて、 日本 最高の 文化 を 築く ことが 出來 た。 日本 

と 印度 は 切っても 切れない 關係 にある。 印度 はかく も 偉大な 國民 でありながら、 今日 西洋 蠻 

夷の 蹂躪に 獨立を 失 ひ、 憐れに も 奴隸の 禮を拂 ふこと は 不可解たら ざる を 得ない。 

昭和 十 年 十 一月 二十 一 日、 私の 力 V カツ タ着後 間もなく 同地 耆那敎 寺院に 於て、 印度 敎徒 

V  、サ *,、 

全 聯盟が 開いて 吳れた 歡迎會 は、 私 一生の 最大 出來 事の 一 つであった。 會員ニ 億 萬 を 代表し 

て 優れた 知識の 印度人が 交 ごも 立って、 アリア • ダ 〃マ の 永への 使命 を强 調し 『日印 兩國は 

兄弟 同然の 紲で繫 がれて ゐる、 わが 聯盟 は 古代 文化の 更生 を企阖 しその 完遂に あたって 凡て 

の 外的 不正 義ゃ防 害 を 排除す る もの、 今 われ 等の 間に あなたの 出現 は 意味 深き 出來 事と して 
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喜ばざる を 得ない』 と 結んだ。 この 時 聯盟の 私に 與 へた 正式の 歡迎文 はべ ン、、 力 グ 語ヒ ンヅク 

語 英語の 三種に 印刷され、 それ を 入れた 銀製の 筒に 佛陀 とク リシ ュ ナの 坐像が 彫刻され てゐ 

た a に、 私 ま 彼等の 目的が 暗示され てゐ ると 思った。 私 は 彼等の 手 を かたく 撮って » 起 を 誓 

つたので ある。  • 

しかして 本書の 表題 『起てよ 印度』 は東條 宣言の 政事 的 蹶起 を 促す と共に、 上記の 文化的 

協同 戰線を 期待して 命名した ものである。 實 質に 於て 本書 は 私の 印度 旅行から 得た る 詩的 收 

穫 であって、 各 詩に 附 加して ある 註 は、 實 際に 印度 を 見ざる 讀 者に 必要な 手引と して 役立つ 

であらう。 最後の 一 章 『亞 細亞は 一 つ』 は 日本 古代に 於け る 日印 支 三國の 文化的 協同 事業 を 

明らかにし たもので、 筆者 は 同じ 偉大なる 努力と S 杲を 將來に 期待す る ものである。 

昭和 十七 年 三月 七日 

野 口 米 次 . 郞 . 
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印度 南方の 舞妓 


檄 印度に 飛ぶ 

千年の 怯懦 を 捨てよ、 

卿 等 は 山羊の 生血 を カリ— に 捧げた ではない か、 

卿 等 は シパの 破壞に 跪き、 骸骨の 山を稱 へたで はない か、 

卿 等 は 軍馬の g 音 を 聞き、 人生の 改造に 答へ たで はない か 

萬卷の 哲理 を 屋上の 蜘 嫁の 巢に 託せよ、  , . 

槪 念の 抽象に 燈 火を朗 費す る 勿れ、 

徵 印度に 飛ぶ 
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. 徵 印度に 飛ぶ 

劍を 磨いて、 往古の 祌に歸 一 せよ。 

印度人よ、 議を 決して 活の 行に 就け、 

空論の 遊戯 を 葬れ、 _ 

蹶起せ よ！ 

今ぞ卿 等が 泥濘と 恥辱 を淸 める 時 だ、 

解放 を 叫んで 壓迫を 掃蕩す る 時 だ、 

卿 等の， 廢虛は 更生の 鍬 を 待つ や 三百 年、 

ああ、 蹶起せ よ！ 

機 遂に 來れ り！ 

卿 等 は 何故 夜 に 阿って 惰眠 を 貪 つ て ゐ る か 


卿 等 は 故 東に 黎明 を拜 せんとし ない， J -。 

日本 は 西より 迫り 來る 濃霧 を寸斷 する、 全 S1 の 守護神 だ 

艟艨 怒濤 を 蹴 つ て 西 太平洋 を從 へ た、 

兵 は 隊伍 整然. - 卿筝の 門に 近づいて ゐる。 

卿 等 は 呼べば 答 へん 我等 骨肉の 構へ を 知らない か、 

卿 等 は 目 盲、 我等の 資す 新世紀の 光 を 見る 能 はざる か、 

卿 等 は 何故 曉の 太陽 を迎 へる に 躊躇す るか。 

ああ 印度人よ、 蹶起して 手 を 延ばせ、 

我等 は 卿 等の 手 を 握る、 

我等 日本人 は 太陽の 子 だ、 

檄印 変に 飛ぶ .  . 


微印 変に 飛ぶ  / 

卿 等 を 救世の 光で 包む であらう。 

なほ も 卿 等 眠って 機 を 逸せば、 印度人よ、 愚かな 者よ 

我等 は 卿 等の 墓表に 『永劫に 失 はれたり』 と 書く であらう。 . 

註 カリ ー、 シバ 共に 破 壌の 神。 カル カツ クの カリ ー 神社で 山羊 を 殺し 血 だらけの 頭 を 供物と して 賣 

つて ゐる 。本 詩集 第二 部 中の 『カリ，.' 女神』 並に 『シバ の 三面』 參照 せよ。  ， 


目覺 めたり 印度 

マ ドラス 博物館の 彫像 『踊る シ ，ハ 神、 

焰と鈴 を 四 本の 手に 握る  

人生 回春の 燃える 火 だ、， . 

起て-よと 叫ぶ 號 令の 鈴 だ。 

何とい ふ 肉體の 動き 飛躍よ、 

B 覺 めたり 印 摩 


セ 


目^めたり 印 底 

ああ 一 身に 集る 自然の 靈氣よ！ 

火 は 燃え あがる、 餘 はりん りんと 

正義の 日 軍、 印度に 迫って 救助 を 

印度人よ 起て、 彼等 を迎 へよ、 ， 

彼等 獨 立の 義に殉 じ、 

民族 維新の 聖戦に 立つ、 

卿 等 千年の 忍苦 を 一 蹴し、 

天日 を 解放の 空に 拜め a- 

出陣 だ， 門出 だ、 


山羊の 滴る 血 汐を猥 り、 

女祌 カリ ー に 祈 を 捧げよ。 

三つの 眼 は 不死の 星 だ、 

, 夂祌眞 夜中に 曙光 を 見 給 ふ、 

四 本の 腕 は 渦 卷く蛇 だ、 

女 祌惡魔 を 縛して 暴虐 を 懲し給 ふ. - 

起て 印度人よ、 我等の 友よ、 

獨 立の 惠 みを聖 約す る戰 だ、 

破壞を 恐るな、 血に 怯えるな！ 

女祌 平和の 破 壞に續 いて 來るを 宣し給 ふ 時 

话甍 めたり 印度. 
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にかが やき、 

つ て 卿 等 を 抱く であらう、 

祌の 額より 溢れ、 

}^ ふで あらう。 


子 パン ャ ンの 木、 

ん とする 姿勢 を 取る. - 

を 作り.、 

空 を 突く、 

陣を 張って、 


上下 左右に 舞 ひ 廻る。 

曉 に目覺 めたり 印度、 

三千 年の 眠 を 捨て、 

回生 維新の 歌に 起ち 上る  

ああ、 亜 細亞を 亞細亞 人の 國た らしめ よ- 


註 I 第， 一は 中 『踊る シバ 神』 參照 * 
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印度人に 懲ふ 第一 公開 狀  一 二 

印度人に 想 ふ 第一 公開 狀  ， 

印度人 諸君、 

シン ガ。 ホ， I グが陷 落した。 英國が 難攻不落 を 西 太平洋に 嘯いた 巨費 二 億 萬 弗の 牙城が、 僅 

か 一 週間に 血達磨と なって 亡びる とい ふこと を 恐らく 諸君 は 夢にも 考 へなかった であらう G 

この 想像 も出來 ない ことが 事實 となって 顯 はれた の だ。 諸君が 長い 年月の 間 恐れ 慄 いて 來た 

英國の 大要 塞に、 今、 曰 章 旗が 翩 翻と 飜るを 見て、 諸君はどぅぃふ感想を^^っだらぅか。 全 

く 主客 顚 倒した の だ、 日本の 眼中に 英國 なしな の だ。 日本が ここ を根據 として 大 東亜 戰爭の 

遂行 上、 重大な 段階へ と 飛躍した とい ふこと に、 諸君 は 異議 を 挾む ことが 出來 まい、 そして 

諳君は 印度と 曰 本が 互に 接近し 來 つて、 直接 交渉の 日 も 間近 か だと 考へ るに 相違 あるまい。 

諸君 は 日本の 軍事行動 を 喜んで ゐ るか、 それとも 恐れて ゐ るか： . . これが 僕の 聞きたい 所 だ。 

畏くも 天皇が 大詔 を 澳發し 給 ふや 時 を 移さす に、 盡忠 報國の 飛行 勇士が 、ノ ワイの 眞珠灣 に 


乘 込み、 一氣に 米國の 東洋 主力 鑑隊を 屠って 仕舞った。 これと 同時に マ レ， I 沖で は、 英國自 

慢の ニ大戰 艦が わが 飛行機の 餌食と なった。 如何に 印度が "イーズ だ 通信で 目隱 しされ、 また 

英國の 公的 宣傳で 蒙昧に されて ゐて も、 この 開戰 劈頭に 米英 兩國が 食った かかる 大きな 敗北 

を 諸君が 聞かなかった とい ふ 害がない。 日本 は續 いて 香港 を 攻略し、 マ ユラ を 屠、 りボゃ ス-ォ 

を 掌中に 納め、 そして シン ガポ T 〃  を陷 落させた のが、 ざっと 僅々 二 箇月 間の 仕事 だ。 もう 

かうな つて は 米英が ABCD の 鎖で 日本の 首 を 絞めよう とした 不埒な 計 畫は當 てが 外れて 笑 

止の 至り だ。 日本で は ABCD が 八 分 通り 粉微塵に なった と 見て ゐる。 今更 米英が 周章狼狽 

した 所で 何にもなら ない。 自業自得と いふよ， り 外に 言葉がない。 次の 問題 は ジャ、 パと 濠洲 だ 

が、 これ も 間もなく 極り が附 くで あらう、 しかして 最後に 控 へて ゐ るの が、 印度人よ 君 等の 

國だ。 君 等 はこの 大 東亞 戰爭 にどう いふ 態度 を 取らう として ゐ るか、 英 國に殉 じて 自滅の 穴 

を 掘り 自分 を 抹殺 せんとす るか。 英國は 痩せ 衰 へ將. 來に 見離された 負け 馬 だ。 君 等 は 負け 馬 

に 一 點張り を 賭ける 積り か。 

印度人 諸君、 

諳君 はとん と 日本 を 知らない。 日本人の 氣持を 理解して ゐ ない。 僕 は 六 年 前 印度 を 講演 旅 

. 印度人に 懲ふ第 1 公開 默  一 三 


印度人に 慰 ふ 第一 公開 狀  一 0 

行して 澤 山の 友人 を 作った が、 一般 印度人の 日本に 對 する 無 知識に 驚いた。 四 年 前の こと 

僕 は 日 支 事 變に關 しタゴ ー グと 筆戦して、 世界の 新聞 雜誌 を賑 はした ことがあ つたこと は 諸 

君の 知る 所 だ。 この 時 僕 はタゴ か 僕の 愛國的 立場 を 是認して 吳れる ものと 思った。 日本 

が 支那 を 米英の 爪牙から 救 ひだし、 以て 共存 共 榮の新 秩序 を 作らん とする のが 戰爭の 目的 だ 

と說 いた、 すると タゴ ー 产は眞 向から 反對の 理想論 を あびせ かけ、 日本 を 天の 許さざる 侵略 

國 だと 決めつ けた。 そして 彼 は 日 支 事變が 亜細亜 當然の 蓮 命が 齎らした 重要な 一 つの 現れ だ 

とい ふ點に 目を蔽 つた。 彼 は蔣介 石の 抗日 を 英雄的 行爲 とまで 褒めて、 蔣が 米英の 使, に 踊 

つた 滑稽 役者に 過ぎない の を 注意しょう としなかった。 タゴ ー 产が 徒に 詭辯 を 弄した のでな 

く、 本當 にかく 思って ゐ たものと すると、 彼 は 米英が ながい 間 我等の 亜細亜に 行ひ來 つた. 掉 

取 政策 を 是認して 仕舞 ふこと にならざる を 得ない。 私 はタゴ ー グの 死後" 芝のお 寺で 追悼 會 

が 催され 私の 喋った 演舌 のなかに も、 この 點に 觸れ て、 私 は 『タゴ ー 产の ため、 否な 印度の 

ために 悲しい ことだった』 といった。 若し 今日 指導 的 位置の 印度人 諸君が、 タゴ， I 产と 同意 

見であって 劍 がそん なに 怖 はければ 主人公の なす ままに 打つ ちゃって 置く より 外 はない。 英 

國人は 算盤 を 上手に はおく 現實家 だ。 英國 人の 粘り は 天下に 名高い、 彼等に 高價の もの を 奪 


はれた が 最後 一筋繩で 取り かへ す ことが 出來 ない。 上邊は 紳士 然として ゐても 心に 海賊の 

i 力 流れて るる。 かう いふ 國 民へ 人道 を說 いたり 理想 を 話した 所で 何にも ならない。 洗濯 竿 

で 空の 星を拂 はんとす るの 類 だ。 印度人 諸君よ！ 問題 は簡單 明瞭 だ：： 平和的 理想に 殉じ 

て獨 立の 夢 を さらり と 忘れて 仕 5 か、 f なくば 實カ S へて 獨立を 奪 ひかへ すか、 二つ 

に 一 つ だ。 雲 は 今 決 志 一 番、 猛然 厭 起すべき 機會 に際會 して るる。 こ の機畲を 逸したなら 

- ^ 諸君 は 永へ に 葬られる ものと 覺 吾あって 然るべ しだ，。 

印度人 諸君、 

今回の 大 東亜 戰爭は 四 年 前の 日 支 事 變を攒 大した ものに 過ぎない、 支那に 於け る 新 秩序の 

建設が 亞細亞 全體の ものに な. o、 支那 を 暴戾な 米英から 解放して 共存 共榮を 確立 せんとした 

努力 を、 今回 は 亞細亞 全體に 及ぼさん とする の だ。 日本の 目的が 公明正大 にして 神の 認め 給 

ふ 所、 決して 私愁 あるので ない。 また 賣られ た 喧嘩で 日本が 蹶起す るに 至った 事情 は、 開戰 

の 詔勅に 炳乎 として 明か だ。 諸君 は 十二月 八日 澳發 の宣戰 布告 を讀ん だか、 確に 諸君 は讀ん 

だと 思 ふが、 それに 12- る讀 後の 感想 はどうだった か。 米英の 脅威 層 迫を斷 乎と して 斥ナ皮 

等の 非望 を粉碎 する ことが、 戰爭當 面の 目的で は あるが、 日本が 本當に 所期す ると ころ は 永 
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遠の 平和に あって、 亞細亞 諸 民族と して 各自 その 所 を 得せし める にある。 畢竟 日本 は 亞細亞 

全部に 代って 膺懲の 鞭 を 振って ゐ るの だから、 感謝され ていい 譯だ 

印度人 諸君、  . 

日本 は 開 戰以來 僅か 二 箇月ば かりにし かならぬ が、 世界 歷史に 比類のない 戰果を あげた。 

こ.." に 依って 諸君 は、 如何に 日本が 武勇の 國 であるか を 知った であらう。 また 同時に 米英が 

如何に 辯 舌に 於ての み 雄で あるか を 知った であらう。 日本 は 米英の 優越性なる もの を 木葉微 

麈 にして、 彼等の 生地 を 暴露して 諸君に 示した。 亜細亜 民族 今や 脊 延びし 胸 を 張り、 頭 を 高 

くして 天日 を拜 して 可な り だ。 然し 諸君が 日本の 武 だけ を 見て 文 を 見ない と、 それ は 日本の 

全部 を 知った ので はない。 日本の 神武 天皇が 下し 給 ふた 肇國の 詔勅に、 『八紘 を掩 ひて 宇 

と爲ん こと 亦 可なら す や』 の 言葉が ある。 爾來ニ 千有餘 年間、 わが 國 はこの 言葉 卽ち 八紘 爲 

宇 を もって、 萬 世 を 貫いて 變ら ない 國 家の 平和的 要義と して 來てゐ る。 僕 は 六 年 前 諸君の 纩 

こ 立って、 藝術を 通じて 日本人の 本質 を說 いた。 その 時 誰も 僕に 武勇の 戰士を 見なかった で 

あらう。 かく われ 等 は 平和の 人間で あるが、 事 苟も 國 家の 獨 立と 名 譽に關 する や 猛然と して 

立ち、 敵 を ー氣に 到す だけの 勇氣と 準備と を 持って ゐる。 印度人 諸君よ、 英國は 諸君の 國を 


奪った。 諸君に 國を奪 はれる に 至った 弱點 があった であらう。 諳君は 英國の 掠奪 を 責める 前 

に、 自分の 柔弱 を 責めるべき かも 知れない。 甚だ 失禮な 言葉であった が、 僕 は 『檄 印度に 

ぶ』 の 詩に 『千年の 怯懦 を 捨てよ』 と 叫んで るる。 『血 を 見て 恐る る は 勇な きなり』 の 言葉 

が ある 。，諸君 は 血 を 恐れて はいけ ない。 彈丸を 恐れて はいけ ない。 飛行機 を 恐れて はいけ な 

い。 日本 は 印度人 諸君の 願 起に 期待す る 所 大きい。 今 新しい 世界の 歷史の 始まる 重大 時機に 

當 つて、 日本 は 諸君が 部署に ついて 新 秩序 建設の 完遂に 邁進す るで あらう 事 を 望んで ゐる。 

謙譲の 德は 東洋 倫理の 重要視す る 所、 われ 等 は 個人 間に もまた 國家閬 にも これ を 遵奉し な 

ければ ならぬ と 思って ゐる。 日本 はこの 噴 良な 態度で 米國と 折衝す る こと 八 箇月の 長き に亘 

り、 亞細亞 全面に 實際 問題に 妥協 を 得ん としたが、 米國 はわが 主張の 穏健なる に 係らす 全 項 

目 を 足蹴に した。 そして 一方 盛んに ABCD 圑を强 化し、 恫喝 を亂 用して 曰 本 を 挫かん とし 

f この 位 わが 國が 小兒視 され 名 * が 傷 けられた 例 は歷史 にない。 もち 論 日本 ま 怒った。 

天皇陛下が 『皇祖 皇宗 ノ神靈 上 一一 在リ 朕ハ汝 有衆 ノ忠誡 勇武 一一 信 倚シ』 とあって、 宣戰 を,， ， 

吿し給 ふたこと は當然 であった。 開戰 となって 東亞に 於け る 米英 兩國の 據點が 一 つ 一 っ^^.^ 

しに 攻略され、 世界 戰史に 比類のない 敗北 を 喫した 米英の 言 ひ 草が 面白い。 日本の 武力 を 過 
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小評價 した 結果 だと、 こんな 寢 言で 彼等が 若干の 優越性 を 維持され ると 思ったならば、 これ 

以上 天下に 笑止の 沙汰 は あるまい。 

印度人 諸君、 

內签虛 にして 外 誇示 を銜ふ もの は懦夫 だ、 人生の 敗殘者 だ。 米英 兩國の 蓮 命旣に 定まれ. 9 

といっても 過言で ない。 彼等が 物的資源の 雄で ある こと は 誰でも 知って る。 然し 如何に 彼等 

が 詭辯 を 弄しても、 その 內部 精神の 脆弱 を隱す ことが 出來 ない。 假令 彼等が 贋せ 競技の 選手. 

であっても、 彼等 は 實戰の 勇者で ない。 彼等 は戰鬪 力に 乏しい。 彼等 は 戰赂を 知らない。 印 

度廣 しと 雖も 誰一人も、 マ レ ー 半島が シン ガ，。 ホ ー レノ 共に 七十 日の 命數 しかなかった こと を 想 

象し なかった であらう。 日本軍の マ レ，' 作 戰は神 出 鬼 沒の妙 を 極めた ものだった。 東海岸 地 

區， で 捕虜に なった 英 軍の 旅 圑 長が 最も 重大な 敗因に ついて かう 話して ゐる、 『英軍 は 日 軍が 

東岸の ク ワン タ ン邊 りに 最初の 上陸 點を 求める だら うと 思 つて、 適 當な處 置 をして るると、 

豈圖 らん や 日 軍 は泰領 から 逆に 西海岸 へ 廻って 仕舞った。 そして 日 軍 は 神速 にべ ナン 攻略 に 

R りか か， りビ , マ 突入の 基礎 を 作 つた。 我我 は晝 なほ 晴ぃジ ヤング グ は 猛獸の 栖處で 到底 人 

聞の i 行 出來る 所と 思って ゐ なかった。 然るに 勇敢な 日 軍 はぐん ぐん そのな かに 入り 縦横 


に 走り 廻って 突然 幽靈の やうに 顯 はれて 我我の 背後 を 突いた。 そして 我我 は無慙 にも 日 軍の 

挾み 擊ち になって 仕舞った。 我我の 糧食 彈丸 など 極めて 豊富だった が、 皆な 打擲り 放ちに し 

て 退路 を 求めなければ ならなかった。』 わが 皇軍が マ レ T で 敵から 分捕った 戰利品 は 夥しい 

もので、 自動車の 如き 五 千臺に 上った。 詰、 り 英國兵 は 自分 達の 自動車で 追 ひま くられ、 自分 

達の 彈 丸で 打ちのめされ、 自分 達の 兵糧で 日本 兵 を 腹 捲へ させた の だ。 

印度人 諸君、 

僕 はこ こで 再び 君 等に、 如何に シン ガボ 1〃  が 重要な 據點 であるか を說 いてみたい。 シン 

ガ 。ホ 1 , は 太平洋と 印度洋の 眞中 にど つ かと 坐 つた ボタン だ 扇子の か  。 東遙 かに パナマ 也 

峽を 望み 西はス ュ ズ蓮 河に 挨楼 をす る。 その 軍事的 偉大 性 は 地中海の マ ダタに 比すべ きもの 

だ。 細長い マ レ， 半島 突出して 防波堤 を 作り、 大小 無數の 島嶼 東方に 散在して 狹ぃ關 門 を 形 

成して るる。 太平洋から 印度洋へ 往く、 或は 歐羅 巴から 東亜へ 來る 艦艇 船舶 いづれ もこの 關 

門 を 通らなければ ならない。 それで シン ガポ ー〃 の 一顰一笑 は 世界 半分の 運命 を 決定す る。 

日本 はこの 重大な 場所 を 掌中に 納めた の だ。 今假 りに 獨伊 雨國が 地中海の 戰 果を擴 大して ァ 

レキ サンド リア を 落して ス ェ ズ蓮 河から アデン へ 出て 來る 場合が あると すると、 印度人 諸君 
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君 等の 國は 英國 との 連 終 を 失って、 袋の なかに 追 ひ 込まれた 鼠 同然と ならざる を 得ない。 日 

獨伊 三國が 互に 手 を 握って 海上 權を 制し、 印度の 據 點を壓 へて おたばた させない に 相違ない。 

そして、 諸君 をぢ たばた させな いのは 英國 で、 諸君の 喉 首 をと つて 抑へ 獨立 などの 贅澤を 吐 

かせない であらう、 そして 無理 槍に 諸君 を 引つ ばって、 壇の 浦までお 供 をさせる ことになる 

いも 知れない。 さうな つて は 長い 年月の 間獨 立の 夢を見て 來た 諸君に 取って、 天下の 一大事 

だ。 R の 心から 希望す る 所 は、 印度の 指導者た る 地位に ある 有力者 は、 前面に 頭 を 向け 先き 

の 見通し をよ く附 けて 進 返して 貰 ひたい こと だ。  , 

, "僕 は 緣 あって 六 年 前 諸君の 國 を 訪れた、 そして 一方なら ない 歡迎を 受けた。 それで 僕の 印 

度に 對 する 關心は 非常に 深い。 また 僕は實 際に 諸君の 獨立 熱の 盛んで ある こと を 思 ふと、 ど 

うかして 諸君に 希望 を 遂げさせ たいと 願って ゐる。 時 後れたり でない、 今ぞ 諸君が 智慧 を 絞 

ら ねばならない 秋 だ。 小異 を 捨てて 大同に 就き。 賢い 國 家の 企畫を 現實 的に 考 へねば ならな 

ぃ汰 だ：： 印度 傳來の 理想 を 一 先づ 傍らに 置いて 實 行に 急がねば ならない 秋 だ。 世界の 情勢 

ま 日日に 變 つて 往く、 諸君 はぐ づぐづ して ゐ てはいけ ない。 決意 一番、 手 を 日本へ さし 延べ 

救助 をヒ ふて はどう だ。 諸君が 眞に獨 立 を 念願す るなら ば、 今日に 於て は 他の 道 ありと は考 


へられない. - 印度人 諳君ハ 決意 だ 決意 だ * 


註 本篇は 若干 削除され て 撿閲濟 になれ る ものな ね。 改造 社發 行文 藝 三月 號に揭 載 さる 
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. 印度人に 想 ふ 第一 一公 開狀  一 

印度人よ、 

米の 大將 マッカ ー サ ー が バタ アン 半島から 遁走した、 この 報道に 對 して 諸君 は 何と 思った 一 

か。 大將 とも あらう ものが 味方の 軍勢 を 潰滅の 寸前に 打 遣って 逃げた の だ。 抗戰 せよ 抗戰せ 1 

よと 因業に 彼等 を 追 廻 はし、 無益の 血 をさん ざん 流させ、 にっちもさっちもなら なくなった 一 

時 自分 だけ 逃げ出す とい ふ 法が あるか、 卑怯 だ 破廉恥 だ、 無責任 だ。 日本人な らば 無 望の 挤ー 

戰を 押しつけた 罪 を * 方に 謝して、 潔く 自決し なければ ならない 所 だ。 然るに 米國 では マウ 一 

力 ー サ，' の 遁走 を 喜んで、 彼 を 英雄に 祭り あげて ゐる さう だ。 とんだ 英雄 も ある もの だ 英ー 

雄の 二字が 侮辱 もの だと 怒る に 相違ない。 私共の 日本で は、 軍の 將 たる もの は 部下と 生死.^ 

共に し、 時には 部下に 替 つて 生命 を 捨てる 覺 悟がなければ ならない、 これが 戰 場の 不文律に： 

なって ゐる。 この 嚴肅な 軍人 道が 私利 私慾の 商人 國 にある 害がない、 米國人は弗を生命以^1 


に 大事が る ジュク だ。 されば こそ 今 栖の戰 前 華 盛頓に 於け る 談判 を、 米 函人 は 商取引と 考へ 

日本 を 騙したり 縢したり 威したり した。 そして 生命 を 捨てる 覺悟 な し に 所謂 A  BCD なる も 

のの 恫喝 だけ を强 化した。 日本 は 肇國以 來策ゃ 言葉 を 弄する 商人 國 でない、 從 つて 談判 は 下 

手 だ。 然るに 日本の 堪忍袋の緒が切れて 十二月 八日の 詔勅の 降下と なり、 腰間の 秋水が 雌雄 

を 決する ことにな つて、 米國 は眞珠 灣クュ ー ク、 マ 一一 ラと 連續 的に 重要 據點を 失 ひ、 最近 マ 

ッ 力，.' サ ー 遁走 事件が 米國に 骨の 有る 人間 一 人 も 無い こと を 暴露す るに 至った。 印度人よ、 

諸君 はか かる 正體 の米國 をす つと 將來も 恐れ 尊敬し 信 親して ゆく 廣り か。 

諸君 は 三月 六日 日本の 海軍省が 公に した 眞珠灣 特別 攻擊隊 の報吿 を讀ん だか、 この 壯烈無 

比の 敢鬪と 犧牲を どうい ふ氣 持で 受取った か。 前途 洋洋たる 若い 九 勇士が、 緖戰に 於て 不敗 

の 態勢 を 磐石たら しめ、 全 亜 細亞を 米英の 爪牙から 解放す る 大志に 徹して 死地に 就いた ので 

ある。 諸君 はしばし 目 を 瞑って、 彼等が どう 米の マツ 力， I サ ，と 違 ふか を考 へて 見 給へ。 .一 

は 血 を 恐れ 生命 を 借んで 遁走した、 他 は 親 や 妻子 を 顧みす 國 家の 目的に 殉 じて 死地に 乘， 9 入 

つたので ある。 私共 はわが 雄雄しい 報國 決死の 勇士に 心から 感謝の 禮拜を 捧げた ので あるが 

諳 君に 私共の 感激の 十分の 一 でも 感する ことが 出來 たで あらう か。 印度人よ、 君達の 國は長 
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い 年 fTP の 間、 外 國の暴 戾と壓 迫の もとに 去勢され 武の 何物た るか を 忘れて 仕舞った かも 知^ 

な、、 然し 今日 本の 『亞細 亜 を 亞細亞 の ものたら しめよ』 の大蓮 動に あたって 日日 身 を 以て 

立證 する 犧牲 を讀 み、 君達 は數 千年 前の 英雄 時代に 復歸 して 厥然 起つ ことが 出來 ないか。 日 

本は單 に自國 だけの 安居 樂土 を考 へ て 居る のでない。 日本 は 亞細亞 民族が それぞれ 獨 立して 

米英 諸 國の傲 漫無禮 を 千里の 彼方に 放遂 する ために 戰 つて ゐ るの だ。 戰爭は 日本 だけで やれ 

獨立は 賞 ひたいと あって は、 餘 りに 蟲 がよ すぎる。 日本 は 亜細亜 民族 各自の 協力 一致 を 切望 

して ゐる。 また この 協力 一致な しに 大 東亞 建設の 完遂 は 望めない、 また 共存 共榮の 滑らかな 

蓮 行 は 期せられ ない。 銃後の 加勢がない と 兵隊 は 立派に 戰 へない、 日本 は 兵隊 だ、 亞細亞 民 

族 全部が 統 後の 役 をして 吳れ ない と 困る。 それで 日本 は 印度の 蹶起 を 叫んで ゐる、 印度な.. - 

に 完全な 東亜 共 榮圈が ある 害がない からだ、 印度 文化 を 除外して 大 亜細亞 建設の 思想 的 基礎 

が 成立し ないから だ。 印度人よ 友よ、 さあ 蹶起 だ、 蹶起 だ麟起 だ！ ，  . 

西洋 諸國の 東洋に 犯した 侵略の 歷史は 長い 長い。 わが 日本 も 百年 前の 御 維新 當時、 すんで 

のこと 彼等の 蹂躪す る 所た らんと したが、 幸に 祖 神の 如 護と 爲政 者の 智慧 深い 思慮に よって 

無事なる を 得た。 しかして その後 國民 全部が 銳意心 を 一 つに して、 彼等の 長 を 取って わが 短 


を 補ひ國 力の 充實 に專 念し、 箇的 安逸 を 全的國 民の 昇進に 替 へたが ため、 亞細亞 に 一 つし か 

無い 立派な 國を 作る ことが 出來 たので ある。 まことに 日本の 今日 ある は 生やさし い 努力の 結 

果 でない の だ。 然し これまで 日本が 他の 亜細亞 民族 凡てが 獨立を 奪 はれ 奴隸狀 態に 啤 くの を 

見 乍ら、 救援の 手 を さし 延べる ことが 出來 なかった の は 一 に 時機が 到來 しなかった からだ。 

所で 米英が ABCD の鐡 鎖で 日本 を縳 りあげ、 息の根 を 止めて 手 を 上げさせよ うとした 彼等 

一 流の 侮辱に 憤怒し、 猛然 一 起 彼等 を 木端微塵に 碎 いて 今 は あべ こべ に 彼等に 手 を 上げさせ 

ようとして ゐる 所で ある。 これが 今日の 狀態 だ。 彼等が こんな 普ではなかった と 思った 所で 

自業自得、 戰爭 は實カ だ、 彼等が 腕で 奪った 亞細亞 を 今日 本が 腕で 奪 ひかへ したので ある。 ， 

彼等 は 路傍の 拾 ひ 物 を 捨てた と 瘠 我慢に 嘯く かも 知れない が、 亞細 亜と して これ 以上に 重大 

な こと はない。 ここに 於て 彼等の 東洋 侵略が 終らん として ゐ るの だ。 鐘 を 鳴らして 彼等の 返 

却 を 祝して いい。 ああ、 やっと 東洋に 黎明 來 るの だ：： 東洋の 黎明 だ、 東洋の 黎明 だ！ 

英國は 印度に 於て 居 坐り 强盜 だ、 英國 人の 印度に 於け る 搾取と 壓迫は 普通の 言葉で 語られ 

ない ほど 深刻で ある。 印度人 は 三百 年の 長い間 奴隸の 土下座と 平伏 を强 ひられて 來た。 英國 

は 彼等に 家を與 へやに コ ンクリ ー トの道 を 作って、 被 等 を そこに 眠れと 命じた。 英國は 彼等 
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に 食を與 へ すに 總督の 年俸 三十 萬圓を 計上した。 然しい 

利と 考へ、 多少の 差 はあった にせよ 他の 亜細亞 民族に _ 

はジ ャ バ に また 米 人はヒ リツ ビ ン に 同じ 不正 を 振り ま- 

亜へ 來 たので ない、 東洋 的憧懷 なんても の は 彼等の 知 

肥やす にある。 そして 僞瞞と 恫愒が 彼等の 武器で ある 

民 を無學 文盲の 魔醉 にかけ る こと を 勤め、 戰爭に 於て 

外壁の 役 を 以てして ゐる。 かかる 不正 義は どんな 祌で 

はって 天誅 を 彼等に 與 へたので ある。 今 彼等が 如何に 

ッ 力 ー サ ー だ、 彼 は产ソ ン島 防衞に 失敗して 疲勞 困憊 

込んだ。 そして 彼 は 彼等の 犧牲で 抗戰を どうにか 績け 

喚いて ゐる 間に、 米 國兵は 深い 地下室に 潜って 美食 を 

こと だ。 そして 大將の マ ッ 力 ー サ— は 汲汲と して 英雄- 

と 言語 道斷 な行爲 ではない か。 然し 比島に 於け る米國 

1 半島に、 蘭人 は ジャパ に ® したの だ。 印度人よ、 私 


優等 國 民の 櫂 

取った 和 蘭人 

るが 故に 亜 細 

は 私腹 だけ を 

於て は、 土着 

防衞 する 楣か 

日本 は祌 にか 

るに、 米の マ 

しい 山中に 追 

達磨に なって 

徹した とい ふ 

る。 ああ、 何 

は 香港に マ レ 

こと は、 若し 


諸君が 上記の 場合と 同じ 運命に 立ったならば、、 英國人 は 同じ 不埒 を 諸君に 與. へる に 相違ない 

とい ふこと だ。 諸君 は英國 人の ために 防風 林と なって 彼等 を 保護す る 積り か、 彈丸 よけの 外 

壁と なって 彼等 を防衞 する 積り か。 まさか 左う では あるまい。 若し 左う だとす ると、 諸君が 

ガンジ，..' に敎 へられた 不 協力の 原理、 長い間の 獨立 問題、 印度 を英國 から 解き ほごして 本當 

に 亞細亞 の ものと する 運動 を どうす る 積り か。 日本の 諸君から 聞きたい こと は、 諸君 は英國 

にくつ 附 いて 日本 を 敵と する か、 或は 日本と 握手して 亞細 亜人の 責任 を果 すか、 印度人よ、 

諳君は 私共に それに 對 する 確答 を與 へなければ ならない が、 どう だ。 . 

印度人 諸君、 

諸君 は 今 印度が 亜細亜 文化の 源泉であった 昔の 時代 へ 溯らなければ ならな い 。 諸君 は實際 

に ァリャ • ダ^マ の 最高峰 を 極めた 古代 文化 を再撿 討し なければ ならない。 そして 諸君 は 

も 素性 もない 成 上り ものの 米英 を 睥睨して、 彼等に 人間の 道を說 いて 然るべ しだと 思 ふ。 若 

し 諸君が 彼等の 前に 腰 を 屈して 鞠躬 如たら ば、 それ こそ 祖先に 申譯 がない こと だ。 印度人よ 

勇氣を 出して 立ち上れ、 怯懦 を 離れて 飛躍せ よ、 爆 發だ、 突進 だ 急 調 だ。 諸君 は數 千年 も 涫 

費せ すに 今日まで 蓄 へて 來たカ を 丹田に 集め、 呼氣を 凝らし 腕 を 動かし、 胸 を 張って 飛躍し 
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なければ ならない。 諸君 は 眠れる 神秘 を 復活して、 何もの も 諸君の 進路 を 阻む に 無力で ある 

こと を 示せ e 英國は 諸君 を 物的 資材 同 檬に考 へて、 諸君の 體で對 日 抗戰の 土手 を 築かん とし 

てゐ る。 印度人よ、 諸君 は 靈感の 一撃で 彼の 野望 を粉碎 して 吳れ 給へ。 日本 は 諸君に 魂が 物 

質 を 御す る 偉大な 意志 を 期待して ゐる 感情が 雷雨 を 呼ぶ やうな 壯嚴な 活劇 を 期待して ゐる。 

日本と 印度 は佛敎 によって 切っても 切れない 精神 關係 にある。 欽朋 天皇 十三 年に 始めて 日 

本へ 佛敎が 紹介され たと 歷史は 語って ゐ るが、 聖德 太子の 熱心な 佛敎 宣傳が 日本 最初の 文化 

運動 を 起こす に 至った。 推 古 天皇の 時代から 勘定しても、 日印 關係は 一 千 四百 年に 及んで ゐ 

る。 今日 太子が 建立され た奈 良の 法 隆寺を 訪れ 金堂へ 入って みると、 御本尊の 釋迦三 尊を始 

め そこに 居並ぶ 佛像は 依然として 君達の 國が 生んだ 偉人の 敎訓を 私共に 說 いて ゐる。 そして 

私共 は それに 從 つて 魂 を靈 域の 高き に 上らせ、 創造的 生命の 喜は餘 りに 本當 であるが 故に 言 

葉で 語る ことが 出來 ない、 人生の 苦痛 は 永劫の 眞理 によって のみ 慰められ ると 感じざる を 得 

ない。 君達の 國は 偉い 宗敎を 日本に 與 へて 吳れ た、 日本 は 印度に どんなに 感謝して ゐ るか 知 

れ ない。 よしんば 佛敎が 君達の 園で 亡びて ゐる とした 所で、 わが 日本に 於て は それが 血に な 

り 肉に なつ.. てゐ るの だ。 故に 君達の 國の 重大問題に 對 して、 どうして 私共が 無關 心で あり 得 


よう。 日本 はこの 際 印度 を 救 はねば ならない、 印度に 長い間の 懸案で ある 獨立を 得さねば な 

らな いとい ふ 叫びが、 國中に滂^^として溢れてゐる。 それで 東條 首相の 『帝國 は 印度が 印度 

人の 印度と して、 本來の 地位 を 恢復すべき を 期待し、 その 愛國的 努力に 對 して 敢て 援助 を 惜 

まざる ものである』 の聲 明と なった の だ。 

私 は 最近 『聖武 天皇と 正 倉院』 と 題す る 一 書 を 著した。 英文で 書いて あるから 當然 印度へ 

も 送って 友人 達に 一， 讀 して 貰 ひたいと 思って はるる が、 何しろ 今 は 日印 間の 直接 交通が 杜 g 

して ゐ るから それ も出來 ない。 私 は 書中に 『亞 細亞は 一 つ』 の 基本的 論 點を說 いて、 聖武天 

皇の 御代に 日本が 宗敎を 通して 印度と 一 つであった こと を 語って ゐる。 聖武 天皇 は 八 世紀の 

お 方で わが 光榮 ある 奈良朝 文化の 建設者 だ。 貴 國のァ ソカ 王に 比較され る やうな 熱烈な 佛敎 

徒で サ.^ ナ， I トゃナ ランダに あつたと 想像され る やうな 莊大な 修道院 を奈 良の 都に 建てら 

れ たが、 一代の 偉業 は 今日 『奈 良の 大佛』 として 天下に 知られて ゐる釋 a の 坐像 を 建立され 

たこと だ。 諳君 もこの 佛像 について 知る 所が あるで あらう。 諸君に は 恐らく 初耳で あらう が 

天皇 は貴國 から 菩提 僧正と いふ 人 を 招いて 大佛 開眼 式 を司會 させられて ゐる。 また 式 を賑か 

にす るた め、 餘興 係の人 人 は 貴國の 婆羅門 人ゃ佛 典に 出て ゐる カルラと いふ 鳥の 伎 樂面を 被 
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つて、 都 大路 を 大佛の 東大寺へ と大 行列 を 組んで 步 いた。 この 盛大な 式 は B 本の 歷史が 始ま 

つて 以來 の出來 事で、 曰 本が 印度に 捧げた 最大 禮 意の 顯れ であった ので ある。 その後 わが 國 

の 佛敎 は變形 して 日本化す るに 至った が、 それ は 自然の 推移 で 最初 支那 を 通じ て 齎らされ た 

貴 國の佛 敎とは 違った ものに なった。 然し 日本 國中 津津浦浦に 至る まで 佛寺 のない 所 はなく 

そこから 立ち上る 線香の 煙 は 釋迦の 偉大な 遺訓 を 暗示して、 貴國の 古代 文化 を稱 へて ゐる。 

私共 は それ 等の 寺院から 響く 梵鐘 を 聞いて 思 を遙か 貴國に 寄せ、 貴國の 繁榮を 祈らない こと 

がない。 

印度人 諸君、 

諸君が 六 年 前 私の 訪問に 與 へた 歡 迎に對 し、 私 はどう 感謝しても 感謝し 盡 せない。 諸君 は 

私に 親切であった。 特に カグ カツ タの 名所 耆那敎 寺院で 『印度 敎徒全 聯盟』 が 催 ほして 吳れ 

た 歡迎會 は、 私 一代の 喜びで ありまた 名譽 であった。 私 はこの 光景 を 思ふ每 に、 諸君の 國が 

一 入に 懷 しく 感じられて 來る。 芝生 一 面に 白い 敷布が 廣 げられ、. 入口 近く 會 場の 中央に 面す 

る 一隅に 五 尺 平方の 高い 臺が 作られて るる。 臺は 見事な カシミヤ 絨 氈で蔽 はれて、 その 周圍 

が 香氣の 高い 花で 飾られて ゐる。 この 臺が 私の 座席で、 私が 座に 就いた 時 私の 前に 白い 花 を 


盛った 花瓶が 献ぜ られ、 私 は 次に 赤の 大きな 花環で 首を卷 かねば ならなかった。 この 時 私 1^ 

どうして かう いふ 名 譽に價 する だら うかと 思って、 實際 にも ぢもぢ せざる を 得なかった が、 一 

これ は 印度が 日本 全 體に與 へた 親交の 表現であって 私 一 箇 人に 對 してで ない と考 へて 氣が j& 

附 いたので ある。 そして 私 は 自分が 日本人で ある 誇りに 溢れる やうに 思った。 澤 山の 名士が 一 

交交 立って 印度の 輝いた 英雄的であった 過去 を 追想し、 今 曰 灰燼の なかから 新 東亞の 文化 を 一 

飛翔せ しめる に當 つて、 彼等 は 熱心に 私共 日本人の 鞭撻と 協力 を 要望した。 私 は その 時 胸 

高鳴り、 どんなに 自分の 生れ 甲斐の あつたか を 有難く 思った か 知れなかった。 この 日 私に & 

へた 彼等め 歡迎の 言葉 は、 白 絹の 切れに 印刷し 見事な 銀の 筒に 入れて 私に 交附 した。 これが， 一 

日印 協同の 文化 戰を 誓った ものでなくて 何で あらう。 私 は 今日 家の 應接 間に この 銀の 筒 を 飾 一 

つて ゐる。 そしてな かから 『印度 敎徒全 聯盟』 の 歡迎文 を 取り だして 見る 每に、 私 は 指導 的 一 

地位に ある 印度人の 生まな ましい 叫び を 耳に する やうに 覺 える。 私共 亞細亞 人が 一 つに 結合 一 

して、 文化の 協同 戰を 張り 以て 西洋人の 考へ 及ばない やうな 高い 精神の 新時代 を 築かん とす 一 

る こと は、 議論の 餘 地がない 當然の 事 だ。 親愛なる 印度人よ、 わが 日本 はこの 聖 業を實 行に 一 

移す 決意と 用意 をして るる。 諸君に 於ても 奮起 一番して 貰 ひたい。  一 
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然し、 印度人よ、 諸君が 先づ もって 屈辱的 奴隸狀 態から 飛躍して 立派な 獨立 人と しての 知 

識と カを發 揮し なくて は、 われわれの 大きな 仕事に 對 する 一半の 責任 を果す ことが 出來 ない 

であらう。 ここに 於て 國 家の 獨立が 重大問題 だ：： 日本 は 諸君の 國に満 立 を 叫び 續 けて 居る 

の だ。 大 東亞 戰爭は 賣ら れた喧 if で 日本が 立ち あがった が、 米英 は 百戰百 敗の 國 であり 日本 

は 百 戰百滕 の 神讒國 だ。 居るべからざる 所に 居 坐って 不都合な 權利を 弄んだ 米英が 東洋から 

の 返却 は當り 前の 事、 私利 私愁 のた めでな く 亜細亞 民族 共通の 幸福に 血 を 流して ゐる 日本が 

勝つ ことに 不思議 はない の だ) 今日 本 は ジャパ から 蘭人 を 放逐して、 傳 來の寶 刀を英 のセィ 

P ン 島に 突きつ けて ゐる。 諸君 は 先日の 發表 によって、 日本の 潜 艦が 英船十 一 艘 をべ ンガ k 

灣 から 旣に 一 掃した こと を 承知した であらう。 また 一方 日本軍 はビ , マ のラ ング ー ンを 抑へ 

つけ、 所謂 緬甸 公路なる もの を切斷 した、 しかして 諸君に 日本の 協力 さへ なれば 國 家が 獨立 

する 實例 を、 ビルマ に 於いて 立派に 見せて あげる。 かうな ると ビ 产マ は、 諸君より 一 步 先き 

に失禮 するとい つた 形になる の だ。 印度人 諳奢、 諸君 はぐす ぐす して は 居られない。 

印度人 諸君、  . 

諸君 は 明晰な 頭腦で 現實を 直視し なければ ならない。 蔣介石 は 米英に 人間で なく 物と して， 


取扱 はれて ゐる こと を 知らない。 彼 は 米の 大統領から 『重慶 の光榮 ある 對日 抗戰 者』 だと 爆 

てられて ゐ るが、 自分が 米國へ 自由に 入國 の出來 ない 支那 人の 一 人で ある こと を 知らない。 

彼 は 最近 米國 から 五 億 弗の 借款 を 貰った が、 これ は 旦那が 下男に 投げる チップと 同じ だとい 

ふこと を 知らない。 彼 は 偉い 大將氣 取りで、 諸君の 印度へ も乘り 込み 泣いたり 訴 へたり した 

が英國 窮地の 陋策 を見拔 いて ゐる 諸君 だ、 どうして 支那 人の 僞 辯に 騙されよう。 支那の 重慶 

政權 なる もの は名譽 ある 亞細亞 人と してで なく、 米英の 奴 僕 小姓と して 生きたい の だ。 そし 

て 米英の 弱點 につけ 込み、 借款の もとに 金 を ー錢も 多く 强 請らん として ゐる。 蔣 もまた 1 か 

どの 惡徒 だ。 米英が 彼 如き を 使って 抗日 戰を支 へんと するな ど、 彼等 はもう 下り坂 だ。 

クリッブ スが英 政府 を 代表して 貴 國に乘 り 込んで ゐる。 彼 はどうい ふ條 件で 諸君に 對 日の 

協同 戰線 を强 ひる か は 私共 は 知らない。 新聞 報道に よるに、 米 國を證 人に して 戰 後の 自由 を 

約束す ると あるが、 戰 後と は 何年ぐ らゐ 後ない ふの か。 日本で は 戰爭が 五十 年 も 百年 も續く 

だら うとい つて ゐる。 してみ ると 諸君 は 獨立を 孫の 時代まで 延期し なければ ならない。 そし 

てこの 長い 年月の 間、 場合によ ると 諸君 は英國 のために、 血み どろの 外壁と なり 自分の 死骸 

で 防衛の 土手 を 作らねば ならぬ とも 限らない。 諸君の 指導者 ガンジ， I は 『今後 印度の 情勢が 
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如何に 變 化しても、 焦土 戰術 は絕對 容認し ない』 と强 調した と 新聞に 出て ゐる。 また 彼 は、 

英國は 『印度に 對 して 大きな 罪惡を 犯した こと を吿 白して 後、 始めて 諸問題の 解決 を 圖る旨 

を 表明すべき だ』 ともい つて ゐる。 これ は 亜 細亞の 印度と して 本 當の聲 だ。 

諸君が 中間 的に 英の條 件 を 聞く の もよ からう が、 諸君に 對し 援助 を惜 まない と 宣言して ゐ 

る H 本 は、 陸軍 を旣に 隣り の ビルマまで 進め、 海軍 は 印度洋から ベン、 ガ, 灣 まで 制 海 櫂を擴 

げてゐ る。 この 嚴 たる 事 實の もとに 國策を 進め 給へ。 私 は 今 これ 以上い ふ 所がない。 餘は以 

心 a 心 だ。 

0 本 公開 狀第 一 は 三月 發 行文 藝に また 第一 一は 四月の 現地報告に 發 表せる もの。 
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綠 深遠なる 圓 天井の 下、 

宙返 へりの 飛行機、 

いな 鴦は 上り また 下る。 

空に 夢 を 漁る 靈だ、 

神の 御殿から 花瓣を 撒く 百合 

何處 にこれ 以上 驚く ベ き 光景 


鴛 

上れ、 上る « と共に 空へ 上れ、 

そして 頭 を 垂れて 見よ 、虚空の 灣 眼下に 漠 たり 洋 たり：：  一 . 

遙か 下に ガン ジス 血の 穢れを 知ら やに 流れ、 

ヒマラヤ のき 寂寂聲 なき を 見る であらう。  , 

ああ 印度よ、 お前 は 時の 寢 室から 目覺 めねば ならない、 跳ね起きよ 

お前 は 神への 懺悔、 罪の 記憶 を 知らない、 

そしてお 前 は 今 自分の 歷史を 書き 始めねば ならない 

他の 國は苟 立ち 慄く、 

權 力に 餓ゑ 惑へ る 一 寸法 師だ、 . 

. 襲撃に 急ぐ 吸血鬼 だ。 


上れ 上れ、 上り 往く鳶 と共に 空へ 上れ、  . 

そして 頭 を 垂れて すっと 遙か下 を 見よ：： 

印度人 は 依然として 夢 を 積み重ね、 

最も 弱き は 最も 强き ものなる を說明 せんとして ゐ る、： 

そして 彼等 は 抗議 を焰 にも やし、 ... 

祈禱を 天空に 上らせん として ゐる。 

註 本 詩 は Jf 者の 印度 旅行 中、 ガンジ f の 非 暴力 運動が 印度 を 席 卷し非 協力の 壓カは 英國に 匙 を 

投げさせる であらう とまで 思 はした 頃の 作。 然し 筆者 はそんな まだる い 方法で は 目的 完遂 は 

されない としたの である。 最近 新聞紙の 報す る 所に 依る に、 英國は 東亞 敗北の 結果、 印度 を 

對 日防衞 牙城と しなければ ならない 羽目に 陷り、 自治 を E に 印度 を 誘惑し 共同 行爲を 取らし 

め、 英 • 印 • 重慶の 同盟が 結成され るに 至らん とい ふ XJ とで ある。 また 印度に 於け る 英國側 
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の 宣傳は 情勢の 急迫と 戰 火の 近き を 撒き散らして、 いや 應 なしに 印度 を卷 添へ にしよう とし 

て 居る。 しかして 日本 は 二十四日 タ (二月) ス マトラの 要衝べ ンクレ ンを 完全に 占領した 旨大 

本營 より 發表 があって、 印度洋 進出の 態勢 を 整へ て， ゐる。 しかして また 三月 九日の 新聞 は、 

ジャ バ島バ タ ビヤ 陷 落し 全 蘭 印の 死命 皇軍の 制する 所と なった と 報じて ゐる。 

更に また 最近、 英國の 印度洋 艦隊 日本海 軍の 奇襲 を 受けて 殆ど 全滅に 近い 敗戰を 喫せね と 

いふ。 


マハトマ. ガンジ， I 

彼 は惱む 大蛇で ない、. . 

彼 は 裸體の 聖者、 笑 ふ 山羊 だ、 

(ガンジ ー は 病み、 屋上の テントに 橫 たはって ゐる、 愛の 日光が 雨さん さ 

んと 彼に そそぐ。) 

頭に 載せた 木綿 袋 を 指さして 彼 はいふ、 

マハトマ. ガンジ， - 
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『土中から 飛 出た 人間 だ、 印度の 泥が 私に 王冠つ けて 吳れ る。』 

世界の 彼に 負 ふ 所 はいつ か神樣 がお 拂ひ 下さる と 信じ、 

彼 は 見えない 滕利を 期して、 天國 近くの 戦場へ 出陣す る： ■ 

地獄 最終の 灣 まで 響け と 喇叭 を 吹きた てる。 

痩せ細った 寂しい 英雄 だ、 

彼 は 返答 如何と 將來に 挑戰し 詰めよ る。 

世界 を 恐れ 慄 かした 彼の 魂 は マ ゾ モス だ、 

彼 は 反逆 を 叫んで 世の 暴戾を 責める：： 


m 

0 


愛は瀆 され 捨てられた、 _ 

人間の 獨立 は粉碎 された、 

勞働は 名譽と 褒賞 を 失った。 

ああ * 神樣の 正義 は どこに ある、 何故に 認められ 稱讃 されない か？ 

彼 は 大地に 接近して 人生 を 寂しく 歌 ふ、 

彼 は 夜と 自愛 を排 して 獨り 眞理を 求める、 

空腹と 悲しみの 盡 きない 道 を往く 巡禮者 だ。  - 

彼 以上に 熱烈な 愛國者 はないで あらう、 

彼の やうな 豫言 者の 魂 はないで あらう。 

貧民への 奉仕 は 祌を拜 むに 等しい と 信す る、. 

マハトマ. ガンジ T 
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彼 は 所有物 凡て を 捨てて 身輕 しと 信 中る、 

『自分が 貧民でなくて どうして 貧民が 救へ る』 と 彼 はいふ。 

私 は ガンジ ー の テント を 去った、 階段 を 下った、 

外の ャ ー ドへ 出た：： 自然 は社會 階級 も 叱責 も 知らない、 

鳥 や 樹木 は 平和の 歌 をうた つて 裕だ。 ， 

私 は 三疋の 山羊が 一つの 木に 寢そ べつて ゐ るの を 見た、. 

彼等 は 寬容と 愛の 表徵 だ。  • 

0 私が 印度から 歸 つて 間もなく 書いた 『悶える 印度』 と 題す る 文中に かう 書いて ある、 『ヮル 

ダは 詰らない 一 寒村に 過ぎない が、 ガン ヂ 1- の 存在に 依って 印度 光明の 中心に なって ゐる) 

彼の 家 は 方 庭 を 中央に 取って 四角に 作られた 一 一階 建， コ ンクリ ー ト であって、 彼 は 病中の こと 


とて、 建物の 屋根 上、 粗末な 一枚の 木綿 を 身に 卷 いたま ま テントの なかに 寢てゐ た。 きが 

か 木綿 袋に 包んだ もの を 頭に 載せて ゐ るの を 見て、 彼に 何かと 尋ねた 所、 彼 は 「水に 儒ら し 

た 泥が 入って ゐる」 と 答へ た。 そして 彼 はいった、 「私 は 印度の 地中から 生れた の だ、 それで 

泥の 冠 を 頭に 戴いて ゐる譯 さ。」 私 はこの 言葉に、 彼が 巍 然として 雲 外に 聳える 愛國 者の 誇り 

を 見た ので ある。』 それから 詩 中に 三 fii の 山羊と 書いて ゐ るが、 これ は 私が ガンジ，' の 屋と庭 

圜を 下り 修道院の 前庭へ 出た 時、 木に 繫ぃ である 三疋の 山羊 を 見た からで ある。 私 を 達り 出 

した ガンジ ー の 門下生 は 私に いった、 『この 山羊が ガンジ，.' の表徵 です 彼 は 山羊 の^の ほか 

何も 飲みません。』 

實に六 年 前の ガン ヂ ー は 印度の 指導者と して 最高潮に 達した 時で、 私 は 前掲の 詩 『鳶』 の 

な 力に 書いて ゐる やうに 『最も 弱き は 最も 强き ものなる』 を 彼 は立證 した 豫言 者であった。 

その後 世界情勢の 變 化と 印度人 心の 動搖 につれ て、 彼の 指導力が 漸次に 衰へ 今日に 至った Q 

である。 彼 今は國 民會議 派の 實際的 領袖で ない。 大 東亞 戰爭の 推移 如何に 依って 印度 はどう 

なる か 知れない が、 若し 印度が 自治 を 獲得した とい ふ 場合、 印度 は 日本の 敵と 組みす る こと 

になる。 ガンジ I の 偉大な 人物で ある こと を 誰も 否定し ないで あらう。 彼 は 神の 面前で 仕事 

をした。 彼 は 自分 を 律す るに 峻嚴、 自己の 完成に のみに カを盡 した。 故に 彼 は 自分の 手で 獨 

マハトマ • ガンジ，  四 一一 一 
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立 を 故 國に與 へる ことが 出来なかった。 彼 今日 恐らく 自分 も 失敗 者 0 一人で あつたと 思って 

感慨無量 であらう。 しかして 私の 本 詩 『マ ハ トマ .ガ ンジ ー』 も 彼の 挽歌と なる であらう。 

私 は 最近 四月 一 日附を もって 左の 公開 戕を 草し、 大阪 朝日 新聞紙で 發 表した。 

『親愛な る ガンジ ー よ. I 私は單 に傣禮 のつ もりで 親愛の 文字 を 使 ふので はない。 私 は 君 を 

i じて 印度 魂の 精髓 に觸れ た、 そして 君 は 私に 反省の 機會 さへ 與 へて くれた。 私が 君 を 愛し 

尊敬す る ことが、 すな はち 私が 印度 を 愛し 尊敬す る ことで、 私に 對 して 君と 印度 は 不可分の 

存在で ある。  , 

クリップスが 重大 使命 を帶 びて 印度へ 來るゃ 直ちに 君に 會見を 申込んだ が、 私 は それが 當 

然の 措置 だと 思った。 然し 私 は 君が こちらから 一一 ュ ー デリ ー へ 老軀を ひつ さげて 出掛けた こ 

と を遣憾 とした。 何故 クリップスに 用事が あれば ワルダへ 來て くれと いって くれな か つ た 

か。 クリップスが 敗 戰國の 悲運に 活路 を 求めん とする 一 使者で はなく、 傲然たる 支配者と し 

て 印度へ 臨んだ 態度 を 憎んだ ので ある。 實 際に 私 はもつ と 偉大な すばらしい 態度 を 君に 期待 

したので ある。 

君はク リツ ブスとの 會談が 終って、 にっこり 笑 ひながら 總督 邸を辭 したと 新聞 は 報じた。 

そのと き 私 は 六 年 前 君 を ワルダに 訪れて 君の 微笑に 接した こと を 思 ひ 出し、 果して この 會 


談 後の 微笑が 何 を 意味す るかと いろいろ 想像せ ざる を 得なかった。 君 は 子供 を 友と して 乞食 

とも 友情 を 分ち あ ふ 哲人 だ、 それが にっこり 笑った ところで 何の 不思議 はない。 然し 君が 笑 

つ て 總督邸 を 出た とい ふこと が 新聞種 になる ほど、 君 は大寫 しの 英雄に なって ゐ るの だ。 

私 は 最近 ある 印度人と 話し合った とき 彼 は 私に いった、 「ガ ンジ T は生來 愛の 人で 氣の弱 

レ ところが ある、 然し 今度と いふ 今度 は、 きっと 頑張って くれる に 相 案) ない と 信じて. n る o」 

果然、 君の 指導の もとに 成長した 國民會 議派は イギリスの 提案 を 蹴る ことにな つた ：. 當然 

のこと で： S あるが、 君 はじめ 君の 黨 派の 領袖 者た ち は 定めし 悲壯な 決心で、 會談 決裂 を 叫ん 

だ ことで あらう と 思って、 私は淚 なしに は ゐられ な (，。 

親愛なる ガ ンジ ー よ 11 四 年 前 君の 誕生 滿 七十 歲を 祝賀す るに 際し、 君の 友人た ち は それ 

ぞれ文 を 草して 一書 を 君に 進呈した。 私-もなかに 加 はって 君が 半世紀の 長い間に わたる 業鑌 

を讃 へ、 君の 理想 を 丸 天の 高き にまで 褒めた。 君は祖 國に對 して 火 十， 1:^ までの 成功 を 納めた 

が、 つ ひに 第 百の 畫龍 點睛を 逸せざる を 得なかった やうに 思 ひ、 私 は 自分の 文章 を 君に 對す 

る 挽歌の つもりで 書いた。 

君の 非 S 力と 斷 食の 精進 は 君 を宗敎 にまで 昂め、 しばしば 英國の 心膽を 寒から しめて ゐ 

る。 君 は 印度人と して 實 情に 應じ、 自己の 信念に 答へ て 立派に できるだけ のこと をした。 
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英國は 君が 非 暴力 を棄 てざる 以上、 よしんば それが 自分 を 苦しめ 惱 ます 場合が あっても、 二 

全然 印度 を 失って しま ふ 心配がない、 それで 心の中で 君 を 友人 だと 思って きた もの だ。 然る 一 

にい ま 英國は 君 や 君達の 仲間から 非： S 力と 非 暴力の 原理に 一 擊 せられ、 死中に 活を 見出す こ 一 

とがで きない 立場に 追 込まれた。  .  一 

然し ガンジ ー よ、 印度 はこれ からが 大 問題な の だ。 君の 仕事 はもう 終った とい つたな i 

ば、 おそらく 君 は 私 を 誤解して おこる かも 知れない が、 私の いはんと すると/ J ろ は 君 は國直 

の 指導 を靑 年に 讓 つて はどう だ。  .  ： 一 

いま 印度が 直面して ゐる 重大な 現實 は、 身 を 理想に 淨 めた 哲人が 非 協力と 非 暴力の 提唱 ま 

けで は處理 できない と 思 ふが" どう だ。  ^ 

もし 私が 君に 後退 を 迫る とすると それ は 私が 君の 一 生 を 最も 光榮 ある ものと したいから でー 

ある。 私が 印度に 新人 出で よと 叫んで ゐる とすると、 それ は 私が 印度 を 本當に 獨立國 として^ 

立派な 日本の 隣國 たらしめ たいから である。 私 は 印度 入に 蹶起 一 番 して もら ひたい 0 だ。 j 

國 家の 將 來は靑 年の 仕事 だ。 偉い 仕事 をした 老人 最後の 御 奉公と して、 君の 口から 印度 q 

靑 年に 職 起 を 叫んで もら ひたい もの だ。』  . ，  .1 


ベ ン ガル 灣の聲 

a は 印度 を 離れる 數日 前の 1 夜 を、 ぺ ン ガ グ灣の ホテ严 で 過した 

私 は 時に 水底より 響いて 來る聲 を 耳に した、 

『起てみ な 共、 喇叭が われ 等 を 呼ぶ、 聞け 聞け！』 

もう 一つの 聲は 私に かう いった、 

『家畜の 安逸 を樂 め、 神の 與 へる 火に 横た はって 満足し ろ、 

劍ゃ 爭鬪は 他に 委ねて 置け、 自然の 命す る 安眠に 耽れ！』 

ベンガル 灣の聲 


四 
七 


ベ ン ガル 灣の聲 

血み どろに 悶え 這 ひま はる、 

世界が 誓て 見た ことのない 痛ましい 光景から、 

私の 心 は、 その 時、 解放され て、 

水邊 の靜謐 をし ばし 樂ん だので ある：： 

ああ、 香 はしい 夕べ を迎 へる 平和の 嬉し さ！ 

私 は その 時 叫んだ、 

『二つの 聲ょ、 己が 主張に 苛立つな、 

靜 かに、 靜 かに、 解決され ない 問題 を 出して 私 を 苦しめるな- 

私に は 私の 問題が ある、 

それ を 今にも 考 へ ねばならない、 


P3 
八 


だが、 今 しばらくの 靜謐が ほしい。』 

この 時、 私の 部屋に 花環が 椅子に かけられ、 

紅 や 白の 花瓣が 床の 上に 落ちた、 

二三 疋の 栗鼠が 部屋の なか を 走り 廻り、 その 花瓣に 戯れた。 

私 は 海に 面する ベランダに 出て、 頭 を あげた ：パ 

銀の 星が 砂の やうに 空に 撒き ちらされ、 

椰子の 木 は 葉の 箒で それ を 掃いた。 

私 は 今日 本へ 歸 つて、 この 小さい 書齋に 坐って ゐる。  ， 

夕べが 忍び足に やって 來て、 いつも 私に ベ ンガ产 の 一 夜 を 思 ひ 出させる、 」 

華 

だが 私 は、 この 時の 聲 二つ を 拂 ひのける ことが 出來 ない。 

ベ ン ガル 灣の舉 .  四 九 
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註 詩 中べ ン ガル 灣の ホテルと ある はヮル ティアの 一 小 旅館の ことで ある 本 詩 は數年 前の 作。 

大 東亞 戰^ 始まって より 亞細亞 の 形勢と みに ー變 した、 それで 私 は 今. 印度に 向って 蹶起 を 叫 

• んでゐ る。 


タヂの 靈 廟 

風船 玉から 鳥 をと り 出した 魔 法師が るた。 ああ、 どうい ぷ魔 法師が この 殿 

堂 を 生み だした だら うか。 

げ にや、 曙光の 門 だ。 明朗た る 光の 洪水が 波 波と 溢れる。 

少年 時代に、 莊麗な 太陽 を 受けた 山脈の 進軍が ばた と 止， まって、 默 想の 姿 

勢 をと つた 夢を見た。 不思議な 方角から 流れる 音樂を 耳に して 目覺 めた . 

ことがある。 不合理と 知りながら、 完全に 幸福に 醉 つた 瞬間 を體驗 した 

.  タデ の靈廟  五三 
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ことがある。  一 

これ 等の 刹那的 記 慮が、 今一 つの 大きな 表象と なって、 結晶し、 私の 眼界 

一杯 を 満たして >  一寸の 餘地だ も 許さない。 

堂 前に 長方形の 池が ある。 

それ を緣 取る 無 數の絲 杉 は、 光の 面紗に 包まれて 煙って ゐる。 絲杉は 池の 

上に： i^fe の 姿 を 投げて、 私に 地下に もう 一 つ、 驚異の 世界が あると 指示 

して ゐる。  ， 

人 若し 私 こ.、 『君 は 虛僞の 世界 を 見て ゐる』 とするならば、 もとより 私 は 彼 

を 否定し ない. - 虛 僞と實 在の 區別は 誰か 知らん や だ。 -. 一 

殿堂の 圓 天井 を ささ へ る圓 柱の かすかす は、 平行線 的に 行儀よ く 垂直の 韵 


合 美 を 整へ てゐ る。 ■ 

圓 天井 を 後から 抱いて ゐる 朝の 空 は、 群靑 色に、 ー點の 汚れさへ ない。  , 

私 は今靜 寂な 階段 を 上って、 堂 內に吸 ひ 込まれて 行かん として ゐる。 私 は 

抵抗す るに 餘りに 無力 だ。 

私の 體に觸 れる空 氣は溫 く、 香ばし、 夢の 平和 は 完成した。.  _ 

それ を 破る 一 羽の 鳥 だ もな し。  .  一- 

註 本篇は 世界 七不思議の 一 、 タヂ • マ ハぶを 歌へ る もの。 靈廟 はシ. ャ • ジャ ハンが 逝きし 皇ー 一口 

クヂの 記念に 築きし 大理石の 殿宇、 アグラに あり。 筆者 は 昭和 十 年 十二月 十 K 日朝、 セント 

• ジ ョ ンズ • 力 レジ の 少壯敎 授達ひ 案內で 靈廟を 見物した。 詩 中 『長方形の 池』 ゃ絲 杉の こ 

と 力 書いて あるが、 この 前庭 は 力 I ノン 卿の 總督 時代に 出來 たもの ださう だ。 案內の ー敎授 

が 一 見 後の 意見 を徵 したので 私 はいった 『本建築に 對 しかれ これ 云 ふの は、 美 を胃瀆 する も 


タヂ の靈廟  五六 

のに 近い。 然し 若し 私が 君の 質問に 答へ なければ ならぬならば、 恐らく 本建築が 均齊ー つに 

努力 を 集中して 暗示 的 効果の 乏しい 點 にある であらう。 かく も 大理石 を 浪費 的に 使用した こ 

と は、 ま J0 とに 世界 無比と 云 ふべき に 相違ない。 寳澤 もこの 極度に 達する と は 確に 英雄的 

行爲 だ。 シャ • ジャハ ン 王の 美に 對 する 敏感 性 は 以て 彼 を 大人物の 一人と する に 充分で あら 

う。』 本建築の 完遂に 王樣 は十齒 年の 年月と 費用 一 一千 萬 ルビ ー. を 要した とい ふこと である。 


女 皇タヂ 挽歌 

大理石の 互大 なる 集積！ 

朝日 は 結晶して 凱旋門 をな し、 

埋もれる 世紀 * 女皇の 哀愁 を 歌 ふ * 

我 は 詩と 美の 逢禮 者、 跪 づき、 

愛 は 美の 創造者な りの 言葉 を 肯定す る 

ああ、 人 誰か シャ • ジャ、 ノン とな， 5 て 

,乂 皇タヂ 挽歌 
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女 皇タ チ換歌 

美の 墳墓に 愛の 挽歌 を 奏で ざらん や。 

女 皇タデ 眠る！ 

日光 は 朝の 祝福 を 彼女に 垂れる、 

愛の 腕を卷 いて 彼女の 眠 を 深く せよ。 

夢は靈 化して 美の 表象と な. y、 

幻の世界をすみゃみにまで充せ，c^:•• 

歌 はんとす る 姿勢 を 取る 光、 

神秘の 世， 界 に目覺 める 旋律、 

われ 幸福 を飮 みほし その 不合理なる を 思 ふ は、 

人 を 恍惚たら しめんが ためなる と 知る。 


われが 見る もの 虛僞の 美なる を、 誰か 否定し 得ん や、. 

され ど 誰か 現實と 架空の 相違 を 識別し 得ん や。 

前庭の 樅 は 長い 水槽 を 挾み、 

絲 杉の 步哨數 百 * 列 を 正して、 

太陽に かがやき 影 を 水中に 投げる、 

更に 一つの もっと 氣髙ぃ 世界の 地下に ある を われに 敎へ る。 

水槽 を中斷 する ブラ ッ トフ ォ ー ム の 彼方に、 

靈廟 タデ巍 然として 天に 登り、 垂直の 均齊美 全し： ：1 

ああ、 幸に してし かも 不思議なる 感激 われに 迫る もの あり ノ 

女皇 タ ヂ 挽歌 
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女 皇タヂ 挽歌  ：  -8 

、 

われ 靈廟 の餘 りに 美妙に、 餘 りに 完全なる を 見て、 藝 術に 傷 無き 創造 は 人 

に 想像の 遊び を 否定す る を 知る。 

ああ、 無上の 調和 美、 われ それに， 甘き 眩暈 を 感じ、 そ を 逃れる の 道な きに 

當 惑せ， 9。  ^  ハ . 

花に、 渦 形 ある は 格子 模樣に 巧妙の すべて を盡 し、 

高貴なる 石 もて 築け る 城壁の 奧 深く、 女 皇タデ 眠る！ 

眞珠の 美に 埋もれ 給 ふやん ごとな きェ ロイ ズ！ 

靜 かに、 劍ゃ 殺戮の 夢に うなされ 給 ふ 勿れ、 

愛の 甘やかなる 保管に 自ら を 託し 給へ。 

沈默 よ、 彼女 を 平和の 神秘に 眠らせよ、 ，  , 


女皇 眠，.^ 給 ふ * 眠る 女皇 にわれ 挽歌 を 奏でん、 

幻の 白堊 靈廟、 永へ に 注意 深き 神 護 を 彼女に そそげ 


0 本 詩 は 『タヂ の 靈廟』 後に 書いた もの。 英詩 中に 納めて ある クヂの 挽歌 を 自由 譯し たもので 

ある。 詩中ュ ！1 ィズと ある は、 佛蘭西 十 一 世紀の 戀 物語に 有名な 女性の 名前 e 


女 皇タヂ 挽歌  六 


熱 帶の海 は 靑疊の やうに 平靜 だ。 太陽の 熱い 光線に 蒸されて、 うとうと 眠る-"^ 

船 は その上 を、 まるで 夢路 を 分けて ゆく やうに 滑る。 

時に 鱗 や、 鯨 や、 鐘が、 小さい 築山の やうな 背中 を 波間に 脹ら ませ、 越後 獅子の 蟥蛤 返り 

をう つ ことがある。 もとより 人間への 示威 蓮 動で ない、 通る 船人に 見せる 餘興 だ。 

熱 帶の海 は 平和 だ。 時に 高く 波打つ ことがあ るが、 大空の 樂師に 合せる 音律の 一 波瀾に 過 

ぎない。 

太陽 は 西へ 沈み ゆく：： 圑 扇の やうに 大きい 黄金 月が、 しづ しづと 東の 签を 登る：： 金襴 

の 袈裟 をつ けた 僧侶が、 祈禱 する ため 廣ぃ 殿堂へ 臨む 如し だ。 

靜 寂に 包まれた 熱 帶の海 は、 神聖な 勤行の 大廣間 だ。 跪づ いて 祈禱 する のみ だ。 祈 禱に言 

葉 はいらない。 神樣と 羅針盤 を 信 すれば よい。 


私共 は 運命 を 羅針盤と 神樣に 委ねて、 幽霊船の やうに 船足の 早い 行進曲 を 奏でて 行く：： 

船 は 何もの も 積んで ゐ ない 。満載の 貨物 は 冒險と 夢の 二つ だ.^ 

二等 船客の 一 人が、 甲板に ハム モッ クを 釣り、 ながながと 寢 そべ る。 

人間の 機嫌の いい 時 は、 いつも 小唄と なる。 彼 は 兩手を 頭の 下に 組み、 足の 片方 を ハム モ 

ッ ク から 甲板の 上へ 下し、 ばた ばた とそれ を 工合よ く 動かす。 彼 は 低聲で 小唄 を t わる。 ^ . 

『月の 光に 忍び 來ょ、  , .  . 

お 話すべし 戀の 一曲、， 

月の 光に 谷 を わけ、 

森の 彼方に 忍び 來ょ、 

お 話すべし 戀の 苦しみ。』  ； - 

彼 は 上機嫌 だな：： 油の やうな 海 を 船で 走る 氣持 はまた 格別 だ。 

彼 は ハム モッタ か、 ら 立ち あがり、 パイブに 火 をつ ける。 パイブの 火花 は、 靜 かな 風に 攫 は 

熱 帶の海  六 三 
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れて 油の やうに 波に 落ちる。 

これ は 行 手 はるけ き 夢 を 追 ふ 至って 吞氣 な冒險 航海 だ：： かう 海上 を 走る と、 暗黑の 胸に 

一 つの 淚 といった 寂し さは ある。 でも 私 はこの 寂しい 生活 を どんなに 望んだ か 知らない G 

海上で 感傷的に ならない 奴 は 人間で ない。 出來る だけ 感傷 氣 分に 浸って 見たい：： 感傷的 

になる こと は、 " マ ンチッ ク になる ことなの だ。 

しばらく すると、 またもや 二等 船客の 小 噴が 沈默を 破る：：」 

『東 を 破る お日様 は、 

荒ら くれ 男に 吳れて やれ、. 一 

月の 光に、 たれ か 知る、  . ...  . y 

甘き 耳語 ある こと を。」 

私 は 甲板の 暗い 影を步 いて ゐる。 鐵の 手摺に 凭れて ゐる、 自分で ないやうな 感じ を 味って 

,  も 

ゐ る：. * 


熱帶 のうね うねした 波に、 船腹 を 嘗めさせながら、 古い 習慣 や、 理窟 を 遠く離れて、 男 も 

し 聞き もしない やうな 未知の 國へ 帆走る ぐら ゐ、 本當に 喜ばしい こと はない。 

不思議な 幻の 世界が、 すすし ぃ聲で 私に 呼びかける。 行 手の 國に戀 の 花が 咬いて ゐる、 愛 

の 鳥が 唄って ゐる。 

私 は 手摺に 凭れながら 海上 を 眺める：： 月光 は黃 金の 波 を 洗 ふ、 水の 音 は 風の 音に 交る。 

だが 私の 心 は、 月に 洗 はれた 波に ない、 月に 答へ る 風に もない：： 

「人間の 蓮 命」 とい ふこと に 集中され て。 

0 本篇は 印度 到， 着 前、 ベンガル 灣航 行中に 書いた もの。 


マ ハラ ジャ の^ 文  六 六 

マ ハラ ジャの 睨 文 

マ ハラ ジャは 絹の 白衣 を纒 つて ゐる。 浮彫 式の 模樣 が附 いて ゐる。 意味の 分らない 文が 

圖案 化された もの だ。 

恐らく この 着物 は、 古い 時代に 千 人 も 集って、 神樣 を禮讃 しながら 妨ぃだ もので あらう。 

彼 は 部屋の なか を 立ったり 坐ったり して ゐる。 部屋 は 彼と びった 當 嵌って ゐる。 彼な く 

して この 部屋 は 存在 しないと さへ 思 はれる。 

彼は祌 龕に 朝の 祈禱を 捧げて ゐる。 すべての 知識 を 支配す る 人間と いふより は、 むしろ 謎 

を考 へて ゐる 小兒 に似て ゐる といった やうな 形。 、 

「金と 銀 こそ 尊 けれ 

これ 宇宙 を 賞く 血潮 なれば な， 9。 


銅と 鐵と を輕視 する 勿れ 

これ 大地の 動脈 靜脈 なり。  、 

神よ、 われ 金と なり 銀と なり、 

銅と なり 鐡と なり、 

すべての 完全 を 誓 ふなり、  • 

われ 閽黑を 恐れ じ、 死 を も 恐れ じ。』 

マ ハラ ジャは 文 を 二度 も 三度 もく、 り 返し" そしてい つた。 

『^^^は眞理採求の旅へ と、 恐れす に 世界の 果 まで 行きます。 私 は 力の 限り を盡 くさなかった 

でせ うか。 なぜ 私 は 勝利 を あげる ことが 出來 ないで せう か。』 

. 部屋の 壁 は 薔薇色 ダ マ スクの 小形 S 張り、 その 感じの 柔 かで 美麗な ことよ. り 今日 どんな 勳 

物 園に も、 その 標本が 見出されない であらう 動物の 毛皮が、 床に 幾 枚 も 敷いて ある- 壁晝は 

不思議な 夢. .0 地上の 現實 との 組合せ、 夢から 見る と現實 のために その 實際 美を增 し、 現實 か 

ら見 ると 夢の ために 感情 を 激動 させて ゐる。 純白 直線の 圆 柱と 正方形 桝 型の 天井 を 見る に、 

マ ハラ ジャの 呪文  六 七 
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その 一つ一つに 違った 繪が 描いて ある。 

部屋の 上段に 小さい 祌 龕が 安置され、 なかに スフ ヰン タスが 十字架に かかって ゐる。 部屋 

の すべてが 一つに なって、 この 祌 翕に 禮拜 して ゐる。 

マ ハラ ジャは 部屋の 中央、 大きな 机の そばに 坐って ゐる。 

机の 四隅に、 金と 銀の 蠘燭臺 が、 二十 六の 枝 を はって、 その 一つ 一 つに 紅の 小さい 蠟燭が 

點 つて ゐる。 そして また 机の 中央に、 それ は それ は 古い 大き  な 力 置して, び-る 

彼 は 瓶の 蓋 を あけ、 なかから 古い 枯葉 を 一 つ 取、 り だし、 鼻の 下へ 持って行く：： これ ぞ昔 

の 女王 樣が 先祖から 給 はった とい ふ薔 まの 葉 だ U  . 

今 幾千 年の 歳月 は 流れた が、 薔糠 はもとの ままの 香 氣を失 はない。 

彼が その 葉 を 喚いで ゐ ると、 不思議な 香氣が 部屋に 満ちる。  . 

部屋 中が 失心の 喜びに 喘ぐ。  、 

註 本篇は マドラス 滯 在中、 架 i<n 的に 印度の 王樣を 取扱った 作。 


和 

罌 

粟 


澤 山の 和 蘭 罌粟が 酸漿 提灯の やうに 並んで ゐる、 眞 赤な 小さい 提灯 だ。 

この 花畑へ 星の 雨が 珠數繫 ぎに なって 降って ゐる。 大きな 圑 扇の 太陽 は、 まるで 金 紙を圓 

く 切って ぺ たと 張った やう だ。 

諸君 はこの 光景 を御覽 になって、 これ は本當 でない とい ふか も 知れない。 普通の 人 は、 か 

うい ふ 大きな 太陽と、 雨の やうに 降る 星の 雨と、 和 蘭 罌粟の 畑 を、 ー緖に 眺める ことが 出來 

ないで あらう。  . 

でも 私 は 今 それ を 眺めて ゐる。  ~  , 

どうか 諸君 も、 人生 も戀も 若かった 昔に かへ つて 考 へて 下さい。 今日 不可能 だと 笑って 仕 

舞 ふやうな ことが、 その 頃 は每日 起らなかった でせ うか。 、 

町 を散步 して 右へ 行かす に 左へ 曲つ たがために、 諸君の 一 生に 大きな 變化を 及ぼした とい 

^  K  ^  .7 ブ  t 
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ふこと はなかった でせ うか：： 諸君が 將來の 妻と する に 至った 美人に 出會 つたので なかった 

でせ うか。 

諸君 は 郊外 を 散歩して、 生垣 越しに 偶然の 歌 を 聞いた。 春の 花見に 見知らぬ 女と お 話 をし， 

た。 その 女が にっこり 笑って、 寂しく 別れ を 告げた。 かう いふ ことが 大きな 事件と なって 顚 

れ、 諸君 を 天上の 雲の 間へ 登らした ことがなかった か。. 

不可能が 可能になる やうな 事件 は、 路傍に ざら に 落ちて ゐる。 要は 拾 ふか 拾 まな、 ^^：ぁ 

る。 

現實 派の 數は 夥しい、 夏の 蠅 よりもつ と 多い。 彼等 は 魔法 を 否定す る。 

然し 私 は 彼等に いふ、 

U 禾 fc ヌ. 粟の 畑に 星の 雨がさん さんと 降り そそぎ、 大きな 圑屬の 太陽がぬ つと 後から 顏を出 

してる. る  ああ、 何と 見事で はあり ま 4?J,r^ か。」 ■ 

註 本篇は カル カツ タ滯 在中の 作。 


！ マン ゴゥの 木 

爪先で 步け、 靜 かに 靜 かに、 

マン ゴ クが 眠より 目覺 める を 恐れる 

地中に く 足 を 入れ  ナ る  修道 者 だ、 

マ ンゴク は 熱情に 近い 睡眠に 服從し 

身 も 心 も 官能の 光に 溶ける。 

ああ、 沈默を 完全なら しめ、 

マ ンゴゥ の 木 


マン ゴゥの 木 

マン ゴクを 逸樂の 保管に 安ん ぜ しめよ。 

十」 眞晝の 太陽 は靜 かに 動かす、  ■ . 

ああ、 平和よ、 風 を 守って 靜 かなら しめよ、 

地上に 織りな す 光と 影の 緞子 を亂す ことなから しめよ、 

靜 かに、 爪先で 步け。  、■ 

修道 者の マン ゴ クは 眠る、  . 

間もなく 風 は 束縳を 破り、 

—  1 

眠 を 離れる ものの 偸し き 苦痛 を マン ゴク に 囁く に 至る であらう 

十分 過ぎた、 

二十 分 過ぎた：： ほら、 マン ゴク は目覺 めた。 


修道 者よ マン ゴ ク よ、. 

風 は 何 を 君に 囁きし か、 I  - 

マ ン ゴクょ 修道 者よ、 

眠の なかに 何の 神秘 ありし か、 

お とづれ ， > 

君の 我等に 物語る 忘却の 消息 は 何 か . 

マン ゴクは 溜息せ す、 また 語ら や、 

ただ 修道 者の 姿に て その 亂れ たる 髮を 動かす のみ だ 

0 タゴ ー ルの擧 園 サン チ 一一 ケ タンに 於ての 作。 

マン ゴゥの 木 
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ベンガル 美人 

一 度 彼女 を 見た、 しばしば 彼女 を 見た。 ， 

彼女 は涫 えたが、 わが 夕の 空に 殘 した 輝きの 一 つ 星 •：• 

その 額に 印せ る 小さき 紅の 符號。 

黄金の 緣 取れる 水色の サリ 1^ 身に 纒ひ、  ，j 

椅子に 撗 たはる 彼女 を， われ は 見た、 戀を 夢見る 一 疋の蛇 

微笑む 彼女 を 見た：： 微笑みつ、 二つの 唇 分けて、 


蓮の 花辦を 落した、 ああ、 彼女の 紅させる 杯 は 要求に 震へ 仁- 

泳ぎつ、 中 ぶら りんと 浮き あがる 二つの 腕 をた だ 見詰めた 

熱情 を 漁る 細く 色黑き 一 對の 鰻。 

一度 彼女 を 見た、 しばしば 彼女 を 見た。  ノ 

彼女 は 消えた が、 わが 記憶に 殘る綠 の 草履.： .J 

深き ベ ン、 ガ 〃灣 よりかき 集めた る綠 色。 

彼女の 凡て は 消えた が、 ただ， a る 彼女の 紅に 繪 取れる 小さき 一 

ああ、 彼女に 遺產 せる 夕日の 紅。 

0 本 詩 は 誰と いって 特別の 婦人 を 目 あてに 書いた もので ない。 

ベ ン ガル 美人 
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■ 印度の 舞姬 

印度の 舞姬. 

何とい ふ 魔の 指 だ、 S 攣 した 蛇 だ：： 

大鼓の 急速 度に つれて、 祌經. をい やが 上に 尖らして 生 氣を吸 ふが 如 

五臓六腑 にしみ 込んだ 生氣 は、 肩に 腰に、 頰に 足に 傳り攒 がって、 

. やうな 花 車な 體 がー 昔樂的 律動の あらゆる 形 を 作って、 

形の 千 變萬化 を、 手首 や 腰 や 足に つけた 金の 輪が、 ちゃらん ちゃん 

して ゆく。 


彼女の 唄 ふ 哀調に、 

私は數 千年の 時が 流れた が 今 だに 何もの か を 求め 得ざる 風の 苦痛の やうな 

もの を 感じ、 •  . 

茫漠たる 平野に 自ら を 忘れ、 また 自ら を 見出して ゆく 水の 悲鳴 を 聞く。 

私 は 彼女に、， 永劫に 亡びない 肉體 の法悅 と、 時と 空間から 解放され た 生命 

の 陶醉と を 見る — 

彼女 は 印度の 表徵 だ、 

彼女 は 長く 見て ゐ るに は 餘 りに 惱 まし 過ぎる。 

註 筆者 は 印度 滞在中 各地に 於て 印度 舞踊 を 見た。 ボンベイ では ウダ ィ • シャン 力 

數 回に 亙って 見る 機會を 持った。 本 作 は 印度の 舞 姬に對 する 印象 詩。 

^度の 舞 暴. 
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ペナ レス の 貴婦人 

I  ゲ 

私の 前に 一人の 女が 立って ゐる。  . 

温い 熱帶の 血が 流れて、 黑ぃ 皮膚が 玉子の 黃味 色に なって ゐ ると 思った。 

柔 かな 微笑と 咄嗟の 憂鬱が、 陰影の 交叉 を 作り、 閑雅な 動作に 服從 すると 

いふの はこの 婦人の こと だと 思った。 

房房した 髮 のなかに 震へ る 眼の 動き、 云 ふに いへ ない 横顔の 落着き 加減： 

： 花に 止まった 蝶の やうに、 全身の 意識が 靜まづ て、 思慕の 満足に 醉っ 
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てゐ ると いふの はこの 婦人の こと だと a つた。 

女 は 今 見事な 大きな 圓 柱の 間 を しづ しづと 步 いて ゐ るが、 昔 物語に 出て 來 

る 女の やうに、 自分に 驚く ほど 近いと 感じた。 母親が 自分の 魂よりも つ 

と 密接で ある やうに、 自分に 離れて はるても、 ベ たっとく っ附 いて ゐる 

といった やうな 烕 じだ。 

私 は 彼女が きっと 自分の 知らない 秘密 を 握って ゐ ると 想像した。 . 

非 個人的な ものが、 彼女の 魂 を 支配して ゐ ると 想像した。 . 

彼女 は 自分 共の 世界より、 もっと 進んだ 世界より、 もっと 進んだ 世界の 人 

間で あるに 相違ない と 想像した。 

私 は 思った、  ハ. 

ペナ レスの 貴婦人  ヒ 


べナ レスの 贵き人  ん 0 

r 私 力 彼女の やうに 千年 も 二 千年 も 昔の こと を はつき り考 へ" ぬの 人間 「 

力つ ぃぞ 知らう ともしな いこと を 記 億して ゐ たなら f、 どん ぷ： 喜し 、 

だら う。』  - 

彼女 はいつ の 間に やら 私の 眼界から 消. えて 士 舞つ 


た。 


註 本 詩 も 架空 的の 作。 ベ ナ レ スは 印度 中 最も 有名な 宗敎 都市で、 數 千年 前 昔の 神話 や 詩が そ 

まま 見られる^ 


の 


カリ. ー 女き  一 

.』 

捧げます る 山羊 を 受け 給へ。  1 

破壞の 門出に、 滴る 血潮 をす すり 給へ、 われ 等 御前に ひれ 伏す。  i 

ああ、 形相 恐ろしき. カリ II 樣、  j 

あなたの 顏は 朱に 滲み、 三つの 眼は眞 夜中の 星の 如く、 四 本の 腕 はさな ：^^ 

ら 毒蛇 だ、 われ 等 御前に 額 づき 震へ る。  ^ 

われ 等 は 破壞を 恐れない：： 破壞は 自然の 大法、 その 試 爐に堪 へて 創造の 一 


カリ ー 女^ 

曙光が 迎 へられる。 破壤し 給へ、 破壞し 給へ。 天に 墨 を 流し、 惑 鬼 を 殺 

して 地に 髑髏の 山 を 築き 給へ。 

形相 ろしき カリ ー 檬 

等げ まする 山羊の 首 を 受け 給へ 

われ 等 言の 血潮に 坐り、 御前に 額づ くと 雖も、 時來 つて あなたの 形相と 

みに 和らぎ、 眼に 平和の 微笑、 四 本の 腕 慈愛の さお となって、 われ 等 を 

, く であらう を 疑 はない  . 

その 時、 あなたの 髮の 毛より ガン ジスの 水 どうどうと 流れ出て、 われ 等 は 

その 肥沃に 浴す るで あらう。 . 

され ど、 


•If 


力 

V 
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今 は破壞 だ：： われ 等 暴力 を禮讃 して、 あなたの 御前に 額 づき ひれ 伏す。 


S 本 詩の カリ ー 女祌は 印度 敎の 重要が 地位 を 占め、 カル カツ タの主 護 者に なって ゐる。 この 女 

神を祀 つて ある 場所に 闘して、 印度人 は 所謂 傳說の 時代へ と 溯る。 カリ.' は シバの 良妻で あ 

つて、 破 壌の 神で あると 同時に 淑德の 保護者と も 云 はれる。 カリ ー が 死んだ 時 全智 全能の 祌 

. 樣 はヒシ 一一 ュに 命じて その 四 本の 足 指 を 切らした。 切り落された 指の 一本が 地上に 落ちた 所、 

その 落ち 場所が 今日 カリ ー 神社の 建って ゐる所 だとされ てゐ る。 カル カツ クの同 神社 はこの 

女神の 足 指が 祀 つて あるので ある。 神社の 入口で 粗末な 三色版の 想像 畫を寶 つて ゐる。 見る 

と 三つの 眼と 四 本の 手 を 持って ゐる。 神社の 建物 は 汚い 灰色の 四角形で、 上に 靑黃綠 の 三色 

で 塗った 圓 屋根が ついて ゐる。 女神 は 建物の 中央部、 奥まった 薄晴い 穴みたい なやうな 所に 

祀ら れてゐ る。 泥足 丸裸 かの 信者 達が 押 合 ひへ し 合って 女神 を のぞき 込んで ゐる。 觀 光の 訪 

問 者 はこ こに 集る 乞食 を 見て 驚かされな いは づ はない、。 或は 片眼 或は 腕 無し、 或は 水 脹れ 或 

は 癒 病、 ある もの は頭髮 鳥の； * の 如く、 ある もの は 炭 團に眼 鼻ら しい ものが 付いた やう だ。 

有りと 有らゆる 形の 乞食が 印度 各地から 集って ゐ るとの ことで ある。 こ の 幾 百と いふ 乞食が 


ガリ T 女神 

申 社の 入口に ぺったり 坐って ゐる. ので、 訪問者 は その 頭の 上 を 歩かねば 通れない 位の 雜沓振 

りで ある。 神社の 南端の 一角に 三人の 醜婦 がでば 庖刀を 磨いて、 花環で 首 を 飾った 三月ば 力 

りの 小さぶ 羊 を斷醒 に&て 殺して き。 私 た 時、 眞 f  I 地上 S れてゐ た 

所 を 見る と、 その 日に 澤 山の 山羊が 殺されて カリ，. 女神に 捧げられ たこと を 知った 


笑 を ふくんだ 頰。 

一  .  .1 

肉 づきの いい 願と 首。 

切れ味の いい 眼。  . . 

頭に 王冠 を 戴き、 右の 足で 鬼 を 踏みに ぢる。 . 

四 本の 手のう ち 後部の 二 本、 一 は焰を 握り、 他 は錄を 振る、：： 人生 を然 

やす 焰だ、 號令 する 餘だ。 前部の 二 本、 一 は 上む けた 手の平で 祝福し、 

踊る シバ神  八 五 


ま はだら りと 垂れて、 ふん わりと あげた 左の 足と 均齊を 作る。 

ああ、 何とい ふ 肢體の 動き、 自然の 精氣 を」 身に 集めて ゐる。 ； 

演じ 給 ふ 舞踊 は 『宇宙』 の 1 曲、 陰陽の さす 手引く 手のから み 合 ひ 解け 

合 ひだ。 

焰，. i 然 える、 鈴 はりん りんと 鳴る：： さあ、 右の 手 だ、 左の 足 だ、 もっと 

あげて、 ぐっと 引いて、 力 を こめて、 飛ぶ の だ、 飛ぶ の だ。 

-ほ 私 は マドラス 滯 在中 一 日 博物館へ 赴く、 館所藏 にか かる 靑銅 『踊る シ バ祌』 を 見ん がた め。 

私 はかね がね この 作品の 優れた こと を 聞いて ゐ たが、 今 その 實際を 見て 私の 期待の 報いら^ 

. たこと を 喜んだ。 南部 印度に 於け る 十二 世紀 藝術を 小さい 形に 背負って ゐる といっても 過言 

t ハ。 .^1 ま. エレファンタ島 や エロ ラの カイ ラサ 寺院で、 リン ガム (男根) に 依って 暗示 さ 


れたシ 、パ 神の 無限の 生命に 觸れ たが、 ここで はシパ 神が ナ タラ ジ ャと姿 を か へ て 踊り 給 ふ。 

舞踊の 曲 は 『宇宙』、 いふまで もな く 天地 萬 象の 精氣を 陝體の 躍動 一 つに 集めた もの だ。 

その 日夜に 人り 私 は 友人 達 を 伴 ひ 開催中の スラ ヮヂ展 覽會へ 行った、 南部 舞踊 を 一 覽 せん 

がた めであった。 舞踊 場 は 急 捲への 劇場で 展覽會 場に 隣って ゐる。 觀客 無慮 三千と 算 される 

もの 凄い 光景 を 眺めながら 場內に 入る と、 舞臺で 踊って ゐる 一 一人の 若い 女 は 私を遙 かに 見て 

合掌の 祝 を 捧げる。 私 は 座席に つき 隣り合って 坐った 說明 役ら しい 印度人に 博物館の 靑銅ナ 

タラ ジャと 現代 印度 舞踊の 關係を 語る と、 彼 はわが 意 を 得たり の 微笑 を洩し 私の 手 を 握った。 

私が 今 こ の 舞踊 を 見る に 感情の 奔 逸と 自由 を 鍵 しらせる 胶體の 動き は 極めて 音律 的に 急テ ン 

ボだ。 踊り子 は 甲高い 聲で唄 ふ 歌手に つれて 踊り、 聲の 止まる 時 肢體の 活動が ばた つと 止つ 

て觀 客に 餘韻 嫋嫋 たる もの を 感じさせる。 一回が 終る と 一人が 起って 觀容 にいった、 『+タ 

私共 は 遠来の 珍客 を迎へ てゐ る、 日本の 詩人に 一 言の 挨椤を 要求したい。』 雷の 如き 拍手に 

5; 迗られ て 私 は 舞臺に 上り，、 簡單な 言葉で 所感 を 述べる と 再び 雷の 如き 拍手が 起った。 

私 はこの 夜 宿へ 歸り寢 についても、 ！^；く手さす手の舞踊が忘れられなかった： ：げにゃ人^ 

生 は 舞踊の 一 曲 だ、 シバ 神と なって 踊り 拔く  とだ。 


アジ ャ ン ダ壁畫 題贅 

アジャン ダ壁 畫題贊 

ノ 何とい ふ氣違 ひじみ た 生の 追求 だ、. 

幸ー 職な 世界 を稱 へ る 飾りな き艱 , 

彼等 は 今日の 法悅に 全身 を 供へ る 

• 自分 共 は 人間の 歷史 から 分離して 

花や 鳥の 生活に 歸へ る。 

直截に、 衝動的に、 自由に、 


八 


彼等 は戀の 舞踊に 結びついて、 

世界 を 小唄 一つに 取替へ る。 . 

ああ、 何とい ふ 赤裸な 世界 だ、 

神 藤で しかも 祌藤 のない 生活：： . 

踊れ 踊れ、 娘 達よ、 肩をすくめて、 

腕 を 曲げて、 腰 を ゆすぶって！ 

笛 や 歌 は 空に 響く、 

タイム 

時が 枯れて 仕舞 ふまで 長く 響く であらう ® 

今後 千年 も 立 つて やって 來る 巡禮者 は、 

私の やうに 踊り子 は 依然 踊って ゐるを 見、 

. アジャン ダ壁 畫題餐 


八 
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アジャン ダ壁 畫題黉 . 

一昔 樂ュ 依然 鳴り渡って ゐるを 聞く であらう。  . に 

黑 いお 顏の姬 君樣、 むき 岀 しの 脛と 足、 

(何と 魅力の ある 肉體 の均齊 美よ、) 

自然のお 肌 は黃金 眞珠の 頸飾りに 腕輪の 外、 

何等 藝 術と 装飾 を 知らぬ であらう。 

何處へ あなた はお 出 遊ばす、 お 姬樣？ ， 

姬も 奴隸も 答へ ない、 お宮 參りが 目的で は あるまい、 

ぼ 時まで も盡 きない 無 何有鄕 とやら へ の 行列で あるに 相違ない 

ああ、 瞬間に 耽ける 幸福な 放縱 者よ、 

消えながら 永へ に 消えない 麗 はしの 幽靈 よ？  .，，. 


0 


旗 や リボンで 飾った 象檨 のお 通り だ、 さあ 返いた、 退い， た、 

鼻 を 弄って はいけ ない ぞ、 耳に 觸っ てはいけ ない ぞ、 

王檨ら しく 堂堂 の 態度 で 象樣を 通らせる の だ。 

卿 等 縫の 巨匠よ、 卿 等 は 藝術を 時と 空間 を超絕 させる、 

卿 等 は 昔 の 祭禮に 命じて 今な ほ 終ら しめない 魔 法師 だ、 

卿 等の 願に よって、 うら 若い 貴婦人 は 口紅 をつ けて ゐる、 

そして 手に した 華奢な 鏡 を 離さない、 

卿 等の 慈悲 は、 若い もの 兩人 のた めへ，.' レ ムを いつも 新鮮に し、 

戀に 春の 木の葉 を 永へ に 落させない。 

アジャン ダ壁 畫題黉 


九 


アジャン ダ壁 晝題瓮  九 二 

0 夭 下に 有名な アジャンタの 洞窟 は總數 二十 九、 なか 五つ は 寺院で 他 は 修道院で ある。 紀元前 

1 世紀 頃から 紀元後 七 世紀 位に 亙って 出来た もの。 第八窟 から 第 十三 窟 までが 最も 古く、 第 

六 窟第七 窟と第 十四 窟 から 第二 十窟 までの 九 洞が 中頃の もので、 その他 十四 は 新しい ものと 

云 は てゐ る。 本 詩に 取扱った 第一 窟の壁 畫は藝 術 的 香氣の 一 番高 いもの だが、 第 七 世紀 初 

頭に 出来た ものら しく 卽ち 新しい 洞窟で ある。 詩に 歌って ある やうに、 本 洞の 作 は 云 はば 風 

^繪鑌 き 物の 一 種で その 表現が 極めて 現實 的で ある。 黑 いお 姫 樣の 行列 や 第一 一 洞窟 畫の 若い 

婦人が 鏡 を 持って 口紅つ けて ゐる 所謂 化粧の 場面の 如き、 一 般 的に 人の 最も 賞美す る 所に な 

つて ゐる。 私 は 詩の 最後に 書いて ゐる へ ー レ ムの 場面 はお 姬樣の 行列の 背後に 描いて ある 圔 

であるが、 いささか 挑發 的の 感 なき 能 はすで ある。 


, . 幽 靈. 窟 

古い 陰鬱 は 裂ける、 

人間の 體 臭が 襲って 來る。 

廻廊に さまよ ふ 冷氣は 退く、 

太陽の 光線が 流れ込む。 

顯 はれたり 裸 形の 男祌 女神、 

雜 然と 圓柱ゃ 壁 を 取卷く  — 

0  0 窟 


九 


躋靈窟 

これ 悲鳴と 爭鬪、 

愛と 惜惡、 

平和と 結婚の 繪卷 物、 

肩と 肩、 手と 手、 胸と 胸、 

絡み合 ひ 鍵れ る、 

こん がらかった 蛇の 塊り、 

野蠻 だが 無邪氣 だ、 

單 純で 殘忍 だ、 

何の 隱す 所な く眞實 だ、 

要するに 性の 一 曲ジ ャズ！ 


九 
四 


何とい ふ 誘惑が 唇と 手の 接觸 にある よ、 

人力 高き に 上らば 誰か 肉體 相互の 親しみ を 輕んじ 得 はう。 - 

われ 茫然 立って 日光の 紛碎 される を 見る、 

歎息の 蠟燭 一 百、 薄明 を 震 はす を 見る。  .、 

誰か この 時 力 ー テン 落ちて 眼前の 圓柱ゃ 壁 を 蔽ふを 願ったら うか。 

私 は 耳に する やうに 覺 える、 ，ー つの 笑、 一 つの 輕蔑、 いな 豫言 者の 聲- 

『汝願 はば 汝の眼 を閉ぢ よ、 

され ど 心に 刻まれた る 歷史に 面し、  へ 

誰かよ く 眼 を閉ぢ 得ん や。 

汝願 はば 汝の 耳を蔽 へ、 •  , 

鹳靈窟 


九 

五 


され ど 心の 壁 龕より リン ガ ム の 呼びかけ るに、 

誰かよ く 耳 を蔽ひ 得ん や。 

人生 を觀 じて 喜劇と し 或は 悲劇と なす も、 

必竟リ ン ガム は その 主人公に て、 

題目， は 「性」 の 一 つ あるの み。』 

ォ 严ガ ン の諧音 朗朗と 洞窟 を 動かし、 

聲を 合せて 自然 崇拜 を稱へ るを覺 える、 

私 は 見る やうに 覺 える、 凡ての 男 神 女祌、 圓 柱と 

飛んで 人生 禮讃を 舞 ふ、 

威容 目 映 ゆき リン ガム をめ ぐり、 


^の 環 限りなく 流れて、 ぐるぐ る 廻る ぐるぐ る 廻る。 


0 本 詩 は ヱ？ フの 洞窟 寺院 カイ ラサ • テン プンを 題材に した もの。 一つの 互 大な岩 を 刻んで 寺 

院の 外壁 を 作り 門 を 作り また 寺院 そのもの を 作る。 寺院の 屋根 も 柱 も 壁 も 土薹石 もみな 一 つ 

の 同じ 岩から 成った もの、 この 位 驚異の 洞窟 は 世界に 比類がない、 人 これ を 見て 啞然 たら ざ 

る はない。 所謂 寺院で なく 彫刻で ある。 本 洞窟 寺院の 本堂と いふべき 一 一階の 廣 間に は 十六 以 

上の 大 石柱が あり、 左右に 張 出した 廻廊に は 隙間な く 彫刻が 施され、 その 主題 はシバ ゃヴヰ 

シ 一一 ュ の 神話で ある。 印度 敎の 根本 信仰 は 自然 崇拜 であって、 本 寺院の 主體も リン ガムで あ 

る。 この 信仰 は 性的 交渉 を 重ん する 結果、 人 を 享樂の 遊戯に 誘 ふとい ふ 非難が ある。 然し そ 

^が 人間 を 超人的 心境にまで 高めるならば、 私共 はこの 信仰に 現實 的な 詩的 一 面の ある こと 

を 思 はねば ならない 0  . 


靈窟 


荒廣 せる 佛院 洞窟  、 

荒廢 せる 佛院 洞窟 

『無』 は 空間と 時 を 抱 合し、 

『無 終』 を 形の 制限す るな く、 

幽霊より もっと 非人情な り單 調な り 

この 光景 ぐら ゐ人を 誑かす ものな く 

人 を 欺く ものな し：： 空虚！ 

沈默！ 荒凉！  . 


變 化の 魔法す ベ て を 失 ひ、 

タイム 

時 は 崩潰して 休止に 入る。  • 

われ 思 ふに、 者 か惡魔 か、 始めて 洞窟 を 掘. CS し 以來、 

一 年の 月日 も經 過せ しに は あらざる ベ しい — 

古い 幽氣 その 力 を 失 はすして、 

圓 形の 隱れ 家に 充ち、 『無』 の カを盡 せり、 

紛 色の 平和 永へ に 流れて、 太陽の 妨 ぐるな し。 

嚴肅 なる 自然の 命 を 無視して、 

、空間 は 『無』 の 掌に 安らかに 動かす、 

自由 は 自ら を 『反響』 に 委ねる。 

荒廢 せる 佛院 洞窟 


九 
九 


荒廢 せる 佛院 洞窟  一 CC 

ああ、 問 ふ も 答へ ざる 陰鬱なる 穴、. 

親交 を 否定す る 『超 絕』 の 表象。  . 

訪問者の 接近 を 同 避して、  . - 

たる 誇りと 無 關心を 示す こと ぞ- 

君 もし 人生の 謎に 答へ よと 問 はば、 —— 

その 應 やる 所、 反響の 唸り 一つ あるの みノ 

非人情に して 冷し。  .  、 

君に 力 あらば、 その 意味 を 知り 得ん も.  .„ 

不幸に して われ は 能 はや。 

0 本 詩もェ ロラの 洞窟 中佛敎 寺院に 屬し、 今 は荒廢 して 洞 中 何物 もな きを 見て 作れる もの 


, 、、 ーノひ ニー  1h 

愛 あれば こそ 一 番 大事な もの を破壤 する、 

そして 汝は 所有の 完全 を說 明す る。 

汝 は破壞 する：： 

殺戮の. 劍は 決して 不親切で ない。 .： 

創造 は 偉大 だが、 破. 壌 はもつ と 偉大 だ、 

灰燼の なかから 新しい 驚異が 飛翔す るで はない か 

シ バ の 三 面 


シ バ の 三 面 

物 を 創造し 直す 機會は うれしい。  . 

破 壞の權 利 は 創造者に 與 へられる、 

創造者 だけが 本當に 破壞の 喜びに 親しむ。 

だが 誰か 創造と 破 壞を繫 ぐ 保存の 德に烕 謝しない であらう 

ああ、 創造 保存 破壞の 三つよ、 汝。 等 は 互に 結び 合 ひ、 

風と なって 宇宙 を 疾走し 永へ に 管 紘樂を 響かせる。 

のぼれ 高く、 山嶽と なって 雲 を 突け、 創造の 力よ、 

われ 等 は 破 壞の鐡 足が 人生 を 震動させる を 知って ゐる。 

違った 形と 装飾 を 持った 二十 六の 圓柱 は、 


〇 

一 ■ 一 


互に 正しく 離れ やって 洞窟 を 支へ る。 - . 

正面 奧の聖 殿に 顯れ給 ふ は、 

トル ム 严チ、 シ 、パ神 三面の 巨像、 

醜の 醜た る 矮小 奴が 側に 主人 を 守護して るる。 

ああ、 昔單 なる 石工が どうして この 巨 作 を 刻んだら うか 

われわれ 近代 人の 夢想 だ もしない 所、 

どんなに 優れた 彫刻家 も 仕遂げる ことの 出來 ない もの だ 

崇拜 未だ 印度の 地を拂 はない がた め、 

それが 生命の 新し さに 榮 える 理由で あらう か。 

洞 中 私の ほか 誰も ゐ ない、 


シ バ の 三 面  6  ,  1 on  , 

タイム 

私の S 音が 沈默を 破って 時に 反響し ノ ， 

、 

人生の 神 藤に 答へ： る やうに 覺 える。 

私の 唇 は 言葉. を 失 ひ、 ， 

自然の 奏でる 永劫の 管 鉉樂に 答へ て、，  、 

ああ、 .た だ 震 へ るの み。 

0 本 詩 は ボンベイ 附近 ヱ レフ ァ ンタ 島の 大 彫刻 シバ 神の 三面 を 歌った 作。 ブラ マ (創造) ヒシ 一一 

ュ (保存) ル ドラ (破 壌) の 三面が 一 つに なって 作られて ゐる。 なかで 破 壌の 面が 表情の 壓カ激 

甚 なる を 以て 最も 有名で ある。 私 は 洞窟の 入口で 跣 足の 印度人が 無器用に 箒 を 動かして 境內 

を 掃 S てゐ るの を 見た、 日本のお 寺の やうに 淸 潔であった。 正面の 敷石 を 歩く こと 二 町、 -1^ 

に 廻る と 石山が 恐し く 大きく 刻まれた 圓 柱で 支へ られる 洞窟に なって ゐる。 まことに 迫力の 

偉大な もので 誰でも 啞然 たらざる を 得ない。 


ガ ン ジ ス 河 

盡 きない 天福の ガン ジス 河よ、 

われ 等 あなたの 寶玉を ffi めて、 死の 唇を淸 める。 

ああ、 大悲大 慈の、 ガン ジス 河よ、 

あなたの 尊い 賦與を 受けて、 われ 等 はと こし へ に 凱歌の 生命 を 唄 ふ。 

あなた は 千 變流轉 すれ ども、 永劫 不死の 表徵 となって 岸邊 をうる ほし 

われ 等 あなたに 觸れて 光明の 世界 を 創造す る。 


力， 

ン 

ジ 

ス 

河 
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ペナ レス に 於け る 作。 ガ ンジ ス河は 水が 恐し く 濁って ゐる。 若し 汚い 揚子江の 水が 支那 を 表 

象す るなら ば、 ガン ジスの 水 も 印度 を 物語る であらう。 曰 本に 『鰯の 頭 も 信心から』 の 言葉 

が あ-つて みれば、 印度人が この 水 を禮拜 する からと て 批評の 權 利がない。 


感覺の 世界 は 消えた： ： 人間 は 永劫の 海 邊に立 つ て、 あらゆる 法 や a 限 

を 忘れ、 ただ 合掌す る こと だけ を 知って ゐる。 

太陽 を禮讃 して、 路 なき 天上 を步 け。 

默想を 水に 送って、 果 しなき 魂の 旅路に 上れ、 

たれが かう い ふ 光景 を豫 知した であらう か。 

川岸に 王樣 達が お造りに なった 御殿が 續き、 鳩 や 11 蝠が 出たり 入ったり し 

ペナ レス 宗敎 風景  _  1〇 七 


ペナ レス 宗敎風 量  1 〇 八 

て、 部屋の 偶像に 止ったり 祭壇の 花 を啄ん だ，.^ して ゐる。 御殿と 御殿と 

の 間に、 寺院の 金ぴか 圓 屋根 や.、 竹の子 形の 塔が 高く 聳えて ゐる。 段段 

を 下りた 水中に は、 片輪の 乞食 や 額に 呪 を 描いた 行者 や、 婆羅門 も不觸 

賤民 もー緖 になって、 太陽 を 見上げて 合掌して ゐ る：： 階級 制度 も、 富 

の 大小 もこ こに はない、 

たれが かう いふ 光景 を豫 知した であらう か。 

川上から 死體の 燃えさし が、 腕 か 足 か は 知らないが、 名のない 小さい た 

ちに 送られ、 順禮 者が 投げた 花を從 へて、 ふわり ふわりと 流れて 來るハ 

ああ、 たれが かう いふ 光景 を豫 期した であらう か。 


0 本 詩 はべ ナ レ ス 河畔の 光景 を 取扱った もの。 河畔の 賑ひは 朝 十 時 頃 一 番 盛んで、 石段から 水 

中に 張 出された 二 間 四方 位の 板の間 は、 その 數 無慮 千に 及ぶ とい ふこと だ。 私 は 驚くべき 群 

衆 ある もの は 水に 入らん としまた ある もの は 水から とらん とし、 ある もの は 水に 濡れた 木棉 

を 竹竿に かけて 乾さん としまた ある もの は默然 合掌して、 呪文 を唱へ てゐ るの を 眺めた。 私 

は 小船に 乘 つて ガ ンジ ス河を さか 上った。 右手に 諸 藩 王國の 王檬が 建てられた 大厦高 摟ゃ寺 

院 のかす かす を 眺め、 左手に 際限な く鑌く 砂山 を 見て、 興味深き を覺 えたが その 理由 は、 一 

は 幾千 年來傳 つた 奇怪な 宗敎心 を 知り 他 は茫漠 として 痛ましい 印度の 自然： ： この 二つの 對 

照に 晴示 があった からで ある。 船 は マ ン カリンカ • ガッ ト といって 竹の子 を 逆さまに いくつ 

も 並べ立て たやうな 印度 敎の 塔が 四つ も 高く 聳えて ゐる 所へ 來た。 その 時 ガンジ ス 風景 は最 

高潮に 達する ので ある。 今 船 は 火葬場の ガッ トの前 を 通.^、 今し も 一 一箇所に 並んで 死 體を燒 

いて ゐ るの を 眺めた。 丸太の 棒が 井桁に 組まれ そこから 灰色の 煙が 立ちのぼって ゐる。 その 

側に 印度人の 群れが 坐ったり 立ったり して ゐ たが、 恐らく 故人の 最後 を 送る 親類 か 友人 達で 

あつたで あらう。 近寄ったならば、 讀經 の聲ゃ 悲しい 泣 聲に私 を 動かす ものが あつたで あら 

う。 船 は 最後の ガッ ト まで 進んだ。 私 は 船 を 離れて 河岸へ 上った。 


ペナ レス 宗敎風 量  .  ー〇 九 


果てしなき 旋 

果てしなき 旅 

岸の 宮殿 や 寺院 は、 

遠い昔に 王樣 達が いた もの：： ， 

戶を 開いて 鳩 や 烏 や 蝙蝠 を迎 へ る 。 

それ 等 は 彫刻に なった 祌樣の 影 を 廻り 

フリ 1- ズを 飾る 石の 花束 を啄 む。 

塔ゃ圓 天井 は 打 上げ. 花火と な つ て、 


空へ 流れて 神樣 へと 急ぐ。  .、 

水邊 の、 ガッ トに 集る 非人、 乞 集、 ある は 塾 者 * 

その 胸に 抱く は 一つの 思想 だ、 一 つの 祈禱 だ：： 

ああ、 手 を あげ、 

神檬を 歎美せ よ。  - 

己が 水上の 影に 告別して、  - 

魂の みぞ 知る 果てしなき 旅に 上れ。 

官能の 世界 は 失 はれた：： 

現實の 知らない 薄明に われ 等 は 立って ゐる。 

われ 等の 義務 は 狼狽と 制限 を 忘れる こと だ、 - 

果てしなき 旅  一 1 i 


果てしなき ：l^、  . 

われ 等の 義務 は 手 を 合 はせ て祈禱 する こと だ。 

われ 等が 足元に 見る 半燒 けの 骨 は、 

寂しい 人の 捧げた 花瓣に 見送られ、  、 

水 を 下って、 『未知』 へと 流れ ゆく。 

0 本 詩 は 前の 作と 同 材料より 成る もの。 英詩 集 『ガ ンジ ス河は 我 

由譯 せる ものな.^。 


水上の 影 


われ 水上 を 見て 疑へ りノ 

裸 體の影 は 幽かに て、 

十字架の 基督の 如く 青白く、  . 

四肢に 灰 を 撒け る蝗の 如くに 痩せた リ。 

われ 影に いふ、 君はヒ マ ラ ャを辭 せる シパ 神に あらや や、 

人！^ なほ 失 はざる を 求めて、  、 


六4 上の 影 


】 一 三 


«< の 門戶を さまよ ふ 聖者に あらざる か。 

われ 今 寂しき 魂の こだます る 所に、 

孤 獨の道 を 求める 人の 歡 喜に 觸れ た， 9: ： 

ああ、 頊事を 捨てて より 深き ものに 替 へよ、 

祈 禱の羽 をのべ 魂の 高き 峰 を 極めよ。 

われ は 所有す る もの 一 つ 一 っ捨 つるの 喜び を 知る、 

われ は 神 藤の 足元に 運ばれる 幸 ひ を 知る。 

われ は 肢體を 木石に 擬 する ものに あらす、 

そ を 奔馬な りと 觀し、 拍車 を かけて 乘り廻 はし、 

香ばしき 曉の 空に 凱歌 を 響かす こと を冀 ふなり。 


本 詩 もべ ナ レス 河畔に 於ての 作。 


上の 影 


五 


グ ムナ河 を 下る  1 1 六 

• ジ厶ナ 河 を 下る 

達しい 船頭 二人 は黑檀 作り、 見る からに 空は黃 一色の 大理石、 刻んだ 驚くべき 浮彫。 

水は數 千年の 平和に はぐくまれ、 大きい 寬 かな 胸を脹 らませ て 馥郁たる 麝香 を 散らし、 愛 

の 一 字 を 確認して ゐる。 

頭 を 上げる と 烏の 群れが 天の 護符と なつ てばら ばら 落ちる。 私 は 自然の 潤澤な 饗宴に 侍つ 

て、 人生の 槪念を 改める 時 だと 思った" 體を 大地に すり 寄せて 微妙な 震動 を 聞け、" テント を 

疊んで この 心の なかに 忍び込め！ 燈火は 燃えて 遠くから 響く 人生の 歌に 音律 を 合せる。 

私 は 今 川岸 を 通、 り 過ぎる。 土手に 一人の 額 を 朱に 染めた 男が ゐる、 まるで 神樣の 足元に 坐 

つた 大きな 蝦 募 だ。 

また 他の 一 人が 絲の やうに 燃れ よれに なった 腰卷 一 つで、 笛 を 吹いて ゐるを 見る。 誰が 彼 

は 笛の 力で 人生の 祌祕を 解かう とする ク リシュ ナ でない と斷定 しょう。 


恰も 矢の やうに 私 を 追って 來る 一艘の 小船が ある。 海賊船 か、 左う でない。. 乞食の 船 だ、 

だが 神聖な 乞食の 船 だ。 船に いくつ も 印度 敎の佛 像を乘 せて、 通行 稅取 立てに やって 來 たの 

. 小さい 人魚が 五六 十もゐ るかと 見れば、 彼等 は 私共の 水へ 投げた 銅錢 集めに 水に 潜る 乞食 

の 小 供 だ。 さあ 投げた、 祈って 投げろ 呪って 投げろ、 君 等の 自由 だ。 呪った 所で 一度 水に 觸 

れ ると、 どんな もので も淨 化して 荒 祌シパ の 御氣に 障らない。  ， 

もっと 君 等 をび つくりさせる やうな 事件が ある。  .  - 

二つの 河の 出 會ふ所 を 見 給へ。 裸體の 軍隊が 合掌の 劍 突き 鐵 砲で、 もの 凄い 肉の 城壁 を 築 

いて ゐる。 

註 本篇 はァラ ハバ I ドに 於ての 作、 ジ ムナ 河の 水上 風景に 拾った 牧穫、 ジ ムナ河 はァラ ハバ I 

ドを 流れる 印度に は 珍ら し い 綺麗な 川で、 こ り邊 りの 風景 は 八 曲 屏風に 描きたい やうな 題材 

になる。 ジム ナ河 をし ばらく 下る と、 川が ガン ジスと 合流す る 所へ 來る。 ここが 大變な 場所 

で、 無數の 印度 敎 徒が 水の なかに 立って 合掌したり 睨 文を唱 へたり して ゐる。 罪業 消滅の 行 

をして ゐ るので ある。 - 

ジ ム ナ河を 下る  1 一七 . 


ジ ムナ河 を 下る  一 - 尸 

ァ ラハバ ー ドは 古代から 印度 敎の 重要 地で、 玄％ 三藏の 西域 記に も 出て ゐる。 降って 十二 

世紀の 初頭、 回敎 徒の 大將ジ ャハブ • ウド 二 アイ ン • ゴ ー が この 地 を 征服し、 十六 世紀の 中 

葉に ァ クバ ー 王が 城 を 作って ゐる。 英國が クライブの 武力で ァラ " バ I ドを 領土に する に 至 

つたの は 、十八 世紀 中葉の ことで ある。 


• 菩提樹 下の 釋迦 

彼 はこの 木 を 求めた ので はない、 その 影に 坐りたい と 思った のでない：： 

彼 はた だ ここへ やって 來て、 そして 坐った。 

彼 は 眼 をつ ぶって、 思 ふ ともなし に、 魂が 始めて 輕る がるして 來 たやう に 

思った：： 苦行の 鞭で 打 たれた 肉の 衰弱 も 蓬え る やうに 覺 えて、 眞理眞 

理と 採し 廻る 騷 ぎから 離れた やうに 感じて.、 

彼 は 樂な氣 持で 魂 を 眺めた、 本當に それが 自分の ものに なった と 思った。 

菩提樹 下の 释迴  1 一九 


菩提樹 下の 釋^  |ご〇 

彼 今う とうとして ゐる。 

一 天 俄かに 曇り 始めた かと 思 ふと 雷 は 火花 を 散、 らした。 風よ 雨 を 乎んで、 

熱い 砂塵 を 捲き 起した。 惡鬼は 魔 軍 を率ゐ て、 一 氣に彼 を 攻め 落さん と 

進んで 來 ると 思 はれ 

だが、 彼 は 安住の 靜 けさに 入って ゐる、 魔 軍 は 近よ る ことが 出來 な、。 

美人の 嬌態 を 肩 や 腰の 動き を 見よ。 身に 纒 つた 薄い 絹 は 淫蕩の 波紋 を 作つ 

てるる。 彼等の 踊る 足拍子 はだら しない。 誘惑の 一 手で 彼の 默想 を亂さ 

として ゐる . ： •  0 

だが、 彼は亂 される には餘 りに 靜か だ。 しばらく 立って、 

彼は默 想から 目覺 めた。  、 


菩提樹に ただ 清らかな 風 だけが 吹 いて ゐる 

彼 は 徐ろに 周圍を 見廻 はした。 . 

彼 の 顏は圓 満具德 の 微光 に すがす が し い 


0 本 詩 は ブダ. ガヤ (佛陀 伽耶) 卽ち 釋迦成 覺の靈 地に 於ての 作。 私 は 十二月 六日 ガヤより 砂塵 

煙りの 酷 S. 廣ぃ道 を 自動車で 走り、 左右に 林立した 椰子 や マ ンゴゥ や 菩提樹 を 眺めて ブダ • 

ガやに I？ つた。 しばらく すると 樹木が 間 ばらにな つて 道の 右手に、 恰も 幅 廣の帶 やうな 小 河 

. が 妙 原 を 流れて ゐるを 見る。 この 河が 卽ち 連禪 河であって、 佛敎 徒の 間に やかましい 存在 

である。 二 千 幾 百年 前 釋迦が どんなに 山間の 苦行 を 積んでも、 成覺に 到達し 得な 、い 煩悶の 餘 

り、 山 を 下りて 體を この 川 水で 洗った さう だが、 その 時分 はもつ と 水量が 多かった かも 知れ 

ない。 簿說に 依る に 彼 は 此處で ウル ヴヱ ラ 村の 地主の 娘ス チウ ー ダ から^ 粥の 供養 を 受けて 

ゐる。 私の 自動車が 坂道に 入った と 思 ふと、 眼前に ぬつ と 聳える E 大な塔 を 見る：： これ 力 

印度 史に 有名な ァソカ 大王が 釋尊 記念の ため 建設した とい ふ 塔な ので ある。 塔 は 俊い 盆地 力 

菩提樹 下の 释^  .  一一 一一 


菩提樹 下の 释逸  一一 一一 一 

ら その 偉容 を そび やかして、 高さ 百 八十 四呎礎 五十 呎角 だとの ことで ある。 ブダ. ガヤ 訪問 

者 は 誰でも 第 一 にこの 塔に 上って 周圍の 光景 を 眺める ので あるが、 所謂 釋 尊の 金剛 寶座は 塔 

の 後に あって、 大きな 菩提樹 を 前にして ゐる。 私 は 緬甸の 佛敎徒 十五 六 名が この 菩提樹の 前 

に 坐って 讀經 して ゐ るの を 見た。 金剛 寶座は 四 五 尺 平方 大の 石で 作られ、 それが 高い 大きな 

四角な 壇上に 置いて ある。 

本書の ロ繪、 野生 司 香 霉氏筆 『菩提樹 下の 釋翁』 參招广 ど 乞 ふ。  . 


昔 二百 呎. の 佛院が 高く 聳え、 通夜 僧 千 人が 讀經に 夜を淸 めた さう だ。 . 

今 は 何物 もない。  , 

ただ 荆ゃ 草の 間に S 蝠が 羽ばたき、 蟋蟀が 途切れ とぎれに 鳴いて ゐる のみ 

、ご 0  . 

頭 や 手 を もがれた 石の 卒塔婆 は 痛ましい. . ： 蓮 命に 碎 かれた 癩病患者の や 

だ。 私 は 鶴り その 間を步 く： ： 釋迦の 古い 智惠の 遺骨 を 集める 幽靈！ 


夜の 佛院 廢墟  一二 0 

少し 離れた 所に 步哨が 並んで 廢墟を 守護して ゐる。 それ は 大きな マン ゴク . 

の 並木 だが、 夜の 煙に 包まれて 幻に 見える。 ああ、 見渡す 限り 一面に 漲 

る幽氣 よ。 

私は數 千年の 彼方から 眩く やうな 低い 聲が 聞え る やうに 覺 える。 

昔 御 全盛 の 時代に は、 黃金 燦爛た る 佛 像が 須彌壇 にお 立ちに なった で あら 

う。 數： 日の 僧侶が 佛 像の 前に 頭 を ー齊に 下げた 時、 背中の 圓ぃ 後光 も 一 

緖 にお 辭儀 をして、 どんなに 見事な 一幅の 繪を 作った であ S う。 私 は 僧 

侶 の 讃歌 合唱が 雲 の やうに 高まり、 須彌 壇の 方へ 流れて 往 くやう に 思つ 

た。 


「ああ 風 や 吹き、 雨 暴る ると も 

われ 等 心に、 法身の 喜 あり、 

默 然として、 

普賢の 智惠 を、 求め 往く • 

ああ 褒めよ 稱 へ よ、 

歸命 頂禮、 わが 淨土、 

われ 等 祈って、 

生死 一 如の、 道に 生きる、 

われ 等觀 じて、 この 世 をば、 

御 法の 靈 地たら しめよ。』 

夜の 佛院 廢墟 


夜の 儺 院廢墟  一二 

私 は 今 空想から 許されて 常の 意識に かへ る-" 

振り向き 後 を 見る。 ダメ— ク塔百 四十 三呎、 天空 を 支へ る 互大な 岩石の 集 

り、 嚴 かに 地上の 廢墟を 見下して ゐるを 知る。 塔 はいふで あらう、 

『歎く 勿れ、 毀れ た 石よ 傷付いた 卒塔婆よ。 過去の 光榮を 悲しむ 勿れ、 僧 

侶の 幽靈 よ、 蟋蟀よ 蝙蝠よ。 世 は 失 はれた のでない、 新しき もの 古き に 

替る。 眞理の 明 法人 生 を 再び 導く であらう。』 

私 は 更に 塔の 彼方 を 見る。 新しき 佛院ム ラガ ンダ • クチ • ビ ハ ラ 胸に 锋火 

を 燃やして、 天上の 星と 美と 壯を爭 ふ を 知る。 

. 註 本 詩はサ ルナ ー トに 於ての 作。 サ ルナ ー トは サンスクリット 語サ ランガ ナ， ー 
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日本で は 鹿野苑と いって ゐる。 ダメ ー ク塔は 『眞理 の 探求』 とい ふ 意味 ださう で、 紀元 四 五 

世紀に 出來 たも Q とされて ゐる。 ムラ ガン ダ. クチ へビ ムラ はセィ ロン 僧故ダ マル パラの 建 

てた 新 佛院、 初 轉法輪 寺と 譯 されて ゐる。  ， 

玄营 一蔵の 鹿野苑 記事の なかに、 佛院 建築 高さ 二百 呎と 出て ゐる。 彼が 印度 を 訪れた 頃 は 

旣 に佛敎 41 に 人った 時代 s、 それに I ら？ ルゃト が 佛敎の 中心として 榮 えて 

ゐ たものと 想像され る e 今 は 詩に 書いた やうに、 全然 廢壚 になって 何物 も 見られない。 ただ 

散らばった 無數の 卒塔婆 ゃ儈 侶の 私窒 らしい 穴な どから 昔 を 想像す るの みで ある。. 佛院の 中 

央御佛 の』 M 乂ち 給. 4 た 場所 だら うと 思 はれる 所に、 ァソカ 王， 記念と して 圓 柱の 毀れ に 鐵柵カ 

廻らして ある。 この 圓柱 のこと も玄 群の 記事に 出て ゐて、 よく 符合す る さう である。 廢墟は 

六十 年 前 頃に 發 掘に 着手せられ、 今に 新しい ものが 掘 出される とい ふこと である。 今 は佛敎 

信者に 對 してば かりで なく、 天下 一般の 興味 を 集め 印度 訪問者に して 誰 一 人サ ルナ- トの廢 

墟を 訪れない もの はない。 私 は當時 ここに 住んで タマル パ ラの新 佛院壁 畫に從 事され てゐた 

野生 司 君の 厄介に なり、 一 週間 をサ ルナ ー トで 費した こと は 私 一生の いい 思 ひ 出で ある。 


1 二 七 

夜の 佛院 疲墟  ,  一一 _ 


傲院 の鐘聲 

佛院 の鐘聲  . 

千年の 沈默を 破り 再び 響き 始める ムラ ガン ダ • クチ • ビ ハラ の 

道 を 失 ひさ まよへ る もの、 來 りて 妙 音の 祝福 を 受けよ。 

叫ぶ を 止めよ、 悲しむ 勿れ、 人生の 遊戯 を 捨てて 信仰 を 求めよ 

鐘 はいふ、 『正 見、 正 思せ よ。』 

鐘 はいふ、 『正 語、 正業せ よ。』. 

鐘 はいふ、 『正 命、 正 動せ よ。』 


鐘 はいふ、 『正 念、 正定 せよ。』 

廢墟 よりたって、 再び 威容 を 正しくす る ムラ ガンダ • クチ っピ ハラの 塔： た 

魂の 國を 求める もの、 來，. ^て その 前に 膝 ま づけ。 

鐘 は 鳴る、 鐘 はいふ、  . 

『無常に 不變を 知り、 轉變に 永劫 を觀ぜ よ。』 

千年の 沈默を 破り、 再び 響き 始める 13 の 音：：  、一 

煩惱を 忘れて 妙 音の 歡喜を 受けよ。 

註 サ ルナ.' トはニ 千 五 百年 前釋尊 時代 に は 日 もな ほ嗜ぃ ジャングルで あつたが、 その 後 佛敎繁 

榮 につれ て 信仰の 中心と なり、 周圍が 開拓され て 立派な 場所に なった ものである。 釋. はブ 

佛 院の鑌 ニー 九 


佛院 の鐘驛  _  j  Ho 

ダ • ガヤの 菩提樹 下で 圓覺 無上の 境地に 入った が、 そ 0 前 彼と 行動 を 共に した 五 人の 比丘が 

あった。 彼等 は 釋迦が 苦行 を 捨てた とい ふ 態度 を 非難し 遠く離れて サ ルナ ー トに來 わ、 依然 

として 林間 生活 を鑌 けて ゐた。 釋迦は 今 成 覺の喜 を 提げ その 法 を 彼等に 分けよう として サル 

ナ. 'トに 彼等 を 追った。 彼等 は 以前の 釋逾と 違って その 眼光に 圓滿具 德の靈 が 輝く の を 見 

て、 前非 を 悔い 合掌 禮拜 して 彼 を 師と迎 へた。 釋迦は 五 人の 弟子 を 得て 始めて 儈團 なる もの 

が 成立し、 その後 五十 年間の 說 法はサ ルナ ー ト から 出 發 して ゐ ると いふので、 この 發祥地 を 

初轉法 輪の 聖地と 呼ぶ ので ある。 それで ダマ ルバ ラの新 佛院も その 名 を 取った もの だ。 


鲞 家 は 語る 

星の 私語に 答へ、 

漫ろに 步く  ：  ：  • 星 は 光る 金剛石、 

身を淸 めて 頭上に 燃える。 

夜 はべ ンガ グ灣の 水より 甘い、 瞹 かい 

その 溜息 は 雲形の 波 を 作る、 

そして 夢 を 硫黄の 潮に 乘 せる。 

. 畫家は 語 る 


靈家は 語る  1 ョ 二 

われ マン ゴクの 奇怪な 小路 を步 き、 

此處に 時 は疲勞 にく づれ ると 觀じ、 

漫ろに 步 く：： され ど 亡命者の 悲しみな きで ない、 

われ 冀ふ、 體 疲れて 樹 下に 横 はる 時、 _ 

印度人の 如く 世界 を 歌 一節と 見做さん こと を。 

漫ろに 步く： ： 流罪 人の 懷鄕 迫れ ど、 

ただ 藝術を 友と して その 聲に 傾聽 する のみ。 

藝 術の 聲ゃ 低く 悲し、 われに 語る、 

『印度 こそ 夢が 化して 眞理 となる 國だ、 

人生の 苛立 や 怒りに 煩 はされ す、 


わが 心 空の 虹と なって 飛び 得る 國 だ。』 

われ 漫ろに 步く、 

夜の 空氣 酒と なって 流れる 所を步 く、 

心 縫の 具と 繪筆 となって、 

ひたすらに 明日の 藝術を 思 ふの み 


註 本 詩はサ ルナ T トに於 K の 作。 野生 司 香 雪 君 を 心に 想像して 書け る もの 


0 


盥家は 翳る  一 三 三 


彼 は 直接の 世界 を 離れて 間接の 世界に 入る やうに 思 ふ。 彼 は 五色 燦然た る 世界 力ら 薄暮の 

世界 こ 入る やうに 思 ふ。 彼 は 銀鼠 色の 雰圍氣 で 包んだ 半透明の 世界へ 遠く 巡禮の 旅に 出て ゐ 

る やうに 思 ふ。 彼 は 人間 生活 を 束縛す る 約束 や 道德を あとに 錢 して 遙 けき 旅を步 いて ゐるゃ 

うに S ふ。 彼に 愛 も 友情 も 飛躍 も 躊躇 も 何物 も 無い 

彼 は 眠って ゐ るので ない、 また 目覺 めても ゐ ない 

彼 は^ 謂 半醉半 民の W 忽境を 彷徨して ゐ るので あらう。 それでも 彼 を 飛び あ 力ら せる ほど 

驚かした 瞬間が あった。 彼 は その 時 體が何 か電氣 にで も觸れ たやう に 思った。 彼 は 目 を 擦つ 

て 周圍を 見廻 はした：： 

眼前 は閽黑 である、 然し この 闇黑が 色の 缺乏 からでな く、 白よりも つと 包 合 的な もの 云 

はば 精神的な 色で ある、 一 種の 豊饒な 色が 五つ も 六つ も 化合して 出來た 不思議な 色で ある。 


彼 はこの 不思議な 闇黑を 通じて 何物 か を 見出さう とした。 

. 彼 は 眼前の 闇黑が 音樂 であるかの やうに 思った。 彼は實 際に それ を 聞く やうに 思って、 夜 

の 甘い 喜ばしい 雰圍氣 を 味って ゐる。  . 

彼 は 今茫漠 として 果てしの ない 有る やうな 無い やうな 世界の 端に 立って ゐ ると 思った。 彼 

はどうして 此處 へやって 來 たかを 知らない、 然し それ はどうで もい い 問題であった、 彼 はこ 

の 時、 遠い昔に 小 說か何 かで 讀んだ ことの ある 言葉 を 思 ひ 出した、 

『一 一つの 世界に 挾まった 海の 岸邊は 長く 續 いて ゐる。 ここで 言葉で 語られな いやうな 不思議 

な 事件が 起った。』 

彼 はこの 事件が 何であった らう かとしき りに 考 へた。 すると 彼 は 誰かが 耳語す る やうに 思 

つた。 

『この 不思議な 事件 は 一 人のお 姬 樣に關 係して ゐる。 ぉ姬 樣は鋦 海の 岸邊 にお 住みに なつ 

て、 寂し さ 無しに 生きて 居られな いお 方であった。』 

彼 は どこ だか 分らない が、 二つの 世界に 挾まった 海の 岸 邊を步 いて ゐる やうに 思った。 


觴 0 驚異 


. 曉 の 驚異 

な 

地上 低く 鈍重な 霧 破れ、 ， 一 

E 大なマ ンゴク の 彼方より 上る 一 

太陽 は 燃える 風船 だ。  一 

ああ、 薄黑ぃ 褐色より 深紅色に 一 

• 變 する 世界よ、  二 

歡 喜に 溢れる 達の 花 だ。 一 


歌に 震へ る 黄金の 鉢 だ。 

見よ、 空中の 瓔珞は 火に 燃える、 _ 

聞け、 自然の 諧音地 を蔽， ふ。  .  , 

われ 示現の 新しき に 驚き、 

禮讃 を目覺 める 鳥に 委ねる、 

鳥よ、 村落 起きよ の 歌 を 奏でよ。 

友よ 來れ、 曉の 驚異 間もなく 消へ、 一 

自然の 額 朱 を 失 ふで あらう。 

だが 露 未だ 花の 唇 を 去らない、」 

空氣は 香ばしく 甘い。 

曉の 驚異  1 三 七 


曉の 驚異  一 三 八 

われ 路傍の 樹 下に 立ち、 

蛇 や IS 螬を 夢に 縛す る 力なく、 .  , 

黎明の 輝き を そのままに 止まらし めざる を 悲しむ。 

註 本 詩 は 印度 大陸 西方への 旅に 上る 時、 サ ルナ ー ト よりべ ナ レスに 向 ふ 途中、 驚くべき 曉の^ 

景を 眺めて 作れる もの。 


月が 出る：： 

光線なる ものより もっと 純なる もの、 もっと 柔， いもので、 樹木 は 包， まれる。 

ああ、 何たる 幻の 存在 だ。 

一 定の 規則 を 知ら やに 繁茂した 樹木 は、 路に 迷った もやもやの 煙の やうに 

盛り 重なって、 有りと も 思 はれない 風に 灰色の 唇 を 動かし、 K 文の 耳語 

を 交 はして ゐる。 


それ は 法 悅の鏡 多に 自ら を 幻 化した ものの 姿 だ。 

それ は 魂 を S 解して、 音樂 のうちに 溶け込んで ゆく 姿 だ。 庭の 芝生に、 烕 

激の血 を 滴らした 赤い 花が 咬いて ゐる。 

花 はし ぼむ こと を 知らない 永劫の 乙女 だ。 

昔の やうに 戀を ささやく 遍歷の 武士が やってく るの を 待って ゐる 乙女 だ。 

註 サ ルナ，.. トに 於ての 作。 


キ ン チ ン ジ ャ ン ガ 

金剛石の 巨大な 三稜 形の 連續、 

むくむ くと 泡立つ 雲、 いな 綿の 海に 半身 を 埋めて ゐる。 

一 

蓬 萊の島 か、 それにして は 恐ろし 過ぎる、 人間の 接近し 難い 千 丈の 絕壁。 

不思議な 靈氣に 包まれ、 金剛石の 光りが 瞬間 每に變 化し 往く。 

神 はか かる 自然の 殿堂 を 我我に 示し 給 ひ、 人間の 恐怖と 感激 をもう 一 度 試 

驗 せんと せられる。 

キンチ ンジ ヤン ガ  一四 


キ ン チン ジ ャンガ  一四 二 

私 は 想像した：： 

この 空中の 防壘 でも、 攀ぢ 登ったならば、 靑靑 した 樹木で 蔽 はれて ゐ るか 

も 知れない。 

熱帶 色で 色取った 鳥 や 蝶 ゃ蟲が 群り 遊んで ゐる かも 知れない。 

山が ここ そこ 竪に 裂けて 水が 瀧 を 作って ゐる かも 知れない。 

魚が 谷に 撗に なったり 仰向けに なったり して 浮いて ゐる かも 知れない。 

また 耳を聳 だてる と、 自然の 音樂 にべ ー ト，、 ヴ ェ ンを 見出す かも 知れない。 

三稷 形の 峰を蔽 つて ゐる雲 も 靄 も、 自然の 塔ゃ圓 天井 を隱 すに 無駄骨折り 

して ゐる かも 知れない。 

ああ、 私共と 違った もっと 氣 高い 人間の 生活が 山に 榮 えて ゐる かも 知れな 


かく 私が 想像して ゐる 間に、 太陽が 西に 沈んで 往く、 

夕 映が 空 を 一面に 眞 赤に する、 雲の 海も眞 赤になる、 金剛石の 山 はもつ と 

莊嚴な 五色に 光って そそり 立って 見える。 

私 は 幾千 羽の 白 や 黑の鳶 が、 風に 亂れる 木の葉の やうに、 山 をめ ぐって 飛 

んでゐ ると 想像す る 

ああ、 神 は 何とい ふ氣 まぐれの 畫家 だ！ 

この K くべ き 眼前の 繪畫 を、 一 二分の 間に 黑く 塗..^ つぶして 仕舞った.：」 

金剛石の 山 は どこへ 涫ぇ たか、 姿が 見えない。 

私の 想像した 絕壁も 音な く、 

キンチ ンジ ヤン ガ  ,  一 


キンチ ンジ ヤン .  1 四 四 


私の 心 は 恐怖と 祈禱 へ と 深まり 往 


0 


0 筆者が ヒマラヤ 見物の ため カル カツ タを あとに ダ I ジ リングへ 向 ひ、 同地の 觀光 ホテル • ェ 

ヴヱ レ ストに 入った の は 十 一 月 二十四日 である。 カル カツ タは 日本の 夏の やうに 暑かった が 

海 拔六千 尺に 近い グ ー ジ リング へ來 ると、 まるで 冬であった。 私 は 部屋に 火 を 焚かせ、 早速 

お湯に 入って 體を溫 めた。 浴後 部屋の 窓から 四十 幾哩 遠方に ある キンチ ンヂャ ンガを 見た 時 

の 感想が、 卽ち本 詩で ある。 


戴 や 樹木が 黑 闇に 包まれる。 時に さらさらと 陰欝な 聲で、 私の 車に 答へ 

る ことがある。 道 は 段段と 嶮 しくなる。 空 一 面に 星の 通夜 僧が ダイヤ モ ン 

ドの眼 を 見開いて ゐる。 

私は曉 の單獨 奇襲に はやる 中 世紀の 騎士 だ。 ， 

私 は 耳 を 西藏の 苦力が うた ふ 唄に 聳 だてる、 薄 氣味惡 い 嗄ら聲 だ、 妖麼 

の 呪文の やうに も 田 I はれて、 浪漫的な 感じが 幽怪 的に なって 來る。 


星 は 白み ゆく 空に 徐徐と 光輝 を 失って 行く。 やがて タイガ— • ヒ 产に着 

いて、 私の 體の强 張りが 解け、 香ばしく 新鮮な 風が 立派な 朝 を 約束して、 

私の 頰を 嘗める。  . 

ああ、 誰が 夜明けが 足元に 渦卷く 雲の 海で 始まる を 知った であらう。 

低い 空の 新月 は 印度 婦人の 肩、 間もなく 消えた が これ も 印度人ら しい、 

男祌 太陽の 出で 給 ふ 時 姿を消す ことが 女性の 嗜 みだ。 

靜寂は 深い。 

一分 過ぎる、 二分 過ぎる、 三分 過ぎる、 今 太陽 は 深紅色の 大圓盤 だ、 血 

汐を 燃やして 雲の 海 を 沸き立た せる。 

. 見よ、 キンチ ンジ ヤン ガ 黄金の 裝ひ、 三稜 形の 聖相！ 何たる 偉容よ、 


誰に も 長い 凝視 は 許されない。 何たる 莊 霰よ， 長く 稱 へる には餘 りに 神聖 

すぎる。 


0 印度 を 訪れ ヒ マ ラャ 見物に グ- ジ リングへ 赴く もの、 七哩の 道程 タイガ ー • ヒル へ 上って 黎 

明の キンチ ンジ ヤン ガを拜 むこと が 慣例に なつ てゐ る。 私の 印度 旅行， 記に かう 逢曰 い て ある。 

『私 は 翌朝 三時 前にた たき 起された。 すっかり 晴れ渡って 星 天に 滿 つと Q 言葉に 幸 先よ しと 

喜び、 顏を 洗って 旣に 卓上に 用意され てゐた 珈琲 一 杯 を 啜る 小さい 麵颜 をかぢ つた。 まった 

. くの 冬支度に 厚い 襟卷 をして ホテ ル の 門 を 出る と、 七 名の 汚い 西藏 人の 荒 くれ 男が 用意 はよ 

しと 私の 出發を 待って ゐた。 六 名 は 私の 人力車 を 曳きニ 名は從 者の 乘る 馬の 手綱 を 取る ため 

である。 人力車の 長い 柄 は 妙な 西藏 語の 合圖 であ げられ、 道 を 左に 取って 坂道 を うん そらう 

ん そらとの ぼり、 それから 右へ 廻り 左へ 廻った かと 思 ふと またもや 左へ と 道 を 取り、 地理 を 

皆目 知らない 上に 僅かな 星 明り を賴 りに 車 を 引 張って 行く の だから、 私 はた だ 最後の 到着 點 

は タイガ ー . ヒルで あると だけし か 知らなかった。 最初の 間 は 道に 電氣が ぼつり ぼつり と點 

黎  明  1 四 七 


- 黎腿  一四 八 

つて をり 人家ら しい 建物の 前 を 通った が、 三 マイル も 行った と 思 はれた 頃から は 道の 兩 側が 

暗い 林で 人夫 達が 歌 ひ 出した 西藏の 唄が、 私 を 慰める より は 寧ろ 薄 氣味惡 からした。 朝と い 

つても まだ 四時に ならない から 眞喑 である、 上り坂の 山道 は 刀と 險 しい、 人力車で 榣られ 

て 行く 七 マイルで あるから なかなか 樂 でない。 私 は 自分 を 達磨の やうに 包んで しまった 毛布 

の 間から、 物凄く 光った 明け方 近い 空の 亂れる 星 を 眺めた。 氣候は 幾度 位 か 知らないが 風 は 

寒かった。 人夫 達 は 同じ 1  一一 曰 葉の 唄 を 不細工な 銅鑼 聲で なんども なんども 繰返した。 そして そ 

の 唄が 途切れた 時、 後から くっついて 來る從 者の 馬が、 山道の 石に あたる 蹄の 音 を 空の 星に 

響かした。』 かくて 私 は タイガ ー • ヒルに 着し、 本 散文詩に 書いて ゐる やうに 莊嚴 無比の 朝 

日を拜 して キンチ ンジ ヤン ガに靈 光の かがやく を 見た ので ある。 


■ ヒ マラ ャのバ ザ— 

鳥の 羽 は 赤と 靑、 .  . *  . 

小さい 象 を緣に 織り こんだ 敷物に 名の 知れない 動物の 毛皮、 

眞 is 細工の 皿 ゃ德利 ... 異檨の 花が 模樣 化され、 綠ゃ 朱の 玉が 嵌 込んで あ 

る、 

蓆の 上に ならべ た 油の あげものに、 食べ られ さう にない 漬物に if つけ、 

安 ものの 香水 や 更紗 や フラン ネ产の 店、 

ヒマラヤの バザ I  一四 九 


ヒマラヤの バ ザ T 

ある は 佛像ゃ 得體の 知れない 置物 を賣 つて ゐる所 も ある。 

レフ チ ヤス、 まパ ス、 X チア ス、 パ "リアス、 チ ペタン ス、 ：ネパ , 

ペン ガル 人に カシミ 1〃 に マ〃 フリ： ： 

私 は 一 點 日本人 を そのな かに 入れた。 

銀細工 屋に 寄り、 腕輪 を 二つ 三つ 土産に 買 はんとす ると、 店の 主人 は 

秤に かけて 値 を 定める。 

私 は 思り た、 

『これ はまる で 草市と 年の市と が 一 緖 になった やう だ.。』 

0 本 詩はダ ー ジ リングの 町 風景の 一。 
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夢の ヒマラヤ 登山 

私 はいつ の 間に やら 森林 地帶を 離れた。 

風は靑 くさい 香氣を 散らして、 麓の 方から 逆に 上へ と 吹き 上って 來る。 

それが 山の 胸に まともに 當 つて、 石 や 岩な どが はね 飛ばされ、 すっと 下の 

谷底へ、 がらがらと 音 をた てて 轉がり 落ちて 行く。 

前 も 後ろ も 分らない 眞暗閽 だ。 

私 は 心の 安定 を 失って 仕舞った。 だが 安定 を 求めよう とさ へ しなければ 

夢の ヒマラヤ 登. W  1 五一 


夢の ヒマラヤ 登山-  1 五 ニー 

自然に それが 自分に かへ つて 來る やうに も 感じた。  一 

私 は 云 ひお くれたが、 今 駕籠に 乘 つて 山 を 登って ゐ るの だが、 駕籠が 北 一 

ると、 私 は 山の 傾斜面 を するすると 滑つ V- 行く やうに、 不思議な 恐怖 を覺 一 

えた。 下の 方 を 見て はいけ ない と 思 ひながら、 こ は ご は 見下す と、 眞黑な 一 

仏 

茫漠たる 荒野が 一面に 擴 がって ゐる らしく 思 はれた。  一 

この %閬 に 私 は、 恐！ S; 心 を 他 へ 紛らさう とする 意識が 働く の だと 感じた 】 

私 は 手 を 駕籠から 外へ さしのべた。 私 は 何ものに も觸れ ない。 眼の 下の 一 

閽黑は 深い、. 私 は それ を 計る ことが 出來 ない。、  1 

ふ 

私 は 頭 を あげて 大きな 空 を 眺めた。 雲を排 して 金剛石の やうに 光り だし 一 

丄 

たもの が ある、 熱 帶の星 だ、 三つ 四つ。  5 


八 人の 駕籠 舁が、 うん そら うん そらと 重重しい 跫音を 響かして、 山の 胸 

に眞 直な 一 文字 を 引いて 登って 行く：： 彼等 は 眞黑閽 でも 物 を はっきり 見 

る 猫 だ、 虎 だ。 

私 は 思った、 

「運命の 惡戯 に出會 つて、 永劫に 空中に ぶらさがり、 私 は 動き 通して るな 

ければ ならない としたら、 ああ、 どうしょ うか。 まるで 祌樣が 蹴上げに な 

つた 燃 絲の鞠 を、 梯子段な しに 取りに 行く やうな もの だ。』 . 

私 はまた 思った、 

『一生に 一 度の こと だ、 狂人の やうな 勇氣を だして 登って 行け。 凱歌 を聲 

高らかに 唄って、 前へ 前へ と 突貫し ろ、 突 賞し ろ。』  - 

夢の ヒマ ラャ 登山  , . .  V  1 ャ 


夢の ヒマラヤ 登. w  -  1 五 四 

ま 頂上に 近づく に從 つて、 道が 緩やかになる やうに 感じた。 然し 塹壤 

みた やうな 所が ここに も そこに もあって、 そのな かから 冷い 風が 吹き 上つ 

て來 て、 私の 骨 を嚼む やうに 覺 えた。 雪が 永劫に 解けない に 相違ない。 

八 人の 駕籠 异は輕 る やかな 足で、 砂利 を 蹴って 進んで 行く。 私 は 恐らく.， 

遠い昔、 山が 噴火で もした 時 吹き あげた 熔岩の 粉で でも あらう かと 想像し 

た。 

私 はもう 山上の 方 を 見たり、 下の 方を考 へたり して はいけ ない と 決心し 

た。 地獄に あると 聞いて ゐる 忘却の 谷の こと を 心に 浮べ た。 

この 瞬間に、 大きな 黄金の 毬が、 遠い 海から 吹き あがった と 思った：： 

月 だ。  ノ 


私 は 月の やうに、 立派に 堂堂と 道の ない 天筌 が步 ける と 思った 


0 本 散文詩 は 表題に うたって あ-る 通り 夢物語で ある。 
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雨の ラク ノウ 

秋雨が 降る、 

歌の 遺產を 心の 酒杯に そそぐ、 

妖魔 は 器用で 愛すべし、 お前 は絲を 総いで ノ』 

銀 針金の 華奢な 籠 を 編む。 

猿 はお 尻と 額 を 赤く 塗る、 

樹 下の 聖者 を氣 取る ぶら 提灯、 


或は 枝から 枝へ と 橋 を かける 虹。 

花 は戀の 格子 戶に より 添って、 ， 

恥づ かし さう に 唇 染めて 物 思 ふ。 

(私の 自動車 は 忍び足で 滑べ る、 

王様のお 庭へ 闖入す る 違犯者。 

『この 町 を 庭園 都市と はよ く 云った』 と 私 は 咬く。) 

樹木 は 一つに 押 合 ひへ し 合 ひ、 

- 深 綠色を 滴らし、. 染物屋の 羨む 所、 ： 

漫漫たる 海 を 地上に 漂 はせ る。 

白づ くめに 身を隱 す回敎 徒の 貴婦人、 

雨の ラク ノウ  - 


3£ 
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雨 のラ. ク ノウ  一 五八 

流し目 を 私に 送る モスク：： 顏廢 的なら ざるに 非ら 中、 

その 繊細 美た る や、，  一 

誘惑に 近い。  、 


0 本 詩の ラタ ノウ は 自然美に 惠 まれた 印度の 都會、 筆者 は 十 一 月末に 訪れた が氣 候が 薄ら さむ 

く 日本 晩秋の 感じであった。 モ スク は回敎 寺院の こと、 七つ 八つあって 中に 犬 イマ ンバ ラと 

稱 する 恐ろしく 大 いのも ある。 この 大禮拜 堂の 中央が 圓 夭 井に なって、 その 周圍に 婦人 席が 

作って ある。 絕對 的に 人に 見られる、 こ： U を 拒んだ 回敎 婦人の 座る 場所 だから 天井に 近い 位置 

に 置いた ので あらう。 私 を ラタ ノウ 見物に 引 張り 廻 はした ラク ノウ 大舉 の敎授 は、 私共が あ 

る 宏大な 建物の 立って ゐる 場所へ 來た 時、 このな かに 立派な へ T レムが あると いった、 そし 

. て かう 續 けた、 『代代 回 敎の王 樣が澤 山の 妾を圍 つて このへ， 1 レムに 置いた のです。 部屋に 

同じ 窓が すらね と 並んで 附 いて ゐ るが、 この 窓 二つで 一, 婦人に 對 する  一 ti 劃に なって ゐ る。』 


自然の 荒荒しい 手の平に のった 眞 珠だノ 

紫色の 秒につつ まれた 寶石 だ、 . 

ま を こす つ た、 私 は 二度 眼 を こすった： *  • この 眞實を 疑った か 

る。 

眼前の 光景 は、 すべて 倦怠の 恍惚に 溶け込んで ゐる。 

思慕の 存在と なって、 人に 記憶へ と 溯らせる。 


光 c  ^ 籃  ニハ 〇 

私 は戰滕 記念 塔に 立って、 一面に 擴 がる 幻の 海 を 越え、 はるかに 聳える 城 

廓 を 眺めて ゐる。  .  . 

私 は 眼 を こすった。 私 は 二度 眼 を こすった：： この 眞實を 疑った からで あ 

る。 

幻の 海に 光って ゐる無 數の燈 火 は、 4s も 昔王檨 に額づ いた 武士の 如し だ。 

光の 伽籃は その 敬意 をよ みして ゐる。 . 

S 本 詩 は 一一 ユウ • デリ I に 於け る 印度 總督 府廳の 夜景 をうた つた 作。 私 は 『印度 は 語る』 と 題 

する 本 中、 一一 ユウ • デリ ー の 項目に かう 書いて ゐる、 『遙 かに 總督 府廳を 臨んで 夕日の なか 

に 悠然た る 姿 を 見せる 戰勝 記念 塔の 前に 立った 時、 印度 特有の 夕 映が 签 を廣く 色取って、 自 

, 分の 顏 さへ 光る かと 感じた。 府廳の 前に 幾 萬 坪と いふ 廣場 があって、 それに 圓を 描いた 自動 


車道が 堂堂と 流れて ゐる。 それに 照らされた 電 燈は遙 かな 總督 府廳の 建物に かがやく 電燈と 

相應 じて、 離れて それ を 眺める と." これ 地上の 光景に あら じの 感が 深かった。』 この 文に 照 

らし 合 はして 本 詩 『光の 伽簦』 を 讀んで 下さい。 


0 火 宗 


拜 火 宗 

光が 生命の 壁 龕に 燃える、 _ 

高野山の 蠟燭が 墓場の 彼方に 燃えて、 

夜 杉の 木に 啤く狐 を 道し るべ する やうに。 

私の 魂は爭 ひに 悶える 時代に 吠える、 

(不 釣合の 存在に 相違ない、) 

そして 光 を めぐる 祌祕へ 自ら を 投げ つける.. 


ハ 

一 


ああ、 生命の 壁 龕に 燃える 光よ、 

あなた は 燃える、 だが 動かない 靜止 する e 

ああ、 靑 白く 氣 高い 光よ、 • 

ぁ^：^たは私を孤獨と祈禱に導く、 ，. 

光 は 微笑み、 私に 話しかける、 

私の 魂 は 生命の 臭 まった 聖 殿に 坐る。 

i, 聖き 光よ、 私 を迎へ 給へ、 

光春の 表徵 よ、 私 は 膝 ま づき あなた を 恐れ 敬 ふ。 

ただ 私が 苑んだ 場合、 私 を 谷 か 森へ 捨てて、 

そして 鷹 か 雀に 食 はせ 給へ、 

拜火宗  -. 


き —翁 


私 は あなたの 助力な しに、 原素に 歸 へらねば ならない。 

ああ、 光よ 火よ、 あなた は 神聖^ ぎて 不潔な 骸 に觸れ ない 

人間 は 血に 汚れ 罪に 腐る、 

あなた は餘 りに 髙賁 過ぎて 私共の 低い 場所へ 腰 を 屈しない。 


0 本 詩 は ボンベイに 於ての 作。 ボンベイの 起原 は 十 I 紀 前に 溯る。 今日の イラン 卽ち ペルシャ 

■ の 住民 パ ー シ ー 族が 回敎 徒の 迫害 を 受け 追 はれて 印度へ 渡り、 西部 各地 を 放浪した 所 グヂャ 

ラッ トの 王樣の 庇護 を 得 始めて 安住の 地 を 見お したのお、 今日の ボンべ ィ である。 彼等の 宗 

敎的 特徵は I に 拜火敎 と 云 はれる 信仰であって、 常に 祭壇の 火 を 絶やす ことなく、 白 擅 を ふ 

んぞん に 焚く  KJ とで ある。 彼等 は 火の 亂用を 恐し く 嫌って、 煙草 を 決して 吹かさない ほど 宗 

敎の 掠に 忠實 である。 彼等 は 火 を 通して 全智 全能の 神に 合 一 する ことが 拜火敎 の 本義で ある。 

それで 死骸 を 始末す るに 當 つても 火葬に せす、 沈默の 塔と 云 はれる 特定の 場所へ 持って行つ 


て宪 鷹に 喰せ る ことにして ゐる。 本 詩 『拜 火宗』 は 彼等の 宗義を 歌って 光 否な 火 を禮讃 した 

ものである。 

沈 默の塔 は マ ラバ ル • ヒルと いふ ボンベイ 隨ー の 住宅 區內 にあって、 バ ッ ク • ペイの 靑ぃ 

水 を 見下す 場所に 作られて ゐる。 塔と いっても 巨大な 曰の やうな 圓 筒形で、 五つ あるが 一番 

大きな の. は周圍 二百 七十 六呎、 壁が 三十 五呎の 高さ、 入口 は五呎 半角の 穴で 地上 を八呎 離れ 

てゐ る。 塔の 中に 三 通りの 段が ぐるりと 出 來てゐ て、 外側に 近いの が 男、 次が 女、 中央の 井 

戶に 接した 段が 子供と いった 工合に 死骸 を 載せる ことにな り、 死骸 は 塔の 壁に 並んで それ を 

待って ゐる宪 鷹が 飛 下りて 来て 始末す る。 沈默の 塔と S ふ 名前 だけ を 聞く と、 人 は 定めて 寂 

寞な所 だら うと 想像す るか も 知れな い が 、 寶際は 綺麗な 樹木 や 花で 飾ら れた小 公園で あ る 。 

なかに 立派な 禮拜 所があって、 白 擅の 香氣 が，！ £ に絕 えまな く 漲り、 白衣の 潜 侶が 聖典 を 読ん 

でゐる 。そして 私が 詩に 書いた やうな 聖火が 永へ に んてゐ る。 . ： ... ,  


離膨の 多難 者 は譖る _  二 ハカ 

彦叢蓄 よ ぼ5 る 

ill  .Bii  0.  さ フニ ィ -f きロ  ノ 

『：K, 閬は學 問 を もの を 知る 道 だとして ゐ るが、 私共から 見る と、 もの を 知れな くす るに 過ぎ 

ない。 人間の 可能性 を 不自然に し臺 なしにして 仕舞 ふ。』 . 

『あなた は 結論 を 示して、 どうして 結論に 達する かの 道程 をお 話しに ならない。』 

『無線電信 にしろ、 人が その 原理 を 知っても、 適當な 器具なければ 役立たない。 器具 を 持た 

ない 人間に、 原理 を說 いた 所で 無用の 沙汰 だ。』  - 

修業 者 は 微笑 を 洩らした、 彼 は 長い 睫毛 を 下へ 落した、 睫毛の 影が 黑 光りす る 顔の 皮膚に 

『人間 は 四角の 紙 をもう 一 つ 上に 置く、 三角の 板 をもう 一枚 重ねる こと，^ 知って ゐる。 だ 力 

立體形 を立體 形の 上に 重ねる、 ピラミッド をもう 一 つ 上に 置く こと を 知らない 私共 は そ， W 

が 立派に 出來 る。 私共 は その 完全 を 期す る ことが 出來 る。』  , 


『學 者の 研究 は、 第 四次元が 存在す る ことになると、 到底 人間が 住めない こと を敎 へる さう 

ではありません か。』 

『でも 私共 は 現に 存在して ゐる ではない か。』 

修業 者 は 更に 言葉 を續 けた、 

『人間の 知識が 完全 だとい ふので ない。 私共 は 知識の 連續 的に 起る 日日の 事件の ため その 進 

路を 邪魔され る。 私共 はま だ それ を 避ける 方法 を 知らない。 人間す ベての 心が 一 つに 流， T -、 

交通 も 藤密も 要しない 日に 到達す るに は、 前途な ほ 遼遠なる ものが ある。 私共の 希望す る 唯 

一 無二の 世界 を 作る に は、 人格と いふ 妨害物 を 捨てる のが 先決問題 だ。』 

a 本篇 はべ ナ レスに 於ての 作。 


慮^る 纖 

生け る 屍. 

旅人 印度の 廣野を 彷徨 ふ を 想像せ よ、 

彼の 心寂し、 歌の 聲曉 の閽を 横切 b. 来る：： 

歌 は 去りし 友達 を 悲しむ が 如く、 

小 供歸ら ざる を 歎く 母の 慟哭、 

戀 裏切られ たる を 難す る 愛人の 悲鳴 * 

女神 カリ ー の 切なる 抗議、 


痛み 深く 柔ぃ クリシュナの 聲。 

我 憂愁 を湛へ て ブラ ッ トフ ォ ー ムを步 く、..」 

蟋蟀の 聲 のみ 我が 步 みに 答へ る。 

我が 心 遠く 故 國に馳 せて 震へ る" 

裸體の 苦力 プ ラッ トフ ォ！ ム に 長な がと 横た はる、 L 

ああ、 戰に 破れた る 負傷 兵の 群よ、 

生ける屍よ、 卿 等 頭 を 分けて 我 を 通らし めよ。 

停車場の 火 幽か 彼方に 燃える ： ： 

亥よ 燈 火よ、 お前 は 力 弱く ただ 喘げ どノ 

我を迎 ふに 春の 挨據を 以てせよ。 

る 屍.  - 


, t  . 

九 


生. ける 屍  一 七 0 

私が ボンベイの 東方 百 六十 一 ー哩の マン マツ ドに 着いた の は 朝 四時 近くであった。 私 はこ こで 

ナイ ザ ム王國 の 私 鐵に乘 りか へて ェ ti ラゃ アジ ャ ング 見物に 向 ふので あった。 本 詩 は 私が マ 

ン マ ッ ド 停車場の ブラ ッ トフ ォ ー ム で經驗 した 光景 を 題材に した もの。 寂しい 田舍の 停車場 

で 薄晴ぃ ブラ； ソ トフ ォ，！ ムに、 幾 十 人と なく 苦力が ごろごろと 寢てゐ るの を 見た 時の 感じ、 

決して 喜ばしい ものでなかった。 ある もの は 物凄く も 見える 黑檁 磨きの 顏を 汚れた 毛布から 

さらけ出し、 ある もの は 煮し めた やうな 黑ぃ 一枚の 木綿に くるまって 打 遣られた 荷物の 如く 

に 見えた ノ私は 印度 到着 以來 しばしば 人から、 印度の 貧乏人 は 道路 を 家と する こと を 聞かさ 

れ たが、 今 目の あたりに この 光景 を 見て、 人間 も 生活 を この 程度にまで 下げる と、 他の 國で 

論ぜられる 生活難な ど は 馬鹿げた 沙汰で あると 感じられた。 知識 を 漁ったり 名譽に 憧れたり 

する 人間 社會 以外に、 印度に はもう 一 つ 違った 社會が あると 思った。 かく 地べたに ごろごろ 

寢てゐ る 印度人 を 眺めて、 彼 に 園 家の 獨 立な どを說 いた 所で 無 役 だと 思 はざる を 得な かつ 

た。 - 


眞 夜中の 散歩 、  , 

甘い 强ぃ 花の香 氣が鼻 を つ く。 

眞晴 でも 何 かしらない 花が 一 面に 疾 いて ゐる ことが 知れる.' 道は廣 いか 

狹 いか 分らない：： 小さい 柔軟で しかもね ばり 強い 蔦の やうな 雜 草が、 兩 

側を蔽 つて ゐる らしい。 

私 は 夢遊病者の 步みを 運んだ。 私の 足 は 子羊の やうに 輕ぃ、 私 は 思った、 

『晴 ぃ眞 夜中に かう いふ 王樣 のお 庭を步 いて ゐ ると、 人間の 本能と か 機智 

眞 夜中の 散步  .  1 七 I 


眞 夜中の 散歩 

一 七 二 

の 適當な 働きな ど 無用の 沙汰 だ。 自分が 今な ほ 人間と して 地球の 一 部に ゐ 

るに 相違ない が、 何だか 人間以上の 存在ら しく 感じられ 一一 

,  バ. •  n し 

鳥が 樹木の なかで 動いて るる、 小さい 聲で つて ゐる。 彼等 は 人間の 突 

入 を 恐れて ゐ るの かも 知れない、 また a と 同じ こと を 思って 獨 語して ゐる 

のか も 知れない。 

e これ は ナグプ I ルと いふ ボンベイ を 東に 百哩程 離れた 中部 印度の 都會に 滞在中、 夜獨 り王漦 

のお 庭 を散步 しての 作。 


の 


間 


感激の 瞬間 


ただものに 一寸 觸れる こと、 指先で 弄って みる こと： に 

長い 一 生 を、 王樣で 通らねば ならなかったら どうしょう。 私 は 一 日中 雲の 

- なか を步 くより、 虹に 立って 一 寸 下界 を 臨んだ 方が 好きだ。 

舌で 一 寸甞 める ： ：  一 

花の香 を 一 寸 かぐ：：  一 

美人の 肌に 一寸 觸れ る：：： 


感激の 瞬間  一七 

一 寸が 嬉しい：：  . 

黃 金の 光が 五體を 射る、 魂の すみ やみまで 感激に 搖れ る。 

池の 水が 太陽に あたって、 金と 銀 を 混ぜた やうな 笑を洩 す。 

蓮の. 花が、 現實と 幻の 交叉 點 から 吹いて 來る 風に 櫟られ て、 譯 解ら 中にば 

つと 開く、 開いた かと 思 ふと、 ばらり と 散って 水に 落ちる：： 

ふわ， CN ふわりと 浮ぶ 

- 一寸の 感激に 醉拂 つたと いふ 形。 

0 本 詩 も ナグブ I ル にある 王樣の 庭園 を 歩いての 作。 


キンチ ンジ ヤンカ 


きお， "お;; 

-  V、 


1 
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四角に 作った 廣ぃ池 だ。 

池に は 水 蓮が いくつ も いて ゐる。 水の 上 を 足の 素敵に 長い 蟲が步 いてる る 

水 ま 黑靑く 瞑想の 表象 そのもの。 太陽の 光線 を 受けて、 香港の 町で 賣 つてる る 薪翠の やう 

に內 部の 魂 を 鈍重な 外皮の 間から 洩らして ゐ る，"  , 

池 を.^.^ く 石造の ベランダ は、 その ぼやつ とした 反射 を 受け、 暗い 陰影 を 深めて ゐる。 ベ 

ランダの 床 は、 古い 昔の 模樣 S でしき つめて ある。 

ベランダの 脇に は、 大きな 正方形の 部屋が いくつ も續 いてる る。 人が そのな かに 入る と 顔 

が焦阵 して 蒼白になる さう だ、 それ は 言葉 を 失って 幻 化する からで ある 

部 II 至の 中央 こ、 二 つづつ、 長方形の 大きな 石が 置いて ある。 そして その上に、 古い 昔の 厚 

；ズっ i) ひ戰： IS がかけ て ある。 織物 は ％ 文模樣 で、 月の 光に 照らされな いと、 その 意味が 明瞭 


にならない とされて ゐる。 

この いくつもの 石 は、 歷 代の 王樣の 墳墓で ある。 

全身 を 白 い 綿布 に 包み、 二つの 大きな 眼 だけ 出して るる 回敎徒 の 女 は、 さ まざ ま の 色 で 转 

いだ 花環 を 手へ 持ち、 忍び足して、 王様の 墳墓 を いて 步く。 

私 は 王様の いづれ もの 名前 も 知らす、 歷史 にも 無關 心で あるが、 ただこの 部屋に 溢れる 陰 

欝 な签氣 のなかに、 白い 白い 手が 私 を 招く やうに 感じて、 回敎 徒の 女に 交って、 王檨の 墳墓 

を覼 いて 步く。  . 

私 はと ある 部屋の 隅、 大きな 大理石の 眉 柱に もたれながら" 古びた 本 を讀ん でゐる 老人 を 

見た。 

彼 は 幾千 年 も 幾 萬 年 も、 生き か はり 死に か はって 遂に 得た と 思 はれる 平 和な 姿 を 持って ゐ 

る。 彼 は 空虚な 頭腦と 疲勞し 切った 肉體 とからの み 得られる 品位と いふ もの を備 へて ゐる。 

私 は 彼に 尋ねた、. 

『何の 本です か。』 

『神樣 の 本です』 と 彼 は 答へ た。：  .， -  


『生命の なかに 生命が ある。 生命の 外に も 生命 を 超越す る もっと 大きな 生命が ある。 すべて 

の 生命の 展密を 掌中に 握って ゐる のが、 祌樣 なの だ。 人間 は 飽満な 生活 を 夢み、 美に 憧れ 眞 

理を摑 まんと して、 祌樣の 祭壇に 跪く。 祌樣の 祭壇に、 二つの 瓶が 置いて ある。 靑 春の 靈酒 

と 老衰の 毒酒 だ。 人間 は 永劫の 歡樂を 望みながら、 間違って、 老衰の 毒酒 を飮 みほして 仕舞 

ふ。 しかし 神様 はた だ 微笑して その 愚 を 取 止めよう とし 給 はない。 神樣は 一向に 無慈悲 だ。 

それ を 非難す る 櫂 利が 人間に ない。』  ：  . 

私 は 池に 咬いて ゐる水 蓮 を 眺める。 ベランダ を靜 かに 步く。 私 は、 靑 春の 酒 か 老衰の 酒 か 

その いづれ を 手に してる るか を 惑 ひ、 また 疑 ふ。 

S 本篇は 印度 高原の 大都市 ハイデ ラバ ッ トに 於ての 作。 題の 場所 は ナイ ザム王 代代 0 墓場で あ 

る が 回敎 寺院 になって ゐる。 門前に 店が すらりと ならんで 神 具を寶 つ た り 花環 を寶 つ た り 線 

香を賣 つたり して ゐる。 

二つの 酒  一七 七 


HI 園 風 量 


田 園 風 景 


牡牛の 育 車が ごと. りごと りと 廻る 

f\ ンの 御者 は 鞭 を 手に した 釋迦、 


車の 上で 胡座 を， 


力 


く 


時には トン、 ガが輕 快に 踊りながら 走る、 

BE につけた 鈴 は 道の パ ン ャ ンを蔽 ふ 霰肅を 破-つて ゆ 

牧童 は 原へ 羊 を 追 ひ 込む、 


七 
八 


原 は 槍 形の リボ ンを つけた 仙人掌で 緣を 取る。 

樹 下に 坐る 人間 は、 行者 か 乞食 か はたまた 愚物 か 

額に 白墨で 幾 筋 も 横線 を 引いて ゐる。 

女 は 半ば 裸體、 黃ゃ 赤の 腰卷 一つ、 

頭に 眞鍮 の壺を 載せて、 

腰 を 振り ふり 輕る やかに 通る。 

腕 や 足の 踵に つけた 銀の 輪が、 」 

ちゃりん ちゃり 乞と 鳴る C 

0 トン ガは 小馬の 二輪 享。 

口 簡風量 


七 
九 


葬式 

紫の 空 を 拂ふ柳 子の 箒 は輕く 動く 

玉の やうに 澄んだ 朝の 签氣 は、 樹木が 亂す 初秋の 香氣に 溢れる。 

私 は、 何もの か 知らないが 求める 所あって、 それが 今にも 得られる 檨に 感じながら、 小さ 

い 湖水の ほとり を步 く。  ■ 

手首 を 指先で. たたく 太鼓の 音が 聞え て來 る。 間もなく、 粗末な 行列が 私の そば を 通る、 ： 

： 葬式 だ。  ■ 

行列の 中心 は、 いふまで もな く 四 人の 男が 擔 架で 蓮んで 行く 死人で 黄色の 更 秒で 蔽 はれ、 

頭の 前に 花が 置かれ、 ぬつ と 食み出た 足の裏 は 紅に 塗られて ゐる  , 

死人 は聲 高く 唄 はれる 吠 陀の聖 句で 送られ、 カグ カツ タを 流れる フ f グリ ー 川へ と 急ぐ 

聖 句の 意味 は 分らない が、 恐らく 『死して 土に 歸 へる 喜び』 を 唄 ふので あらう。 • 


私 は 行列の 見えなくなる まで 見守った： ： 果して これが， 私の 知らす に 求めて ゐ たもので 

あらう か。 

朝 の 空 は 紫色に 澄み渡つ て 香 ばし い。 

0 本篇は カル カツ タ 郊外 散歩に 拾った 詩景。 


0  式 


ゲ， i  1 \ 


『乳 絞りが やって 來 ましたよ』 と 主婦 は 叫んだ 

(二人の 印度，^、 黑檀の 皮膚- 紅の 腰帶、 白の 親 牛と 犢、 三色の いい 取り合せ。) 

『犢 にじ やれて ゐな いと、 乳が 澤 山に 出ない とい ふので すよ。 それで 乳 絞り は 親 牛 だけで は 

來 たこと がありません。 犢 が病氣 にで も かかる と、 可笑しいで すよ、 代用品で すね、 木製の 

犢を 側に 置いて 親 牛 を 騙します の 」  . . . - 

パン ヤンの 樹 蔭が 濃い 後 庭で、 ， 今 親 牛 は犢の 首に 頰づ りして ゐる。 

『ああ、 母性愛 は 麗しい』 と 私 は 叫んだ。 

仕事が 終って 二 疋の牛 は、 日光の ぎらぎら 光る 芝生に 撗 たはり、 役目 を 果たした とい ふ滿 

足に 目 を閉ぢ てるる。 

雀が 一羽 親 牛の 背中に 止った、 それが 瘤から 頭の 方へ ぴょんぴょんと 飛んで、 牛の 目脂 を 


啄み 始める？ 覺め てるる か 眠って ゐ るか 知らないが、 牛 は 鳥に 自由 を 任せて るる。 愛と 慈悲 

の 權化パ 〃パチ 女神の 再來 でも あらう か。 

0 本篇は マドラスに 於ての 作。 牝牛に 對 する 印度人の 尊敬 は 大きい。 祌樣 にまで 高められて、 

彼等 は 動物の 人間 化と いふ 興味 ある 間 題 を 提供す る。 彼等に 野性な 所が 少しもない、 容貌 は 

非常に 穩 和で 上品 だ。 


^物 圜 


鶴 一 番 ひが 村人の 笛に つれて 飛び 跳る、 , 

お喋りの 見物人 は 屋根 上の 烏 だ。 

小 供と 猿 は マ ンゴク の 影 を 遊戯 場に する、 

孔雀 は 洒落者、 紫の 空へ 一帳羅の 着物 を 擴げる 

拒絶の 心配な く、 落 付き 拂 つて、 

牛 や 羊が 人間の 家 を 我物顔に 振舞 ふ。 


太陽 照り 始めて より とんと 變ら ない 世界 だ、 

凡てが 友情と 天の 命令に 服す る 世界 だ、 

鳥と 動物が 人間と. 同じ 言葉 を 話す 世界： •  • 

動物園と 命名して よから う、 

人間 はこの 世界で 勳 物に 招かれた 客 だ。 

r 壁畫 見物の ため ォ.' ランガ バットから アジャン ダへ 至る 一 ハ 十五 哩を 自動車で 走った 途中、 こ 

こに 書いて ある 汚い 村の 光景 を 見た じ 泥 を 固めた に過ぎない 家、 ひどい のになる と枯 枝に 蓮 

1 枚の 屋根と いった 家、 原始的と いふと 詩的に 響く が、 まるで この 邊の 印度人 は 犬 や 豚 一 疋 

と 同じ 地べたの 生活 をして ゐる。 


足 
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跣 足 

印度人 は 跣 足で 步 く。  ■ 

彼等 は 大地の 呼吸 を 聞く、 大地の 香氣を かぐ。 

大地 は 彼等に 『わが 慈悲 は汝を はぐくむ』 と 叫ぶ、 『我より 出で たる 汝は 我に 歸る時 あり』 

と 叫ぶ 『我汝 の 床と なりて 汝の 疲勞を 和らぐ』 と 叫ぶ、 『汝 目覺 める とても 我 を 離る る 勿れ』 

と 叫ぶ。 

印度人 は 跣 足で 步 く。 

印度人 は 大地に 禮讃 して、 蟻と. も 蜘蛛と も甲蟲 とも、 その 席. を 平等に 分ける。 

彼等が 獵 犬の やうに 走る 場合で も、 大地の 平和 を 破らざる 程度に 走る であらう。 

彼等が 死んだ 牛の やうに 横た はる fe^ にで も、 大地の 呼吸 を、 喚く とも 嗅かない ともつ か 


すに 自ら わが 身に 染み ゆく と 思 ふで あらう 


印度人 は 生れて 死ぬ まで、 足 を 洗ら はない。 大地の 泥 や 砂 を 捨てて 仕舞 ふに は 勿； 

ら であらう。 

印度人 は 跣 足で 步く。  ノ 

，  ST 

0 本篇は カル カツ タに 於け る 作。 


跣 


足 


1 八 七 


な 
い 
か 


差 掛け小屋が 二つ、 

この間に 廣ぃ 白壁が 挾まる、 

白壁に 牛 糞の 圑 子が 並ぶ、 

向日葵 行列の 圖案、 

印度 代表的な 村落の 光景。 . 

だが この 光景 を 完成す る に は 


壁の 彼方、 パ ン ヤンの 森から 小 噴 一 曲が 聞え やばなる まい。 

若い 女が. 頭に 眞鍮 の壺を 載せて 顯れ る、.. 

私 は 昔 苦行 疲れの 釋迦に 牛乳 を 捧げ、. . 

行者 達の 禁慾に 疑問符 を 打った スジ ユタの こと を S ふ。 

私 はこの 女が 木の 影に 消え る の を 謹 ん で 見送る 。 

太陽 は 西へ と 沈み 往く。 

そして 私に 路傍の 花 一つ を 遺した、 

花 は 薄暮の 胸に 浮彫り された 赤い 杯。 

r 本 詩 はブタ • ガヤ 附近で 見た 實景。 印度で は 牛 糞 を 燃料と する ので 百姓 は それ を團 子に 作"， 

向  >  蔡  一 八 丸. 


向日葵 

乾す ために 家の 壁へ ぺたぺ たと 面白く 張りつ ける。 


九 

0 


禮拜 する 印度 婦人 


賢き 人 は 語る らく 

『存在』 の， 戶は鐯 びたり、 

開け放ち、 

君の 心に 狂喜の 風 を 吹き 入れよ：： 

>. VV ぐ-  一 、 . ！ I V ヌ-、  r  -f,  t  n 

風に 時代の 塵 を 一掃 させ、 

風に 吹き飛ばされて、 人生 改まる とい ふ 世界の 涯へ • 

賢き 人 は 語る らく 


賢き 人 は 語る らく 

廢 を 見る こと 長き に 過ぎた、 

空虛を 背負 ふこと 長き に 過ぎた。 

君の 眼 は 曇れり、 腰 は 屈せり。 

君の 額 は 歪めり、 顎 は 落ちたり。 

祌の 作れる 最初の 姿に かへ り、 . 

海 を 渡って 驚異 を 漁り、 

山 を 登って 太陽と 語れ。 

鳥 は海圖 なくして 浪を 越え、 

花は敎 へ られ すに 美の 峰 を 極める。 

君 を 肉の 崩壤 たらしめ たる は、 そ も 誰の 手ぞ 


九 
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君 は 知識の 迷宮に 失 はれ、  ■ 

憐れむべし、 墓 掘りに 急に、 遂に 蝙蝠と 蚋の 兄弟と なれり 

知識 官能の 悉く を 捨て、 君 は 羽翼 を輕 快なら しめよ、 

元素に 自ら を解體 して.、 再び 『可能』 を 効果たら しめよ、」 

人生の 制限と 譴責 を離脫 せよ。 

凡ての 個性 を惡 魔の 門に 殘し、 

見えざる 世界 を 叩き、 裸體の 客と して 迎 へられよ。 

かく 賢き 人 はわれに 語れり、 語..^ 終って 微笑めり、 

われ その 時 彼が、 最後 は秘 して 語らざる を 知れり。 

贅き人 は 語る らく 


賢き 人 は 語る らく  • 

しかし 彼 は 指 を あげ、 行くべき 道 を 示す が 如 けん も _ 

われ 未だ 如何に 行く ベ きか を 知らす。 

E 本 詩 はべ ナ レスに 於て 作れる もの。 


瑜 伽の 行者 

瑜 伽の 行者 は 人生の 現實 に觸れ ない、 _  • 

彼 はた だ その 跫音を 聞いて ゐる。 

彼 は 膜 想の 眼 を 開いて、 側に 擴る 庭の 芝生 を 眺め る 

芝生の 花 は、 蕩醉の 法悅を 味って ゐる。 

マ ン .ゴ クは 鷲の やうに 葉 や 枝の 羽翼 を 張り、 .， 

椰子 は 鶴の やうに 首 をのば し、 

瑜 伽の. 行 者 


九 
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洋洋たる 生命に 目覺 めて すべ ての 束縛 を 離れる 

邊 りに 見える 石造の 家 も、 銅像 も 噴水 も、 

互に 頷き 合 ひ 耳語し 合って ゐ ると 思 はれる、 

もとより 普通の 人に は その 言葉が 聞け ない C 

瑜 伽の 行者 は 耳を聳 たてる、 ノ 

國 民會議 派の 大 行列が、 一.  \ 

自由と 獨 立の 旗 を かざし、 

遠方から 進んで 來る その 覚 音が 聞え る . 

芝生の 噴水 は 急に 水 を 高く 吹き あげる、 

水の 虹の やうに 燥 然と かがやく。 . 


幾 十 羽の 鳥 は、 吹き あがる 水の 間 を 飛び 廻る 

瑜 伽の 行者 は 疲れた 足 を もんで ゐる。 


註 本 詩 は 南 印度 チタン バ ラムに 於ての ^ 


瑜 做の 行者 


九 
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印度 は 面白い とい ふと 言葉 は 平凡で 漠然として ゐ るが、 二つの 全 的に 違った 相が あって、 

私に 興味 を與 へる とい ふ 意味 だ。 この 二つの 眺望 は、 月と 鼈 もた だなら ない ほどの 相違で、 

世界の どこへ 行っても 見出す ことの 出來 ない 所で ある。 この 一 つ は、 印度 は 今日で もな ほ 依 

然として 數 千年の 狀態 そのままで、 世界に 取り残された 一 つの 國 として、 見る もの 皆な 私の 

詩に 訴へ すに おかない 點 にある。 

私 は 最近 『ガン ジス 河 はわれ を 呼ぶ』 とい ふ ー卷の 詩集 を 公刊して 三年 前 印度から 受けた 

印象 を 英語に よって 傳 へて ゐる。 私に 取って この 詩集が 大きな 意味が あると する 理由 は、 私 

も ほかの 國の 人間と 同じに、 長い間 詩 を 離れ また 詩から 見離されて ゐ たが、 印度へ 行って 詩 

を 取 返へ し、 私 は やっぱり 詩人で、 自分に 詩の 泉お 全然 枯れて ゐな いこと を確證 したからで 

ある。 印度 行 は 私に 取って、 はしゃぎ 切った 地面 を 潤 ほす 甘露の 慈雨であった。 ，また 蒸し あ 


つ 、. 夏の 濡氣 に活を 入れる 一 陣の冷 風で もあった。 私 は 印度 を步き 廻って 散文的な 現實世 

界を 離れ、 悠悠た る 永劫に 觸れる やうに 感じた 時、 私 は どんなに 古い 昔の ままなる 印度に 感 

魏 した 力 知 わな >>  , 

もま その 頃サレ ナ ー ドに ゐてム ラ、 ガ ンダ クチ たヒ ハ ラと いふ 佛院の 壁畫を 描いて ゐた 野生 

司 香 雪と いふ 畫 家と、 一 緒に 古い 都の ペナ レス を 見物した 時、 畫家は 私に かう いった。 『あな 

たは 玄 # 三藏の 西域 記 をお 讀み になった ことがあります か。 なかに ベ ナ レ ス のこと が 書いて 

あつ て、 今日の 狀態 そのままに 出て 居ります , . ： ぴかぴか光る 眞鍮 細工 を賣っ てゐる 店が、 

軒 を 並べて ゐる など を、 今日の 私共と 同じ やうに、 七 世紀の 支那 人が 眺めた のです ね。 して 

みると 印度 は、 少 くも 千 三百 年と いふ 長い 年月 を經て も、 とんと 變化 をして ゐな いのです。 

千 三百 年 は 愚かお 釋魏檬 の 時代と も、 今日の 印度 はさう 變 つて ゐ ないで せう。 ぉ釋迦 樣はブ 

々 • 、ガヤで 正しい 中道の 悟り を 開きべ ナ レス に 集って ゐた 印度 敎の 行者と 論戰 しに ここに や 

つて 來 ましたが、 今日で もな ほその 當 時と 同じ やうに、 無數の 行者が 、ペナ レスに 集って、 、ガ 

ン ジス の聖 水に 身を淸 め. て嚴行 をして 居ります。 私 はこの 時と 空間 を 無視して ゐる 印度人の 

態度に、 私 も 普通の 批評家の やうに 長所と 短所 を 見ます が、 若し 私が これ を 長所と して 眺め 
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る 場合に、 私 は 彼等の 嚴肅な 偉い 點が あるのに 驚かされます。 哲學を 離れて 印度人な しと さ 

へ 云 はれる くら ゐに、 彼等の 宗敎心 は絕對 的であります。 多くの 人 は、 この 精神的 病毒 を艮 j 

治し 終らない 限り、 印度人に 獨立を 論す る 資格な しと さへ いって ゐ るが、 これ も 確に 本 富の 

ことで せう。 然し 私 は 1： 間 的 現實に 蠢動して ゐる 他の 國人を 以て、 直に 眞實な 人間 だと S ふ 

事が 出來 ません。 印度人 は國 家と いふ 集圑的 組織 を 形作って、 これ を 取扱って ゆく 力 を缺ぃ 

て 居ります。 されば こそ 彼等 は英國 人に 支配され てゐ るので す。 然し 若し 彼等の 希望す る 所 

は 地上 生活の 改善と か强 化と いふ 點 になく、 身 を 永劫に 結びつけて 悠久た る 人生 を 味 ふに 

あると すると、 私 は 彼等の 方が もっと 眞實な 生き方で あると 思 はない 譯に ゆかない。 どうせ 

人間の 生命 は 短い。 詰らない 名譽 とか 財產 とかと いふ ものに、 現實 的な 苦勞 をす るよりか、 

印度 哲學 者の やうに 瑜迦の 精神に 遊んで、 生きながら 永劫に 歸 つた 方が、 遙 かに 本當の 人間 

でないで せう か。』  、 

私 は 香 雪 君と 肩 を 並べて、 ガン ジス 河畔に 立ち、 普通の 言葉で 語る ことが 出來 ない 光景 を 

眺めた。 諸君 は 幾千 人と いふ 人間が、 裸になって 水に 入って るるの を 見た ことがあります か。 - 

私 はこの 驚く ベ き 裸體の 大群 衆 を 眼界に 入れた  幾千 人と いふ 人間が、 汚い 水に つか. 


つ て 手 を 合せて 太陽 を拜 んでゐ るので ある。 また 諸君 は 體に灰 を 塗.？、 顔に 白い 胡 粉で 線 を 

引いたり 朱で 點を 打ったり して ゐる 人間 を 見た ことがあります か。 私はガ ン ジ ス 河畔の ガッ 

トと稱 せられる 所に、 かう いふ 人間と 思 はれない 奇怪な 存在 を 幾 百と なく 見た。 これ 正に 七 

世紀の 昔に 於て、 玄群 三藏が 親しく 眺めた 光景 そのままで あるので ある。 ここに 於て 私 は、 

千年、 二 千年と いふ 年月 は 暦の 上で は 長いが、 印度人に 對 して は それが 餘 りに 無力で ある こ _ 

と を 感じさせられ、 私 は 印度 へ 來て 始めて 永劫と いふ 文字の 意味 を實 際によ つて 理解 させら 

れ たと 覺 えた。 私 は ガン ジス 河畔に 立って、 はるかに 日本 ゃ歐羅 巴の 狀態 を考 へ、 そこに は 

人間が 小さい 權利ゃ 名譽を 主張して、 自分が 作り あげた 現 實に壓 迫され て 吠えたり 喚いたり 

して ゐ るの を 思 ふと、 どんなに 彼等が 展 しく 感じられ たか 知れなかった。 そして 私 は、 今 眼 

前に 見て ゐる 裸の 人間の 方が、 遙 かに 尊敬すべき 人間で あると 思 はざる を 得なかった。 悠悠 

とい ふ 言葉 は、 印度人に 對 して 作った 言葉で あると 思った。  , . 

その 日 私 はべ ナレ スの 印度 大學に 於で、 二 千 人からの 聽 衆に 一 つの 講演 をして、 終って か 

ら 野生 司 君に. 伴 はれ、 彼が 住んで ゐたサ グナ ー ト へと 向った。 サ ルナ ー ト は佛敎 信者に とつ 

て 重要な 場所で ある、 とい ふの は 昔釋迦 がべ ナ レスに 於け る 印度 敎の 行者との 論戰を 終って 
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此處 へ來り 三人の 弟子 を 得て 始めて 佛敎說 法の 道場 を 建てた とい ふ 古蹟で あるから である。 

私 は 前に 香 雪 君が、 ムラ ガン ダ • クチ • ビ ハラの 壁畫を 描いて ゐ たといつ たが、 この 佛院は 

譯 すると 初 轉法輪 寺と いふ 名前になる さう で、 ぉ釋 a 檨の 遺跡 を 記念す るた めに 建立した お 

寺な ので ある。 支那の 玄 群が 七 世紀 時代に ここ を訪 ふた 時には、 佛敎 がま だ繁榮 して ゐた時 

のこと とて、 高さ 二 千 尺からの 立派な 佛院が 天に 聳えて ゐ たさう である。 然るに 今日で は、 

全くの 廢墟 となって 仕舞って、 その 憐れなる 石の 殘骸 を、 私 は 香 雪 君の 家から 大きな マン ゴ 

クの 並木 を 隔てて 眺める ことが 出來 た。 

私の サ〃 ナ. ー トに 於け る 四 五日 間の 滯在 は、 忙しい 旅行 中の 安息 そのもの であって、 私 

の 喜ばしい 思 ひ 出 は 深く 私の 心に 印され てゐ る。 月下の 廢墟は 私の 英詩 一 篇 にもな つて ゐる 

がまる で 手足が 婉ぎ 取れた 天刑病 者に 比較され る やうな 石の 塔が、 無數 にころ がり、 有りし 

昔の 建築物 は 僅かに 殘 つて ゐ る土臺 石から 想像され る だけで ある。. そして これ 等の もの は 皆 

な靜 寂に 包まれ、 この 靜寂を 破る もの は 蟋蟀の 聲 あるの みであった。 私の 足音にば つたり と 

蟲の 一昔が 止んだ 時、 後 を 顧みる と、 群靑 色の 空に ムラ.、 ガン ダ • クチ • ビ ハラの 建物が 夢の や 

うに 浮んで、 私の 滯在を 一ます ると あって 燈 火が 點 ぜられ 煌煌として ゐる。 そして この 建物と 


私の 立って ゐる 所の 中間に、 六 世 記に 釋 尊の 記念と して 作られた とい ふ 高さ 百 四十 三尺の ダ 

メ ー ク， タフ ー と稱 される 石の 巨 塔が、 宛 も黑の 頭巾 を 冠った 巨人の やうな 形で、 私 を 見守 

つて ゐ るので ある。 また 遠く離れて この 廢墟 を取卷 いて ゐる 大きな 樹木 は、 夜の 霧に 包まれ 

て 月下の 守衞 をして ゐる といった 有樣 である。 かう いふ 雰圍氣 のなかで 誰か 詩人たら ざる を 

得ん やで ある。 私 は 香 雪 君の 家に 歸 つた 時、 夢から 覺め たやうな 氣 持で、 畫 室の 椅子に 腰 を 

下した が、 私 は 彼と 夜の 更ける まで 語り 4! つた。 ！ 

本當に 世界の どこ を 尋ねても 印度の 檨に、 人生 を 一 節の 歌と 觀 じさせる 國は 他に 存在して 

ゐ ない。 されば こそ タゴ T 〃の 如き は 甘い 戀 愛の 詩 を 書いて 理想 を說 いて 居られる の だ。 ま 

た ガンジ， I の 如き 實際的 立場に ある 人で も、 政治に 哲學を 交ぜる ことが 出來 るの だ。 私が 野 

生 司 君と 分れる 時 彼 は 私に かう いった。 『私 も 今し ばらく すると 日本へ 歸ら ねばならない。 . 

日本へ 歸 つた 場合 を 想像して 慄然た る ものが あります： ： 展覽會 が ある、 出品し なければ な 

ら ない。 親類の 娘が 結婚す る、 祝 物 を やらねば ならない、 月末になる、 米屋に 支拂 はねば な 

ら ない。 新聞 を 見る、 日ソ 關 係の 惡化を 報じて ゐる。 英國の 東亞の 植民地 化 を攻擊 して ゐる。 

日本 は 支那 を 取って 仕舞へ とつい 强硬 論者の 說が 出て ゐ る：： かう いふ 禍卷 のなかに 飛び込 
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むと、 私共の 精神力 は、 貧乏人の 月賦 拂 ひに 於け る やうに、 月月 削り取られて 小さくな るに 

相違ないで せう。 この 時 私 は、 私が 經驗 した 印度の 生活 を 思 ひかへ して、 どんなに 烕 謝する 

か 知れない であらう と 思 ひます。』 この 言葉 はまこと に 本當の 言葉であった。 私自身 も 今日、 

私の 印度 旅行 を 思って みると、 この 感が 深いので ある。 

私 は それから ァ ラビ ャ 海に 臨んで ゐるボ ゾ ペイに. 至る 間の 都會 とい ふ都會 は、 悉く 訪れて 

西部に 進む につれ てモ ハ メダン 王朝 時代の 遺跡 を 眺め、 その 全盛時代の 如何に 豪奢 を 極めた 

ものだった か を 想像した。 私が 前にい つた やうに、 七 世紀 時代に 支那の 玄群三 藏がサ ダナ ー 

トに 於て 見た とい ふ 大きな 佛院 も、 東歐羅 巴から 印度に 侵入した モ ハ メダンの ために、 破壞 

された もの だが、 彼等 は その 替 りに 大理石の 殿堂 をい くつ も 立派に 建てて ゐ る：： アグラに 

於け るタデ • マ 、ノ  V か 世界最大 建築の 一 である ことに 誰も 異論 を はさむ ことが 出來 ない。 ま 

た 同じ 所に あるお 城 や ァグパ ー 王の 廟を 訪れ、 人な き 周圍の 寂し さに 擊 たれて、 歴史の 語る 

榮枯 盛衰に 感慨無量なる ものが あった。 今日の 印度 は デリ I- を 首府と して 英國 の王樣 は昔モ 

、ノ  メダ ンの 王檨が 作った お 城で その 戴冠式 を あげられ たさう だが、 これ は 宛 も 他の 鳥が 作つ 

た巢を 自分の ものと して 潜り込む 鳥の やうな 所業で ある。 總 じて 英國の 印度に 於け る 遣り口 


は、 體面も 人情 もな く、 算盤 勘定 一 つに 終始して ゐる。 英國に 取って 度 は、 確に 寶の 倉で 

あるので ある。 印度 は 正確な 人口 調べが あつたと も 聞いて ゐ ないから、 その 人口が どれ だけ 

だか 知れない だら うが、 假に三 億 五 千 萬 人 だとして、 一人が 年に 三圓 だけ 英國 から 物 を 買 ふ 

としても、 年の 總 額が 十億 五 千萬圓 となって 英 國の懷 中に 流れ込む ことになる。 私共 日本人 

の 持って ゐる 小さな 大福帳に は、 書き あげられな いくら ゐの 額な ので ある。 

私 は ボンベイから デッ カンの 高原 を横斷 して、 再びべ ン、 ガ〃 灣へ歸 り、 印度 を 南下して 歸 

路 へと 着いた。 そして 私 は 各地で、 日本で 見る 月な ど は その 足 もとに よれない くら ゐ 立派な 

お 月樣を 眺めた。 熱帶 地方の 月と いふ もの は、 所謂 光線なる ものより もっと 純な、 そして 柔 

い 光り を 持って ゐる やうに 思った。 全く それ を 幻の 存在 だとしても 過言で ないで あらう。 そ 

れから 私が 各地で 見た 樹木 だが、 これが また 素敵に 大きな 存在 だ。 一定の 規則 を 知らす に 育 

つたと いふ 感じで ある。 日本に 竹 藪が あって 一 本 一 本と 槍の やうに 延びて ゐ るが、 槪 して 印 

度の 樹木 は 横に 擴 つて ゐ るので、 竹で も 一 本の もの は 全然 無い といって いいくら ゐで、 一 つ 

の 株から 無數の 竹が 繁茂して 一 株 だけで 大きな 藪 を 作って ゐる といっても 過言で ない。 月光 

の もとに この 熱 帶國の 樹木 を 見る 場合ぐ らゐ 人に 異樣な 印象 を與 へる もの はない。 それ 等 は 
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たち 上る こと を 知らない 煙が" もやもやと 盛り 重って、 吹き もしない 風に 灰色の 唇 を 動かし 

てゐる やうに 見え、 又 互に ％ 文の やうな 奇語を 交 はして ゐる らしく も 感じられる、 全く 法悅 

のうちに 自ら を 幻 化した ものの 姿 だ。 魂 を音樂 のうちに 溶け込まして 行く ものの 姿 だ。 私の 

印度へ 行った の は 冬期であった が、 それでも 日本の 盛夏の やうに 暑く、 どこの 家の 芝生に 

も、 感激の 血潮 を 盛った やうな 赤い 色が 咬き 亂れ て、 それ 等 はし ぼむ こと を 知らない 乙女に 

も 比較され る。 日本 は 自然に 惠 まれて ゐ ると 云 はれる が、 私 は 印度へ 行って、 自然の 生生 多 

產 とい ふこと を 本當に 見せられた。 私 は熱帶 地方の 自然が、 如何に その 生 力が 饒多 であるか 

を 見て 驚かされた。  , 

私 は マ ドラ ス に滯 在中、 人に 伴 はれて 郊外の アド ャ ー とい ふ 所に ある 恐し く 大きな パ ン ャ 

ンを 見物に いった ことがある。 パン ヤン は 榕樹と 邦譯 されて ゐる 木で、 臺灣 などに も ある 木 

だから 私共に も 珍ら しく はない。 然し アド ャ ー の 楮樹は 世界中 最大の 木 だと 云 はれる ほど あ 

つて、 千 坪ぐ らゐの 地面 を蔽 つて ゐる らしく 思 はれる。 親株 はもと より 大きい が、 枝が 垂れ 

さがって 根 を 持ち それが また 出店の 子株 を 作る といった やうな 工合に、 株の 數 はいくつ あつ 

たか 知らないが 幹 は 宛も大 建築の 圓 柱の 如くに 林立して、 その 靑ぃ 葉が 雲の やうに 集って 巨 


大な傘 を 作って ゐる。 かう いふ 人 を 仰天させる 木 は、 熱 帶國の 印度 を 除いて 他に は 見出され 

ないで あらう。 私 はこの 驚くべき 樹木に 接して、 日本に 於て 植木屋が 木に 鉄 を 入れて 形 を 作 

らうと する 仕事 を 嘲笑すべし だと 思った。 日本の 盆栽 は 名物の 一 つに なって ゐる かも 知らな 

いが、 これな ども 大きな 印度の 自然 を 見た 後で は、 まるで 子供の 玩具と しか 思 はれない。 日 

本の 諸 物 は 小さい：： 物質的で あると 精神的で あると を 問 はす、 皆な 小さい。 小さい 容積に 

大きな 意味 を 盛る といって、 ぉ國 自慢 をす るの もよ からう が、 私 は 日本の 靑年 諸君に さ しづ 

め 印度へ 行って 如何に 自然が 大きい か を 知れと 云 ひたいの である。 

, 印度に 於て は 他の いづれ の國に 於て よりも 樹木と 人間 生活との 關 係が 切っても 切れない、. 

印度で は その 文化 は 林 中に 生れる とさへ 云 はれて ゐる。 熱帶國 のこと とて、 樹木の 蔭ぐ らゐ 

懷し くも 喜ばしい もの はない。 樹 蔭の もとに 坐って ゐ ると、 印度人で なくても 誰でも 現實を 

離れて、 思想に 法悅の 世界 を 求める やうになる。 若し 印度人が 哲學 的で ある ことが 間違って 

ゐ ないならば、 それ は 樹木との 關係 がさう させた ので あらう。 また 私 は， ぅ考 へる ことがあ 

る：： 印度の 自然 は 人間が 愛撫す る對照 物と して は 大き 過ぎる。 ヒ マラ ャは 世界の 屋根 だと 

云 はれ、 デ ツカンの 高原 は 特急の 汽車で 二十 四時 間 以上 走らない と、 模斷 が出來 ない。 この 
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大きな 自然に 對 して、 人間 は 征服 愁も 祧戰も 遊戯す る こと も出來 ない。 それに 雇 迫され ると、 

人間 は 自ら 柔順なら ざる を 得ない、 それで 印度人 は柔艇 である、 骨無しの 人間 だと 思 はれる 

•  くら ゐに柔 W である。 

私 は 最初に 印度に 全然 違った 二つの 相が あって 私の 奥 味 を そそる といった。 その 一 つ は 上 

記の 通りで 他の 一 つ は、 私が 普通人と して 印度の 現 實的狀 態 を 眺め、 知識階級の 人人が 獨立 

と 自由 を 確保 せんとして 戰 つて ゐる實 際 をい ふので ある。 知識階級 といった 所で、 全人 口の 

上から 見る と、 ほんの 少數 に過ぎない であらう。 然し 千 人に 一人 あっても 五十 萬 人となり 一 

萬 人に 一人と すると 五 萬 知識人が 居る 事になる。 これ 等の 人人 は 英語の 敎育を 受け、 世界の 

事情に 明かる く、 自ら を 顧みて 英國 治下の 奴 隸狀態 を 恥お、 どうしても 獨立 しなければ なら 

ない と 決、，？ して ゐる。 私 は 印度に 對 する 實際 方面に 關 する 豫備 知識な くして 印度 を 訪れた。 

然し 間もなく、 私 は英國 の屬領 となって ゐる 州の 數は 十八で、 その 政治 機關が 今日 所謂 印度 

國 民會議 派の 闘士の 漸次に 確保して ゆく 勢力の ために、 英國の 意の ままに ならない こと を 知 

つた。 これ 等の 鬪士 はこと 每に英 國に楣 を 突かん とする 氣勢を 示して ゐる。 然るに 他方に 三 

百有餘 の王國 なる ものが あって、 槪 して 老翁な 英國 のために 去勢され、 全 的な 獨立 運動の 邪 


魔 をして 統 一 完成の 妨害物と なって ゐる。 それで これ 等の 王 國に新 機運 を 作り 精神的の 箒で 

大掃除 をし なければ ならない ことになる。 

註 本篇 以下 第二 第三と も 過去 三年 間 書いて 報知 や 東京 朝日に 褐 載した もの。  . 


印度 展望 第 1  、  二 1 1 


印度 展望 第二 


印度 展望 第一 一 

私 は 南部 印度の アン ナ マ ライ 大學 で、 トラ ビディ アン 型と いはれ る 印度人の 典型的な もの 

を 見た。 朝、 部屋の 窓に 立って 外の 道路 を 眺めて ゐ ると、 赤 木綿 四 五 尺 を に卷、 ただけ， で 

裸 體の女 三人が、 頭に 重い 荷物 を かるがると 載せて、 腰 を 振り ふり 通って 行った ので ある： 

：: その 姿勢の 正しくて、 肉附 きの 肥沃な こと、 色は艷 布巾 を かけた 黑檀の やうに 黑 光りし 

，て、 皮膚の 滑 かさ、 肉感的で は あるが、 その 純 性 は 動物に 近いと 思った。 頭に もの を 載せて 

ゐる せいか、 體の 上部 は 動かす に 腰 だけ 左右に ゆれる リズミカルな 動作、 この 時，， < ま 自分が 

畫家 でない のを殘 念に 思った。 そして 私 は マドラス 出 發以來 旅した 南部 各地の 印度 V ま、 R 

t てこの トラ ビディ アン 型で あるのに 氣が ついた。. 

私 は 印度に 色の 白い 女が 居る と、 人に 語って 不思議が らした。 暑い 氣 候と 黑ぃ 血が 交って 

るるせ ゐで、 西洋の 女の やうに， 澄んだ 所がない やう だが、 實 際に 西洋の 婦人 以上に 麗し、 女、 


が少 くない。 先年 日本へ また 植物 學者ネ ，1 卩 君の 夫ム， も その 一人で、 私の 、ボンベイ 滯 在中、 

詩人 ナイ ヅク 夫人が 私の ために 催した 茶話 會に 集まった 女 連 は、 かう いった 白色の 美人 揃 ひ 

であった。 私 は 始めて 力 产 カツ タで 人から、 ボ ン ベ ィには 美人が 多い こと を 聞いた が、 實際 

に 彼等 を 見て 直ぐに これが^ ンド • ュ1«- ビアン 型に 屬し、 パ ー シ ー といって ベ ルシャ 人の 

血統 を ひいて ゐる こと を 頷いた。 彼等 を 南 印度の トラ ビディ アン 型に 比べ たなら 何とい ふ 相 

逢で あらう。 皮膚の 色 こそ 淺黑 いが、 骨格の 上から 見る とタゴ ー だな ども、 歐羅 巴人 型の • 

人で、 私 は 旅行 中に 會 つた 指導 的 地位の 人人の なかに、 かう いふ 種類の 人が 多い こと を 知つ 

た。 私 は 印度の 回敎 徒に 特別の 知人 を 持たない が、 恐らく 印度の 政治 を 動かして ゐる 回敎聯 

盟の 首領 連 はみ なィ ンド • ュ ー !1 ビア ン型 であらう と 想像す る。 

私 は 野生 司畫 伯が 印度で 描いた 『菩提樹 下の 釋迦』 を 家の 應接 間に かけて ゐる。 釋 迦が樹 

下の 石 上に 靜 坐して 悟入して ゐ る傳統 的構圖 では あるが、 その 風貌が 在來の ものと は 違って 

タゴ ー グの 若かった 時代 を 思 はせ る やうに 描いて ある。 私 はま だ 野生 司 君に、 作品の 根據を 

どこに 求めて かう いふ 顔 を 描い たかを 問 ふたことがない。 しかし 釋 通の 死後 長い間、 彼 を 記 

念す るに、 ダゴ X とい はれる 石の 塔婆な ど を 作って 彫像 や 繪畫を 使はなかった こと は、 印度 
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の 美術史 を讀ん だものなら、 誰でも 知って ゐる。 ブタ • ガヤの 靈 地に 於け る 外 霧の 石柱 を 飾 

る圖 案に 見る やうに、 ァソカ 王の 時代に なって 釋迦の 一生が 傳說 化され、 それ を 形で 目に 見 

える. やうに 示す ことにな， つた。 然し 佛敎 がー 部 は ビルマ、 また 一部 は 南へ マドラス を 下って 

セィ ンへ擴 つて、 そこで 釋 逢が トラ ビディ ァ ン 型の 風貌 を 表示され る やうに なった もので 

あらう。 また 北方へ 擴 つて 行った 佛敎 は、 チベット を經て 支那に 入り 更に 進んで 朝鮮 日本へ 

と 入った が、 ここで は 福 德圓滿 な 顔の 唐 式 風貌が 釋 迦に與 へられ、 違った トラ デシ ヨン を 作 

るに 至って ゐる。 然し 實 際の 釋迦 は、 野生 司 君が 想像した やうな 風貌の 持主ではなかった ら 

うかと 思 はれて ならない。 何しろ 釋迦は 紀元前 六 世紀 中葉に 生れた 人で あり、 その 時代に 印 

度が どうい ふ接觸 を歐羅 巴に 持った かな どと いふ こと は、 もとより 學問 のない 私な どの 知る 

所でない。 

私が 前にい つた 二つの 種族 型 は、 印度に おける 大きな もの だが、 この 外に モン ゴリ ヤン 刑 土 

があって、 古い 昔から これ 等 三つの 種族が 入り 交り 血 を 分け合って、 今日の 印度 國民四 億 を 

構成して ゐる。 上陸の 當 初にお いて は、 私な ど 誰 を 見ても 同じ やうに 思 はれた が、 しばらく 

過ぎる と 印度人が それぞれ 違った 骨格 や 風貌 を 持って ゐて、 多種多様の 姿 を 生み だして ゐる 


のに 驚かされた。 しかし 色が 黑 からう が 白から うが" 骨格が どう あらう が， 今日 印度人と い 

ふ 名の もとに 大きな 人間の 集團を 作って、 支那 人と 同じ やうに 世界の 大 問題と なって ゐ るの 

である。 

日本の 尺度で は 律 しられない 種族の、 込み入って ゐる と共に、 印度 は社會 生活に も 文化に も 

恐し く複雜 だ。 また 貧富の 懸隔の 甚 しいに 至って は、 まったく 人 を啞然 たらしめ る。 大理石 

の 高樓に 住み 寶 石に 埋まって ゐる 富豪が 一方に あれば、 他方に 家な く襌ー つの 裸體を 大根の 

やうに 鋪 道に 横た へる 貧民が ゐる。 そして 世界に 覇を稱 へて ゐる學 者が 澤山ゐ るが、 かう い 

ふ 偉い人 人 は、 自分の 名前 も 書け ない 半 S1 人と 隣り合って 住んで ゐる。 

印度人の 慈悲心と いふ こと は、 善く 語られて ゐる所 だが、 私共の 想像され ない 襄 忍な 行 爲 

が 行 はれて ゐ ると 聞いて ゐる。 印度の 二 大宗 敎は 回敎と 印度 敎 であるが、 外に 數 へきれ ない 

ほど 雜 多の 信仰が あって、 これが 理解の 出來 ない 習慣 を 生み だし、 宗敎の 軋 櫟は人 を 騙し 合 

ひ、 遂に は 流血の 慘狀 さへ 演 する ことが 珍しくな いとい ふこと だ。 かく 印度 は どの 局面 を眺 

めても 雜然 たる こと、 なほ 紙屑籠の 如しであって、 この 不統一の 狀 態が やがて は 印度人 氣質 

なる もの を 作る に 至って ゐ る。 
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私の 友人 は 評して 『印度 は餘 りに 極端 だ 無 節制 だ』 といって、 私に もっとも だと 思 はせ た 

ことがある。 天下に 有名な ガンジ， I の 政治的 主張に も、 また タゴ I， の 藝術的 理想に も、 さ 

ういった 所が 多分に ある リ 然し 世界 觀 といった やうな ものが、 全土 を あげて 一般的であって、 

私共 をして 印度 を 神秘 國視 させす に 置かない。 社會 的に 見て 印度 は、 その 整理が 一番 後れて 

ゐる國 である。 政治的に 見て、 國 家の 解決が つきさう にない 國 である こと は、 諸君の 先刻 御 

承知の こと だ。  、 

私 は 今 序に 實 際の 經驗 から、 貧富の 懸隔が 印度に どんなに 酷い か をお 話す る。 私 は カレ ノカ 

ッ タ 上陸 後 間もなく 印度 有數の 一富 豪 を 知った。 彼 は 人から 宮殿と 呼ばれる 耶 宅に 住んで、 

言葉 通り 長者の 生活 を營 んでゐ る。 印度 敎徒 であるが、 生れ 故鄕の 印度に 亡びて 仕舞った 佛 

敎が、 日本で 繁榮 して ゐる實 際に 鑑み、 印度に これ を 蘇生させる ことが 國家 復活の. 一手 段 だ 

と 信じて ゐる。 そして 彼 は カレ ノ カツ タに日 達 宗のー 佛院を 建立した。 私 は 一日 彼の 招待 を受 

けて その 邸宅に 入り、 立派な 敷物で 飾った いくつかの 部屋 を 左右に 眺めて、 大理石の 廣ぃ通 

路を 過ぎて グュ ランダに 出る と、 肢ぃ ほど 燦爛たる 朝の 太陽 は、 庭の 芝生に 咬いた 眞 赤な 花 ■ 

を 照らして ゐた。 主人の 長者 は 私の 訪問 を 名 譽にほ 心って、 歡迎 のかす かす を 盛り、 特に 腕力 


の 恐し い 巨大 漢を 呼んで 置き、 太い 鐡の棒 を 飴の やうに 掬ら せたり など させて 見せて くれた。 

そして 數日後 私が 力 K カツ タを辭 する 前夜であった。 彼 は 供の もの 兩 三人 を つれて 私 を 訪れ、 

些細な 餞別 だが 受けて くれと いって、 大きな 貝殼の 上に 積み上げた 英國の 金貨 五十 餘膀 と、 

本 金の 糸で 織った 艷麗 無比の サリ ー とい はれる 婦人服の 反物 を 私に さし 出した。 私 は 一 生 未 

だかって いうい ふ 接待 を 受けた ことがない ので、 一 時 はどうしょう かと まご ついた。 ^--w 

凝」 まか/つて^ 禮 であらう と 思って、 彼の 錢別を 受け、 まことに いい 氣 持ちに なって 印度の 

大都 會を辭 した。 

r..- はこれ よりべ ナ レス、 ァ ラハパ -I ドを經 て、 日本の 京都に も 比ぶべき 典雅な 都會 ラクノ 

ゥを 訪れ、 印度の 國際 的に 有名な 經濟學 者 を案內 人と して 町 を 見物した" 彼 は 『いつまでも 

解決され ないか も 知れない 最も 痛ましい 大 問題』 の實 物見 本 を 見せる といって、 私 を 郊外の 

貧民窟へ 連れていった。 この 日 は 珍しく 細かい 雨が 降り、 濛濛と 立ち こめた 陰 儀な 空氣 が、 

眼前に 見る 憐れな 光景 を 一 層に 憐れな ものにした。 泥 を 不細工に こねて 作った 小屋に 床な ど 

はない。 子供 も 老爺 も 砂の 地べたに ごろごろして、 牛 や 犬と 同居して ゐる。 かう いふ 階級の 

人間 は 牛より 値が 安いと いふから、 彼等 は 動物の 厄介に なって ゐる といった 有樣 だった。 案 
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內人は 私に 『これで も 大道に 寢て夜 を 明かす より 增 しご j といつ こ。 

. 私 は 百 二十日の 間、 前記 二つの 場面、 富と 貧と が 互 違 ひに 出て 來る 光景 を 眺めて、 廣袤ー 

百 八十 五 萬 平方 哩の 大陸 を 見物して 步 いた。 ：： 實に 大陸 だ。 この 大陸 は 北 は 高い 山で 圍ま 

れ南は 印度洋へ 突き出て、 アラビア海と ベン ガ, 海の 間に 模 たはって ゐる。 

ヒマラヤ山脈 は、 横に 千 五 百 哩の壘 壁 を 築いて、 熱帶的 豪華 逸樂な 印度の 自然 を あざ笑つ 

てゐ るの 烕が ある。 これ はもと より 驚歎に 値する 現象に 相違ない が、 地質 學 的に 見る と、 そ 

の發 成年 齢が デ ツカン 高原に 比して、 はるかに 若い とい ふこと である。 

デ ツカン は廣漠 たる 南部 ー帶を 支配す る大 高原で、 ァラ ビヤ 海と ベン ガ, 灣を 東西 こ擁ノ 

てるる。 西海岸に 傾斜して 森林 繁茂して 野獸が 横行し 原始的 蠻 民が 住んで、 クエスタ— ン • 

ガットと 呼ばれて るる。 それより 南下して マラ パ— 海岸；^ いはれ る 地帶に 入る と、 ここ は 昔 

から 歐洲 人力 移住し 今日に 至って ゐる ところで、 水に こと 缺 かないので 印度の 最も 幸福な 地 

區 とされ、 波靜 かに 椰子の 影が 微風に 搖 れてゐ る。  ， 

然し 私共が この 西海岸に 與味を 寄せる の は、 ボンベイよ りさう 遠くない ところに、 ェでフ 

の 洞窟 寺院と いふ- 玄武 石の 山 そのものが 切り刻まれて、 巨大な 彫刻 藝術 として 現 はれて る 


プレタ シァス • ベリ アド 

るからで ある。 地質 學 者の 說を 聞く に、 白 堊 期の 末つ方、 これ は 幾年 前 だか 知らないが 

恐し く 大昔の ことで あらう、 デッ カン 北西 一 帶が大 噴火して、 玄武 石の 集積 を 降らし 地層 を 

蔽 つて 仕舞った さう で、 これ を 剥んだ のがすな はち ェ "ラの 洞窟 寺院で、 今日な ほ 彫刻 當時 

の 姿で ゐ るの を 見ても、 どんなに 玄武 石に 耐久力が あるかが 知れる。 それから デ ツカンの 東- 

海岸の 方に も、  ェ fl ラの それらに 匹敵す る 巨大な 岩の 彫 剥 寺院が 各地に 存在して ゐる。 トリ 

チノ。 ホ リ ー の 寺院 は. IBS 岸 中で 最も 代表的な もので、 その 規模の 雄大に して 仕事に 手の 込ん 

だ こと は、 今日の 人間が 到底 夢想 だ もす る ことが 出來 ない。 實に 昔の 印度人 は 偉大であった。 

彼等 は 驚く ベ き 夢 を か. くも 立派に 實際 化して ゐる。 

私はボ ン ベ ィ から 汽車で マドラス へ 赴く ため、 、デッ 力 ン大 高原 を橫 行して、 この 時の 荒凉. 

たる 感じ を 英詩に 歌って、 英詩 集 『ガン ジス 河 はわれ を 呼ぶ』 のなかに 納めて ゐる。 、デッ 力 

ンの 中央に ハイダラ パッドと いふ 都會 があって、 ここに この 地の 國 王が 住ま はれ、 國王は 世 

界 第一の 金持ち だとい はれる。 

私 は ォスマ 一一 ァ大學 といった 最高 學府で 講演す るた め ハイダラ パッド 入，.^ をした ので、 ハ 

ィ ダリと いふの は總理 大臣 格の 偉い 役人 だが、 私 を 旅館に 訪れて 吳れ た。 私 は 翌日 答 禮の意 
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味で、 ハイ ダリ を 私邸に たづね ると、 彼 は 夫人 や 娘さん を 呼びお 茶 を 出して、 私 を 親切に 歡 

待した。 私 は應接 間の 窓越しに、 この 家の 庭が 眞 赤な つくね 芋 を 並べた やうな 恰好の 石で 塞 

がって ゐ るの を 見て 『大雅 堂 や 浦 上玉 堂の やうな 南畫 家が 見たら、 どんなに 喜ぶ だら う』 と 

思った。 ハイ ダリ は 私に、 『古い 古い 昔の 地層が 結晶し、 もとの まま 地上に 露出して ゐ るの 

た』 といって 印度が 日本な どより どんなに 古い 年齢の 國 であるか を考 へさせた。 そして 彼 

は 印度に は、 世界中で 一番 古い 山の 地層が あって、 ラ デブ タナ における クダ イブ ー产 の 寺院 

は それ を 刻んだ もの だと 語った。 また 彼 は 靈廟タ デ， マ ハ レノを 作った 材料の 白色 大理石 も、 

ラ デブ タナ から 切り出し たもので その. 地方へ 行く とそれ が どの位 あるか 知れない といった。 

私 はいろ いろと 語り合 ひ、 彼が r 要するに 印度人の 生活 は、 水の 問題 一 つに かかって ゐる』 

といった 時、 私 は 彼の 家を辭 した。 

私 は 前に 水が あるので、 マラ パ ー 海岸 を 幸福な 地區 だとい つたが、 デッ カン 高原 一 帶の主 

民 は 使用の 水が 乏しい のでい つも 生活 を 脅かされて ゐる。 勿論 水 は 印度 全部の 大 問題で、 井 

戶を 掘って 水脈に ほりあてた 場合、 それが どんなに 大きい 財產 だか 知れない >。 春の 終りから 

太陽が 火の やうに 照り 始め、 地面 は 龜の甲 維と 割れて 来て、 まったく 沙漠 化する の感が ある 


が、 その 寺 雨期に 入って 人民が ほっとす る こと を 思 ふと、 印度で も 人間が どうにか 生きて 行 

ける と 思 はざる を 得ない。 それで どこへ 行っても、 大きな 水槽が 作って あって、 雨 をた める 

やうに なって ゐる。 また それが どの 寺院へ 行っても 出 东てゐ るが、 體を淸 める ためだけ でな 

い。 水位 ありがた いもの はない。 それで ガン ジス 河の 流域 だけに、 一億 五 千 萬の 人間が 住ん 

でゐ る。 . 

仏 は 印度 旅行 を 終り、 セィ ン 島へ 渡る 手前の 一 休みに、 汽車 を マ ジ ュ ラで 降り、 莊大な 

この 地の 印度 敎 寺院 を 見物した。 ホテルがない ので、 停車場の 二階に 設けて ある レスト •  、ノ 

ウスの 厄ャ になり、 夕食後、 部屋に ついた 大きい ベランダに 出て 横にな つて ゐ ると、 胡散臭 

ぃ吁 商人が やって 來て、 竹の I 爪の なかから 檬檨 のがら くた を 見せて、 私に 買って 吳れ とせが 

んだ。 なかに 玩具 じみて はゐ たが、 靑 銅で 作った ハ ヌ マ ンと いふ 猿の 祌樣の あるの を 見て、 

1 は マドラス で 象の 顏 をして ゐるガ ネ シ ャの像 を 買 ひそ びれ たから、 その 替り にと 思って 

若干 値切って ハ ヌ マ ンを 買った。 、ノ ヌ マ ンと いひ、 、ガ ネシャ とい ひ、 日本のお 狐 ゃ大黑 天の 

やうに、 その 印度 敎徒 間の 人氣は なかなか 高い。 ハ ヌ マ ンは獨 身 者の 純 性 を 唄 はれ、 ガネシ 

ャは 智慧と 富の 附與 者であって、 偉い シパ 神の 枠と なって ゐる。 ハ ヌ マ ン もまた. 誰か 尊敬す 
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べき 神樣の 分れで あらう。 私 は 特に 印度 敎の 祌樣を 研究して ゐ ないから、 その 數が どれ だけ 

ナカ.^ ら ない 紫し ガネシ ャゃハ ヌ マ ンの やうに、 いろいろ 小さい 祌樣も 重要な 限ら Co: 祌 

檨の 嫡子で なければ、 恐らく 私生子で あらう。 

印度 敎の 最大なる 神樣 は、 、グ イシ 一 一 ュ邦譯 して 偏 照 天、 その 祌 力が. 全 宇宙 を 貫く とされて 

ゐる。 マドラス 博物館 所 藏の靑 銅像 は、 頭に 王冠 を 戴き、 四 本の 腕で 世界 を 1 擁する 全智 全 

能の 姿に 出 來てゐ る。 印度 最大 叙. 事 詩と されて ゐる マ 、ノ パ ラタに ラ マ ャナの 主人公、 ク リシ 

ュ ナとラ マの 二人 は、 何れも グ イシ- 1 ュの 化身と されて ゐる。 印度 敎徒 一般に ク リシ ュ ナに 

對 する 尊敬と 愛着 は 非常な ものであって、 私 は 各地に おいて この 祌樣が 横笛 を 吹いて ゐられ 

る 畫像を 見た。  . 

ボンベイに 近-い ェ レフ アン タ 島に、 シパ祌 の 三面と 稱 せられる 巨大な 彫像が あって、 創造 

と 破壞と 保存の 三 大意 味 を 一 體で表 はして ゐ るので 有名で ある。 また この 祌檨、 譯 して 大自 

在天で あるが、 男根 を 以て その 表象と せられ、 道學 者の 俗論から すると 下等 かも 知れ.、 ふ、 メ 

宇宙 は 生殖 を 生命と する こと を 道破して るる。 牡牛が シパ 祌の從 者で あるので、 印度人の 牛 

に對 する 尊敬 は 驚くべき ものである。 一般に 信じられ 所に よるに、 この 神 檨は數 千年間 ヒマ 


ラャの カイ ラサ 山に 瞧想 されて ゐ たが、 人間の 形 を 借りて 今な ほ 行者と なって 全國を 遍歷し 

て ゐられ る。 

印度人 は 世界 無比の 宗敎 狂であって、 宗敎拔 きにして 一 日 も 生きられない 人間 だ。 彼等の 

シパ 1,^,- 拜ま、 行者 を 以て 最高の 理想と させる に 至った。 私 は 印度 を 旅行し、 特にべ ナ レス 

や ァラハ パッドの ごとき 印度 敎 都市に おいて、 數 へきれ ない 無数の 一行 者 を 見たり 彼等 は裸體 

に 灰 を. 塗り、 髮に櫛 を あてす、 自らに 苦行の 鞭 を 加へ て、 食 を 他人に 頼って 生きて ゐる。 思 

ふに 昔の 釋 a も 行者であった。 紀元前 三 世紀の 偉大 王 ァソカ も 行者であった。 然して 今日の 

ガンジ.！ も 矢張り この 行者で ある。 また 獨善的 理想の 點 から 見て タゴ ー， も 近代 型の 行者で 

あると していい。 行者に して 偉ければ 偉い ほど、 時と 空間 を超絕 して 現實を 離れ 理想に 生き 

る。 .e^ 等 は 人との 接觸を 嫌って、. 自我の 發 見に のみ 全力 を 集中す る。 もし かう いふ 行者に 對 

する 傳統的 信仰が、 今日の 印度人に 生きる としたならば、 有力な 集團的 遂行 力なく... -て 解決 

されない 現實 問題に 當 つて、 彼等 は 不適 當な國 民で はなから うか。 私 は 彼等の 獨立 問題に 對 

して 疑 ひなき を 得ない と 思 ふの は、 彼等の 偉大 性 は 他に あると 信す るからで ある。 . 

队ュ 史家から 印度人が 歷史を 持たない こと を 聞かされて ゐる。 昔 釋魏が 集圑 生活 を唱 へ、 
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ァソカ 王が 佛敎 により 國 家の 統 一 を 計られた 時、 印度に 始めて 印度人の 歷史が 始まった が、 

時經 て回敎 徒の 侵略と なり、 英國が 次に 支配す るに 至って 印度 はもと に 房ら す、 主人で 主.,. 

でない 狀 態に 置かれた。 今日の 獨立 運動 は、 現 實に目 覺め新 敎育を 受けた 新ら しい 印度人の 

蓮 動であって、 數 千年 以來、 本當に 始めて 自國の 歷史を 自分 等の 手で 書き出す こと だから、 

容易な 事業で ない こと はもと よりだ。 

ズ" カツ タ 博物館 へ 行く と、 入口に ァソカ 王 建立 圓 柱の 頭 飾と 三 疋の狮 子が 組合され た 彫 

刻- (本物 はサ ルナ I ト にあって これ は寫 し) とが 置いて あって、 訪問者 を迎 へる。 ガン ダラ 

式佛像 彫刻と いって、 衣裳 づけの 線が 平行に 幾 筋 も 流れる リズ ミ カルな 手法 を特徵 とした も 

のが 百點も 一二 室 を 塞いで、 偉い こと だと 驚きの 聲を 人に 叫ばせる。 これ 等の 作品 は、 ァ 

レキ 1 サン ダ ー 大王の 印度 侵略が、 どんなに 亂 暴であった にしても、 かう いふ ヘレ II ック • ィ 

ンデ アン 藝 術と 稱せ られる もの を 作った こと を 物語って ゐる。 何しろ 日本で い へば 紀元前の 

こと だから、 恐し く 古い こと だ。 

次の もっと 大きな 侵 略史 は、 矢張り ァ レキ サン ダ I と 同じく 北西の 國境 山嶽 を 突破して、 

印度へ 乘 込んだ 回敎 徒が 書いた もので、 時代 はすつ と 下って、 紀元 ノー  千年 頃から is まって ゐ 


る。 然し その 印度 支配 權が全 的に 確立され たの は、 ァ クバ ー 大王の 時で、 この 王檨は 偉い 武 

將 であると 共に、 政治家であった から、 細心の 注意 を拂 つて 印度人の 懷柔に 努力して ゐる。 

ァグ ラに そのまま 殘 つて ゐる 莊大な 王のお 城 を 見物す ると、 そこに 印度人のお 部屋 樣を迎 へ 

られて 住ま はせられ た 座敷な どが ある。 征服者の 回 敎徒は 手當り 次第、 各地の 寺院 を 無残に 

も打壞 してない ものにし、 佛敎 を. 根 こそぎ にして 仕舞った が、 この 殘虐な 行 爲に對 して、 印 

度 人 自身 はさ ほど 悲しく 思はなかった であらう。 印度 敎 徒から 見る と、 佛敎は 自分 共から 分 

離した ものに 過ぎない。 また 佛敎 徒の 集圑 生活 は、 全然 自分 共の 主義で ない と 思った であら 

う。 印度 敎徒、 すな はち 印度人の 如何と もしが たい 性質 は 個人主義であって、 人間と して は 

强 いに 相違ない が、 國家を 形成す るに 最も 重要な カを缺 いて ゐる。 この 點 において、 私 は 彼 

等 は 支那の 漢民族に よく 似て ゐ ると • 思 ふ。 今回の 支那 事 變に當 つて、 印度人の 支那に 對 する 

同情 はいろ いろの 理由から であらう が、 この 點 からで も解釋 がっくと 思 ふ。 

私 は 再び 外國 人の 印度 侵略に 戾 るが、 回敎徒 のみでな く、 昔 は希臘 人から 今の 英國 人に 至 

るまで、 みな 前記 印度人の 弱點 につけ 込んで、 國土を 征服した ものである- 希臘人 ほどで な 

くと も、 回 敎徒は 一 面に 旺盛な 藝術 心が あって、 ァクパ ー 王 以後の 王檨、 特に シャ • ジャ ハ 
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U1 0i ぶ， fJ 一- 1.H ズ 二  J  1 , 

ノの ごとき は、 白色 大理石の 靈廟气 t マ ハ レノ において、 モ ハ メダン • ぺ レノ シャン f  I 

型との 中間 を 行く 一  雲 S 築 上に 生み出して t。 然し 今 曰、 

人から 見る と、 私共 霊 零」 の 靈廟 に 捧げる ほどの 霞 を 持ち 得ないで あらう と 想像；： れ 

る。 in 被 征服者の 地位に あるが、 零 は 征服者であった ものの 子孫 

二  it ケき 二.'、  12 丄 .Fm こおいても、 一つに なって 動け ない ことの 理由 は 

である 回敎 徒と 印度 敎 徒と 力 獨立 ^o^sl^i,.^ し- IV  , 

】 ； ま； よ 分る やうに 思 は-^ る 

所で 今 曰の 支配者、 英國 であるが、 その 印度に 對 する 目的 は、 拷 取の 一 つに 限られ、 政治 

上と 雷 上と で 印 f  ，あげ、 身動きの 出 f ぃ狀 態に S けにした。 as 

どう 手際よ 4 るかに s 努力して、 英國人 は 印度人と 協力して、 英印兩 國の特 

S 文化 を 作 5 ど SI なく、 印度人 をき QI の奴舊 態に 置きたい として 今日に 


つて ゐる 


怫 陀 禮 拜 


猫額大の 小さい 國に 生れた 日本人 は、 始めて 印度 を 見て、 その 茫漠たる 國 土の 外貌に 啞然 

たる ものが ある。 満目 荒凉の 一 語に 盡 きる。 日本人 本來の 自然 愛 は 茫然自失して 仕舞 ふ。 少 

くも その 根抵は 覆へ される。  . 

船が ラ ン グ ー ンを 後に するとべ ン、 ガ グ灣の 水 は 層 一 層に 紫色 を增 し、 地中海の 水し か 知ら 

なかった 畫 家の マ ネ ー は 不幸だった とも 思 ふ。 この 水色に 驚く ベ き 魅力の ある を 認める が、 

船が だんだん 力 グ カツ タに 近づく に從 つて その 水 は 生氣を 失って 灰色に なって 來る。 そして 

左右に、 水面から 露出す る 鯨の 背中の やうな 荒らび； 4 皮膚の 陸 土 を 見る が、 そこに 無意味に 

背の 延びた 椰子が なんの 計畫も 整理 もな く雜 然と 不規律に 立って ゐる  これ は その後 私 

の 見た 修行者の 裸體姿 そのまま だ。  ，  , 

椰子 は 日本の 海岸線の 松の やうに 私に 挨拶して 吳れ ない、 手招きして 吳れ ない、 こちら か 
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ら 愛の 持って行き やうがない 形 だ。 まことに 荒凉 たる もの だ。 印度の 海岸線 は 日本人の 計算 

でま數 へ き，？^ ない ほどの 哩數 であらう が この 荒凉 たる こと は どこ を 見ても 同じ だ。 

私 は 上陸 以來カ 〃カツ タょり デリ ー を 經てボ ン ペイへ、 それより マ ドラ ス へと 汽車 旅行 を 

續 けて その 哩數 四千 五六 百哩に 及んで ゐ るの を 見ても、 印度と いふ 國の 龙大 なる 面積 は 想像 

されよう。 然し 最初 身に 染みた 荒 凉の烕 じ は、 國內の 自然に 接しても 遂に 取 去る ことが 出來 

なかった の は、 多少の 相違 こそ あれ その 根 抵に撗 たはる 動かし難い 寂し さは 同じであった か 

ら である。 この 印度の 寂漠 なる もの  自然ば かりで なく 人事から も 受ける 感じ だが、 一 

般 的に いふと 熱 帶諸國 共通の もので、 西洋 を 支配し 動かして ゐる 心理より 遠く 離れ 時に 或は 

挑戰的 姿勢に さへ 出づる もの、 六ケ 敷く いふと 時と 空間 を超絕 して 永劫 を 表象して ゐる" 若 

し 印度が 他の 熱帶 國と異 つて ゐる點 が あると すると、 それ は 國を擧 つてより 以上に 宗敎 的で 

ある 所に 見出される。 人間が 恐し く 威力の ある 自然に 壓 迫され ると、 身 魂 共に 挫け 痛んで た 、 

だ從 順に 隱れ ざる を 得ない。 從順 は宗敎 の母體 で、 印度人の 宗敎 的なる は 自ら 然 らしめ た 所 

> 一。 

今日 ガンジ ー の 無抵抗主義と 云 ひタゴ ー 产の 愛と 云 ひ、 等しく 印度に 取って は 極めて 當然 


の 主張で ある。 實際的 力の 薄い 點 では 弱い 主張 だが、 精神的に 見る と" 最も 强ぃ 永劫 性 を 持 

つと 云 へ る。 この 主張の 信者 達 は 絕對の 境地に 立って、 氣 高い 心 構へ と 誇りと に 満ちて ゐる。 

然し 印度の 自然から 受ける と 同じ やうに 荒凉 たる 寂し さ 無き を 得ない。 

私 は 印度人の 從僕を つれて ボ ン ベ ィを 立ち、 一 路デッ カンの 大 高原 を 横切って マドラスへ 

向った が、 この 荒凉 たる 感じ は 終生 忘れる i とが 出來 まい。 サクザ ン • パシフ キクで ァリゾ 

ナの 沙漠 を 走った 時の 感じな ど 比較に ならない。 冬であった からさう 酷い 苦痛 を覺 えな かつ 

たと しても、 天 を 墨 塗る 砂塵が 濛濛 として 捲く 間 を、 餘り 綺麗で もない 大きな 列車が 突貫の 

軍隊の やうに 疾走す る。 窓から 左右に 見える の はた だ、 恰も 日向ぼっこして ゐる 河馬の やう 

な 砂に 埋まった 仙人掌の みで 大地 は 大蛇の 腹の やうに 波打って ゐる。 そして この 上に ばらり. 

と 撒いた 村の 人家 も 砂 だらけで 白い 齒で荒 凉を嚙 みながら 土に 嚙み ついて ゐる やう だ：： 印 

度 人の 齒は みんな 白い。 私は此 時？ - ンド ンのピ 力 デリ や 二 ュ ー ョ —クの 第五 街 を 心に 浮べ、 

何とい ふ 恐し い 自然 かなと 戰慄 いた。 近代 文化の 所產 たる 集圑 生活 を 幾 百 萬 里 も 離れた 光景 

である。 

熱帶國 のこと であるから 樹木の 蔭ぐ らゐ懷 しく 嬉しい もの はない。 昔から 思想 を 追った 哲 
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人達 は 林 中に 坐 を 求めて、 瞑目 沈思して 時と 空間の 束縛 を離脫 して 來 た、， ^ 印度人の 精神的 偉 

大性 はこの 傳統に 胚胎して、 その 樹木に 對 する 敬虔の 念 慮 は 私共 日本人の それに 近い。 私 は 

一 講演 中に、 日本に 紙の 御幣 や 注 連の 張った 神木が あると いふ こと を 語って 聽衆を 喜ばした 

ことがある。 げ にや 大きな 菩提樹 や マン ゴクの 木 は 印度の 誇りで ある 國 土の 装飾.. である。 私 

はヒ マ ラャの 山中に どんな 樹木が 密生して ゐ るか 知らないが、. 私が 旅行した 場所の 多くに、 

自然の 伽藍と も 云 ふべ き 巨大な 樹木が 林立して ゐ るの を 眺めた： ：タゴ ー , の學 園で も釋迦 

の靈 地で ある ブダ • ガヤで もサ ルナ ー ト でも タデの 靈廟の 所在地なる アグラで も、 今 曰 名所 

古蹟と して 知られて ゐる 所に は、 莊嚴 無比の 並木路が あって その 接近 を 神神しく して ゐ るの 

を 見る と 最初の 設計者 は 叙智の 人で あつたに 相違ない。 

ぞの 光景 を 思 ふと 日光の 杉並木な ど 殆ど 兒戲に 類して ゐる。 日本の やうな 狹 小な 國 なれば 

こそ 高く 伸びて 太陽 を拜 する 必要 も あるが、 廣ぃ 廣ぃ國 であるから 横へ 思 ふ 存分に 擴 がって 

ゐる。 一本の 木 だけで も 森の やうな 威嚴を 供へ てゐ る。 海岸線の 椰子が、 ガン ジス 河畔に 見る 

裸體の 修行者 なれば、 これ 等の 菩提樹 や マ ンゴク は 瞑想の 哲人と いった 形で ある。 若し それ 

晴ぃ晚 や 幽かな 月明りに それ 等 を 眺めたならば、 誰か 靈氣の 身に 迫る を 感じない ものが あら 


かう 書いて 來て 私が 誤って 人に、 印度 は 未開 國だ といった やうな 印象 を與 へたならば、 そ 

れは 私の 本意で ない。 全面 積が 二百 萬 平方 哩に 近いと あるから 今日の 支那より 廣く、 人口が 

四 億 ださう で 日本の 四 倍 だ。 一 つの 國 でなくて 一 つの 大陸 だ。 從 つて 人種 も ざつ と 大別し 

て 三つに 成る さう だが、 それが 分れたり 入り 交ったり した もの を 勘定す ると 驚く ほどの 數 

に 上る。 言葉 も それに 準じて それぞれ 違って ゐる。 行かない 以前 私 は 印度人 は 黒檀の やうに 

黑ぃ 人間とば かり 思って ゐ たが、 實 際に 當 つて 見る と、 黑 いに は 相違なくても、 その 黒色に 

變 おが あり、 また 人の 骨^ や 態度 も 恐し く 違って ゐ るのに 驚いた。 力〃 カツ タを 中心とす 

るべ ンガ 产 州から 北へ かけて、 タゴ ー 产の 風貌の やうに 鼻 目の 秀でた 西洋人 型の 上級 ノ 力い 

くら も 居る。 前 國民會 議長の ネ ー A の 如き も寫眞 だけ を 見る とその 色が 見えない から まる 

で 西洋人と しか 思 はれない。 一般に 北方 人 は 議論 好きで 聰明で 頭が よい。 それに 比して 南方 

人は氣 質が 圓く穩 かで、 ドラ ビディ アン • タイプと いって 繪に 描いた 達磨の やうな 人間が 多 

、 0 

印度 は 世界の 最も 古い 國で、 今日 各地に 殘 つて ゐる 昔の 彫刻 や 繪畫を 見る と、 世界 文化の 
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母國 とい ふ 言葉に 僞り のない ことが 知れる。 タデの 靈廟を 始めと. し、 アグラ や デリ ー にある 

乇 ハ メダ ン 時代の 大 建築 を 見る と、 誰でも 自然に 頭が 下がる。 昔に 於て のみでな く 今日で も、 

一個人と して 偉大な 人間が 印度に 澤山ゐ る。 ラマ ン、 植物 學 者で 最近 逝去した ボ ー ス、 詩人 

タゴ ー〃 といった やうな ノ ー ベ 〃賞金の 受領者が 三人 も 居る。 ヒ ンヅゥ 大學總 長の マ ラビ ャ 

や アンナ マライ 大 學のシ ヤス トリ， I など を數 へて 來 ると、 實に多 士濟濟 たるに 拘ら す、 國と 

して 英國の 驟粹を どう 跪いても 解く ことの 出來な いのは どうした ことか。 . 

今 ボストンの 美術館に ゐる クマラ スフ， I ミ ー が 『支那 人と 印度人との 共通 點』 とい ふ 評論 

を 書いて ゐる。 彼 は 日本人 を 亞細亞 大陸から 分離した 別途の 人種と して 藝 術と 思想の 上から 

支那 人と 印度人の 同 根柢に 立つ こと を 論じて ゐる。 そして 彼 は 彼等に 國家 主義と 愛鄕 心の 育 

たない こと を 指摘して ゐる。 私 は 印度 を 旅行し 狹 ぃ範圍 ではあった がその 諸相 を觀 察して、 

かう いふ 無邊 にも 近い ほど 茫漠たる 大陸に 住む 人間に、 熱烈な 愛 鄕心を 持てと いふ こと は 無 

理 だと 思った。 長い 年月の 間 小さい 島國 のみに 生存して 一 本の 木 や 一 つの 石 を 愛撫して 來た 

日本人と はてんで 違 ふ。 私 は 印度 滞在中、 遠くからで もや マラ ャを 一瞥し ようと 思って ダ U 

ジ リングへ 出掛けた。 ， 


は そこで いろいろの 山 を 見、 人に その 名 を 尋ねた 所、 『特別の 山なら 別 だが、 ここ いら 

の 山に 一 々名な ど はない』 との 返答. であった。 熱 帶的氣 候 や 風土に 脅かされ 苛ま れてゐ て 

は、 自然 は 恐るべき もの、 また それが 愛撫し 友と する に は 宏大 過ぎる と 一般の 印度人 は 思つ 

てゐ るで あらう。 

■ 死 を 以て 國を 守る とい ふやうな 氣 持に なれる 替 がない。 今日 獨立 運動の 有識者 間に は 愛 菊 

、ひ を 煽って 印度が、 支那 人と 等しく 『どうして 生きる』 かが 先決問題 である。 一般 民衆に そ 

の 熱 を 持たせる こと は六ケ 敷い 仕事 だ。 支那 人 は國が 亡びても 人種と して 永劫に 生きる とい 

ふ 生存 慾の 執拗 性が あるが、 印度で は その 點に 薄いだ け 步が惡 い。 かう した 國民 である か 

ら、 四 億と いふ 莫大な 人間が たかだか、 十五 萬 人位の 英國 人で 支配され て ゆく ので ある。 

私 は 印度 旅行 は 長い間の 英國 統治が 築いた 英語の 世界 だけに 直接の 交渉 を 持った。 全國の 

大 學は擧 つてい くつ あるか 知らないが 私は少 くも 十八 校 を 知って ゐる。 これ 等の 大學 では 何 

も かも 英語で 敎 育して ゐる。 また それ 等 を 中心に 動いて ゐる 有識 階級の もの は、 みな 英語 を 

話し 土語 を 使って は 互に チン ブン カン ブ ン でも 英語 さへ 使へば 廣ぃ 印度で 北と 南と 自由に 意 

志が 疎通す る。 印度人 は 英語が 上手 だ。 文章 を 書かせる と槪 して さう 巧みで ない がよく 英語 
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を 操る。 

私 は 英語 國 として 印度 を 旅行した。 印度人が 國で 出世す るに は先づ 以て 英語 敎育を 受けな 

いと 駄目 だ。 また 官立の 大學ゃ 政府の 役人に なると、 恐し い 莫大な 給金が 貰 へる。 前カ产 

カツ タの總 領事 米澤 君の 話に、 印度人から 日本の 大臣が 貰 ふ 給金 を質簡 され、 何千 圓 だと 答 

へた 所、 『それ は 月給で せう ね』 と 再 問され て ゐられ たとい ふこと である。 

かう い ふ譯で 英國に 厄介に なって ゐる 連中 は、 腹で どう 思って ゐても 表面 獨立 蓮， は出來 

ない。 英國は 巨額の 金 を 大學敎 育に は 費す が、 殘分三 億數千 萬の 民衆 は 昔 同 檨無學 文 1M のま 

まう つち やり 放し だ。 英國が 知識で 印度 を 取ったなら それ を 取 返す に は全國 民が 擧 つて 知識 

の 所有者 たらねば 駄目 だ。 それで ァラ ビヤな ど は 日本に 範を 取って、 普通 敎 育の 急務 を說ぃ 

てゐ る。 また 英國が 武器で 印度 を 取った、 そして それ を 取り 戾 すに は、 武器の 力に ゆく の 外 

はない。 英國は 印度人に はス テツ キ 1 本 も 持たせない：： 私は滯 在中 ス テツ キを 手に する も 

の を 一 人 も 見なかった。 


昨年. (西暦 一九 三 九) の暮、 印度 北西 部の ラジ コット に、 この 藩 王國は 面積 二百 八十 三 平 

方^ 入口 僅かに 七 萬， 五 千の 小さい ものに 過ぎない、 ここで 起った 政治的 騒ぎが、 暫くめ に、 ガ 

ン ジ ー を 再び 脚光に 立た せた。 事の 起り は 英國が 王樣と 人民との 間に 成立した 政治的 改善 協 

定を 否定して 國 民畲議 派の 運動に 楣突 いたと いふので あるが、 王檬 といった からと てま だ 三 

十歲 にもなら ない 弱輩で、 英國 政府の 使 酸 を どうに もなら なかった であらう。 、ガンジ T はこ 

れを 不都合 だとして、 三月 二日で あつたか 期限つ きの 最後通牒 を英國 にっきつ けたが、 回答 

がない ので 彼 は 遂に 、ノ ン、 ガ ー • ストライキに 入った ので ある。 その後の 報道に、 、ガ ゾ ジ ー と 

英國 政府との 妥協が 成立した とあって、 聖雄 はもう 一 つの 勝利 をつ け 加へ た 次第で あるが、 

この 實際的 効果 はた だ 神樣 だけが 知って ゐる。 

然し これ はた だ 最近に 表面化した 一事 件に 過ぎなくて、 印度の 大小 六 百 七十 五の 數 にもの 


惱 む 印度  二三 六 

ぼる 藩王國 なる ものの 內情 は、 ラジ コッ トと 大差が なく、 英國 として は、 その 人民 を 昔な が 

らの 封建 專制 治下に 盲目に して 置いた 方が 都合が いい。 これ 等の 王 樣が御 部屋 樣を いくたり 

置かう が どんなに 人民 を 虐げよう が、 英 國の關 する 所でない としてる る。 なかには パ tl ダ、 

—ハイデ ラ パット、 マ イソ ー や、 トラ バンコ，.'〃 などの 王檨の やうに、 時代の 趨勢 をまん ざら 

知らぬ でもない 文化人が ゐ るが、 英 國の劍 に服從 さへ して 居れば 特 櫂の 安全が 保護され るの 

であるから、 一般の 王 樣達は 國の獨 立 や 人民の 解放より、 わが 身が 大事と 考 へて ゐる。 若し 

國 民會議 派の 獨立 運動の 重要な 附屬 物と して、 人民が 自由と 平等 を 要求し 出したならば、 ». 

澤で氣 ままな 生活の 失 はれる こと はいふまで もな く、 身の 置き 听 さ/あやしく 

る こ とを8^ 

悟し なければ ならない。 それで 彼等 は 英國の 老翁なる こと を 百 も 承知して ゐ ながら、 節を賣 

るの 餘儀 なきに 置かれて ゐる。 

印度に 一 昨年 (卽ち 西暦 一 九 三 八 年) 四月から 敷かれた 新 統治 法なる もの は、 千 九 百 二十 

七 年に サイ モ ン 卿が 委員長と なって 作り上げた 報吿を S 礎と した もので、 一 應は 尤も だと S 

はれる ものである がその 實ー 時の がれの ぺてん 法に 過ぎない。 『英領 印度と 藩 王 國とを 打つ 

て 一 ITS とする の はいいと して、 それぞれ 構成 も 違 ひ 文化の 差違 も 異にして ゐ るから 聯邦 政體 


がよ からう。 所で この 聯邦 政治で あるが、 英領 諸 州が 中心と なり、 藩 王國に 希望 さへ あれば 

加入し 得る やうに する ことが 必要 だ』 ：： これが サイ モン 報告の 要點 である。 今日 新 統治 法 

が 敷かれる こと は 敷かれ g れ ども、 聯邦 制に な I い 理由 は、 靈 國が英 國 との 條 約で ど 

うしても 聯邦 加入 を强 制されて 居らない 上に、 王檬 達の 身勝手な 都合から 動かない からで あ 

る。 また これ 等の 霊國 がー 緖に 加入して 聯邦 制に なった としても、 實 際の 上に 英國に 自由 

を 奪 はれて ゐて は、 今日 國民 會議 派の 勢力 範圍は 英領 十一 州の 中 八 割に 過ぎない から、 數の 

上で 負ける ことになる。 ま S 國 聯邦 案に よ？、 藩 王國の 代議士 は 墨の 指名に なって ゐ 

る さう で、 それ は 取り も 直さす、 英國の 指名と 等しい ので ある。 それで 藩 王 國の狀 態が 新し 

く 改善され すに 押し かけて 來られ て、 國 民議會 派に 取って、 邪魔に こそ なれ 何にも ならな 

い、 そして 所期の 目的 は ー步も 進まない。 故に 藩舊に 於け る 政治的 覺醒 が 主要な 問題と な 

K 國 民會議 派に 於いて は、 積極的に 働き かけなければ ならなかった ので ある。 前記 ラジコ 

ッ トま その 一 見本で ある 

私 は 近く 印度の 旅から 歸 つた 一 日本人の 話 を 聞き、 ジャワ パラ〃 *ネー 产に對 する 興味 を 

新しくした。 私は隨 分. 以前に、 英國 の獨立 勞働黨 員で ある ブレ ー レ ノス • フォ ー ド とい ふノカ 
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週刊 レ ー ノ 〃ヅ にネ ー〃 のこと を 書いた 文 を 讀んだ ことがある。 筆者 はネ ー〃 が、 ブラ ミ ン 

出の 金 持で は あるが、 快樂と 怠惰の 生活に 替へ るに 刑務所 を 以てし、 ただ 印度に おける 英國 

の 官僚に 反 * する ばかりでなく 印度人 自身の 資本主義 を 打 こ はさんと する 社會 主義者で ある 

と 論じ、 私はネ IV か 貧民の 友と して 正道 を 語った 罪と して、 西暦 一 九 ニー  年 以來五 度まで 

も 投獄され てゐる こと を 知った。 私 も 三年 前 印度へ 行った 時、 彼に 食って みたい と 思った が 

彼 は 瀕死の 臭さん を 看護す るた め ジュネ X へ 行って ゐ たので、 遂に その 機がなかった。 然し 

私 は 印度 滯 在中に、 二三. 彼の 書いた 書物 を讀ん で、 彼が 熱の ある 明快な 英文 を 書く 男で あ. る 

こと を 知った。 

所で 今い つた 印度から 歸 つた 日本人の 話で あるが 彼 はいった、 『ネ ー ル は社會 主義で ある 

が、 ソ聯の 共産主義 でない。 その 筆に 舌に 火 を 吐く 激烈な ものが あるが、 これ は 飢餓と 無智 

に 苦しんで ゐる 農民への 同情が しからし めた もので、 彼の 行爲は 愛から 出發 して ゐる。 印度 

の 農民 問題 は、 世界人 類の 大間 題であって、 農民 はいくら 働いても、 英國へ 拂ふ稅 と 高利 S 

のために、 勞 働の 報酬 全部が 持って行かれて 仕舞 ひ、 落ち ゆく 先 は 自暴自棄が あるの みで あ 

る， それから 印度の 階級 制度 打破 も、 等しく 大 問題で、 これが 昔の ままで ある 以上、 印度人 


の 向上 生^ は 望めない。 かう いふ 幾多の 問題が ネ ー グの 活動 を 要求して、 彼 は 建設 を 目標と！ 

して、 今 はま づ もって 破壞を 叫んで ゐ るので ある。 彼 はぶち 壤 しの 勇者と して j 般 印度人 一 

から 懷し がられ、 これと 反對 に英國 官憲から 恐れられて ゐ る。』  一 

それから 私の 友人の 話 は、 現在の 國民 議會派 議長 ボ ー スに 及び、 彼に 印度の 將來 がか かつ 一 

てゐ るとまで 持ち あげた。 そして 私の 友人 はいった、 『彼 は 反英 蓮 動の ため、 ネ ー〃 と 同じ や 一 

うに 數度 投獄され、 極左 黨の 指揮者で あると されて ゐ るが、 實際は 彼 は 本當の 印度人な ので 一 

ある。 タゴ ー グの 人道主義と いひ ガンジ ー の 無抵抗主義と いひ、 西洋 主義に 何 かしら 結びつ 一 

ハた听 が ある。 然し ボ 1 'スの 信念 は、 印度の 愛國 者と しての もので、 彼の 英國嫌 ひ は 絕對で 一 

ある。 故に 彼 はしばしば 渡歐 して ゐ るが、 一度 も 足 を 英國に 踏み入れた ことがない。 彼と ネー 

1〃 との コ ンビは 私共に 大きな 興味 を與 へる：： 一 は 立って 破壞 し、 他 は 後から つづいて 銃 一 

一 したならば、 印度の 獨立 もやが て は 仕遂げられる かも 知れない 』  一 

^はこの 言葉 を 聞き、 最近に 新聞紙 上で、 本 月 十日べ ンガ, 州に おける 國民會 議派大 畲でー 

ボ，. 'スは 『新 統治な ど 何にも ならない、 英國と 平等の 立場で 印度 自身の 憲法 議會を 召集せ 一 

よ』 と 叫び、 『英國 は歐羅 巴に 東亞に-今や 勢力 を 失 はんとして ゐ るから、 我我に 取って は 絕ー 

ふ, 
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好の チャンス だ』 と 叫んで、 反英 抗爭 の卽時 開始 を 宣言した こと を 讀んだ 時、 私 はこれ ある 

かなと 思った。 然るに ガンジ ー 一 派の 漸進主義 者から 反對 され、 多數 決に よって 彼の 主張が 

否定され、 議長 不信任案 を 投げつ けられた。 然し 妥協の 結果、 彼 は 依然として 議長に とどま 

る ことにな り、 方法 は 違 ふが 目的が 同じ だからよ く考 へて 見ようと いふ ことで、 けりが つく 

ことにな つた。 .  • 

所で ガンジ ー の 漸進主義が 果して 印度に 獨立を 持ち 來す であらう か：： 彼の 無抵抗主義 は 

今 曰 印度の 現狀 から 見て、 恐らく 賢明な 方法で あらう が、 最後に 殘 された 二分と いふ 重要な 

. 所 を 突破し 得る 實際 力が ある だら うか。 誰も ガンジ ー の 指導力 を 疑 ふ もの はない。 鬼に 角 印 

度 を 今日の 成功にまで 持って 來 たの は、 彼の 力で あらう が、 老 潜な 英國の 打算的 知識 は滾滚 

として 盡 きす、 何だかん だとい ひながら、 自分の 手に 握った もの は どこまでも 放さう としな 

い。 それで 偷 理を說 き說敎 をして ゐた 所で、 印度 はどうに もなら ない ので はなから うか。 か 

ぅ考 へて、 私 は 印度の 獨立は 前途遼遠 であると 思 はざる を 得ない。 氣の 毒な 次第で は ある 

が、 印度 問題 はな かな か 手早く かたづき さう にない。 

私が 三年 前 印度へ 行った 時、 いろいろな 人に 食って 鶴 立 題の 將來を 質問して みたが.、 そ 一 


の 時、 皆の もの は 『今日は 停頓 狀態 だ』 と 私に 答へ た。 實 際に その 頃 はさう であって、 急が 

，ま 廻れと いふ やうな 譯で、 ガンジ ー も スフ ラデ蓮 動に よって、 一般 民衆の 向上 的獨 立の 生活 

を 指導し 以て 土臺 から 固めて 行かなければ 駄目 だとして ゐた。 三 億から S 人間が 蒙文專 

世界の 動き を 知らす、 人間の 本営の 生活が どんな もの だか 知らない やうで は、 上に 立った 少 

數の 人人が 獨立 を唱へ 自由 を 論じた 所で どうに も 成らない と 思った。 

私 はべ ナ レスの ヒンヅ ゥ大學 へ 招かれ、 講演 後 マラ ビヤと いふ 總 長と お茶 を 飮 みながら 

よも やまの 雜談 をした が、 その 時 彼 は 『印度に 最大 急務なる もの は 普通 敎育 だ』 といった。 

私よ 彼に、 日本に おける 義務 敎 育の 普及 を 物語り、 このために 新聞な どで も、 發行部 數百萬 

以上の ものが いくつ も あると いって、 彼 を 羨ました ことがあった。 私 は 講演の ために 渡 印し 

こので、 英語で 敎育 をして ゐる 十八からの 大學を 廻り、 その 設備の 日本 以上に 立派で ある こ 

"と を 見て、 英國 政府が 莫大な 費用 を 投じて ゐる こと を 知った。 然し 民衆 敎育 となると、 殆ん 

ど  一 a も 使って ゐ ない。 英國 として は、 民衆が 愚かで あれば ある ほど 都合が よいと 思って ゐ 

る. らしい.：： これ は 事 實だ。 

私 は 印度に おける 英國の 罪惡史 なる もの を 詳しく 知らない、 昔 その 富 源と 繁榮を 誇った 國 
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- がどうして 今日 乞食の やうに なった か、 また 何ん なにして 印度人が 搾取され てき たかを 語る 

ことが 出來 ない。 然し 私 は、 多くの 印度人から 印度の 金が、 官吏の 俸給 ゃ鐡道 その他の 配當 

金と なって、 ぐんぐん 英國べ 流れて 行く こと を 聞かされた。 私 は 中部 印度の ナグブ ー ル とい 

ふ 所へ 講演に 行った 時、 ナグプ .ー 产大 學の總 長で その上 裁判官で ある  一 I ヨキと いふ 人の 客に 

なった。 この 人 は 印度人で あるが 英 人の あと を繼 いで 立派な 裁判官に なって るた 人で、 この 

人が 私に かう 話した ことがあった、 『私の 年俸 は隨分 大きいで すよ、 日本に おける 同 資格の 

人より ざっと 十倍 も 貰って るます。』 その後 私 は ある 書物に よって、 英國總 督の年 摩が 曰 本 

金に して 約 三十 萬圓州 知事の 年俸が 約 十五 萬圓 であり、 その他の 英 官吏 も それに 準じて 恐し 

い 給金 を 取って ゐる こと を 知った。 

. 私が マドラスに 滯 在した 時、 私 を 宿した 家の 隣が 裁判長の 立派な 家で、 この 人な ど 年俸 十 

萬 は 取って ゐ るとの ことであった。 しかも 夏から 秋へ かけて 英國 へ歸る さう だから、 正味 四 

箇月の 俸給 だから 驚く の 外 はない。 かう いふ 次第で 印度の 金が 英國へ 流れ込んで 仕舞 ひ、 あ 

る 印度人の 論文の 言葉に 從 ふと、 『つ ひに 印度 は 赤裸に なり、 その 結果、 今日 慶應の ヨネ *ノ 

グチが 印度 旅行の 際に、 非常な 恐れ をいだ かれた とい ふ 無數の 乞食と なった ので ある。』 


0 本篇は 昭和 十四 年 三月 末日 報知 新聞に 揭 載され たもの、 三年 前 の舊 稿であって 今日 ガンジ ー 國民 

會議 派より 引退し、 ネ ー ルが繼 いで その 指導者に なって ゐる。 然し 印度に 於け る 政治的 並に 社會 

靑勢は 三年 前 も 今 も 大差な く 同じ 惱 みに 苦んで ゐる。 文中の ボ ー スは 一 時 印度の 獄 舍に繫 力れ て 

ゐ たが、 今 は 伯林に 亡命して ゐる。 彼 は 印度 政界の 武斷派 代表と も 云 はれ 日本に 理解 を 持って ゐ 

る。 ネ ー ルも 等しく 投獄され てゐ たが 昨年 自由 を 許され 今日 國民會 議派を 統御して ゐる。 
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. 印度の 自然 は 恰も 一 定の 法則 を 知らない ものの やうに、 その 發 育と 表現 を恣 にして 居り ま 

す、 節約の 何もの たる を 知らないので あります。 日本の 梅の 花の 如き は 節約の 美と 稱 する こ 

とが 出來 るので あります が、 この種 類の 花 は 一 つも 印度に はない。 大和心の 櫻に 比すべき も 

の は、 四五月の頃に^^くゴ 严ト モ ゴー产と云ふ花ださぅですが、 日本の 櫻に 於ての やうに 一 

夜の 雨に は 散らない。 _  ■ . 

私はボ ン ベ イゃマ 、ドラ スで 日本の 朝顔に 類す る 花 を 見ました、 それ は 草花で はなく 木で あ 

ります。 蘭 は 奥床し さが 四 君子に 比較され てるます、 然し 印度の サフランで 編まれた 花輪 を 

頸に 懸けます と、 その 高い 香氣に 胸が 惡 くなる 位です。 私 は 十 一 月 十日 力 〃カツ タ 上陸 以來 

すっと 三 ヶ月の 間 芝生の 籬ゃ 庭に、 血の 滴た る やうな 眞 赤な 花 を見續 けまレ た。 

マドラスの 如き 殊に 自然に 惠 まれた 南方 印度の 都畲は 無論の こと、 ボ ンべィ でも 力 グカク 


タ でも、 樹木の 街と 云 つてよ い 位 巨大な 樹 林立して 居..^ ます。 ffi り 重な つ て繁榮 した その 

葉が、 風な きに 微動し まし， た 場合 は 恰も 妖魔の 招く が 如き 有樣 であります。 月下で それ を 見 

ますと、 所謂 光線なる ものより もっと 溫ぃ 柔和な 雰圍氣 に 包まれまして、 自己の 存在 を 幻に 

して I らを S 解し、 普通の 耳で は 聞く ことの 出來 ない 玄妙な 音樂雰 圍氣の 中に 溶解し 行く や 

うに a じられ ます。 恍惚の 法悅に 浸って 影の 瞑想に 醉 つたと 云 ふ 形であります。 私 はこれ 等 

の 光景 を 眺めた 場合ぐ らゐ非 現實の 美と 云った やうな ものに 觸れ たこと はなかった ので あり 

ます。 印度の 夜 は 私が 幾年 も 失って 來た 抒情 的 氣分を 立派に 取 返して 吳れ や」 のであります。 

日中 照り 輝く 太陽の 光で マ ン ゴクゃ 菩提樹 ゃ楡の 木の 大きな 樹木 を 見ます ると、 恰も 足 を 地 

中に 下して 髮 を梳ら ない 修行者 を 見る の感 があります。 印度で は 樹木 そのものが 靈的 瞑想に 

入る と 思 はれる のであります。 私は拔 足の 静かな 步みを 蓮んで その 陰影 を 踏み、 彼等の 夢 を 

亂 すまいと さべ 思った のであります。 

私が マドラスに 行った の は、 一月の 中旬で あ. 0 ました。 雨期 も旣に 過ぎ 自然 も 解放され た 

頃であった から、 と 云 はす 樹木と 云 はす 何れもむ くむく と 盛り 上り、 每朝 天に 鳴く * ゃ樹 

間に 鳴く 烏に 目 醒めました。 特に マドラス は鳶と 烏に 加へ るのに 數 十の 鳥が 喧しく 暗い 裡 
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から 名 も 知れない 鳥が、 騷騷 しい ほど 鳴きました。 街路 を 飾る 街路樹 や マ ンゴ クの樹 は、 ベ 

ンガ 〃灣の 色と 美の 雌雄 を爭 ふに 足る とさ へ 思 はれた のであります。 私はヒ マ ラ ャのキ ンチ 

ムジャ ンガを 照す 朝日 を 見ました。 又ボシ ベ ー に 於け る 東洋 棉花の 社宅の 屋上庭園 に 登つ. 

て、 海上へ 昇る 太陽の 玲瓏な 光景 を 眺めて、 佛陀御 來迎の 古畫を 心に 浮べて、 隨 喜の 淚 さへ 

流した のであります。 併し 私の 忘れる ことの 出來な いのは 朝早く サ产ナ ー トの佛 院廢墟 を 後 

にして、 ベレナ ス 停車場へ と 向 ふ 道す がら、 左方に 列んだ マン ゴクの 巨木の 彼方に 現れた 日 

の 出の 光景であった。 マ ンゴク は 紫色の 霧に 包まれて 煙の やうであった。 眞 赤な 大きな 太陽 

が 東天 を 破って 上る 霧 は その 反射 を 受けて 紅色に 靉く。 路傍の 百姓家 は、 その後 ュ M フ ゃァ， 

ジ ャ ンタ 附近で 見た 百姓家の やうに ひどく はない が、 それでも 幾千 年の 昔 も 思 はせ る 原始 生 

活 その 儘で あると 感じた のであります。 べナ レスと 云 ふ 大きな 都會の 附近で は あるが、 夜 は 

電燈ー つもない 晴黑 生活で、 百姓 達 は 鳥と 共に 眠り 鳥と 共に 目醒 ると いった 太古の 狀 態に 晏 

如た る ものが あるので あります。 彼等の 小さい 泥の 家に はもと より 便所 もな しお 勝手 もな 

い、 それで 百姓 達 は今戶 外に 出て 火 を 焚き、 朝飯の 用意 をして 居る のであります。 立 昇る 紫 

色の 煙は靜 かに マ ンゴク の 葉の 間に 消えて 行く。 印度で は 日本に 於ての やうな 薄暮の 時間と 


云 ふ もの は 殆どない。 太陽が 昇った 4 と 思 ふと 直ぐ 眞ッ晝 間で、 何處 から 出て 來 るか 知らな 

いが、 恐らく 釋 尊の 時代から 何の 改良 も 施さない と 思 はれる やうな 牡牛の 車が 通って 行き ま 

す。 駁者臺 に は 赤 や 白の 鉢卷 卽ちタ ー パ ンだが これ を 頭に 卷 いた 半分 裸體の 男が 立ったり 坐 

つたり して 居る。 小さい 裸の 牧童が 手に 竹の杖 を 持って、 幾 百と 云 ふ 羊 を 達って 行く。 印度 

風景に なくて ならな いのは、 眞鍮の 壺か瓶 を 頭に 載せて、 恰好の よい 身體を 振って 行く 女で 

あります。 汚れた 衣 物に 驚くべき 對象 をな すの は 頭に 載せた 眞鍮の 水 入で、 それが ぴかぴか 

と黃 金色に 光る。 印度の 女 は 何 を 差 措いても、 それだけ を 磨く こと を 忘れ ませぬ。 手頸 や 足 

頸 を 飾る 二つ 三つの 銀の 輪 はちゃら ちゃら 鳴る、 もとより 裸 だ、 跣 足 だ。 

私 はかう した 印度の 田園風景 を滯 在の 三 ヶ月の 間、 繰返し 繰返し 眺めた。 その都度 興味の 

新しき もの ある を覺 えて、 印度 は 今尙ほ 神秘の 國 だと 言った 私の 友人の 言葉 を考へ させられ 

て、. 日本の 今日の やうに 世界的 文化 生活に 均ら されて 了って は、 以前の やうに 繪畫の 題材に 

なる 場面が 少く なった が、 印度 は 今日な ほ 世界的 一般 文化に 取殘 されて 居る お蔭で、 私は少 

くも 詩的 立場から 印度に 感謝して いいと さへ 思った。 . 

印度の 文化 生活 は、 森林から 產れ ると 云 はれて 居る。 釋迦は 森林に 入って 苦行の 鞭で 自分 
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の 魂 を 打った。 古來 印度の 智者 や 賢人と 云 はれた 人 は 林 中に 修道院 を 造って、 都 會の雜 一昔 を 

離れ、 自然の 慈悲 深い 床に べったり 坐って、 瞑想の 裡に 現實的 人生の 覚音を はるか 彼方に 聞 

いた、 そして 彼等 は 卒然 蹶起すべき 時の 來 るの を 待った のであります。 彼等 は マン ゴク ゃ菩 

提樹が 鷲の やうな 葉 や 枝の 羽翼 を 張って、 椰子が 鶴の やうに 頸 を 伸ばした 洋洋たる 自然に 目 

醒めた。 印度の 先 覺者は 皆 森林 を 背景に して 居る。 タゴ ー 产 はかう 書いて 居ります。 

『私共 は 祈 禱の爲 の 殿堂 や、 外的 敎義 を敎 へる 場所 を 必要と しない、 。私共の 必要と する 所 

は ァシュ ラムで ある、 卽ち 修道院 森林 學堂 である、 人間の 高尙な 仕事と 大き 然に 融和させる 

場所が 欲しい のです。 私共の 禮拜 堂が この ァシュ ラムな ので、 私共 は そこで 單 なる 敎義 のみ 

を學ぶ もので はない。 自己 を犧牲 にして 善良な 仕事に 就く ことが、 卽ち本 當の祌 への 禮讃で 

あらねば ならぬ。』  —.， - 

私 はタゴ ー 严の サン チ 二 ケ タン を 訪れ、 巨大な マン ゴク の樹が 全く 瞑想の 行者の やうに、 

肩 を 列べ て 林立して 居る の を 見て 喜びました、 私 は その 靜 寂な 陰影 を 踏んで 步 いた。 私 は 白 

い 薄い 衣 物 を 着けた 靑年學 生が、 マ ンゴク の 蔭で 先生 を取卷 いて 小さい 圓ぃ 莫蓖の 上に 坐つ 

て 勉強して 居る の を 眺めた。 タゴ IV か マ ンゴク の 林の 中で 私の 爲に 張って くれた 歡迎會 は 


私 こ は 一 生の 思 出の 一 つであった ので あ，？^ す。 私 はタゴ ー〃 と共に、 石で 造 つた 低い 一 

間 四方 位の 臺の 上に 坐りました。 私の 頸 は 花輪で 飾られ、 額に 祝福の 記號を 印せられ て、 私 

の 前に は 芭蕉の 葉が 置かれ、 その上に 色色な 花が 載せられました。 タゴ ー卩 は 例の 麗 はしい 

聲で 親切な 歡迎 の辭を 述べ 私 を 喜ばした。 古い 昔の 印度の 聖典、 グュ ダ のなかから 撰んだ 『詩 

人を迎 へる』 と 云 ふ 詩が、 サン スク リツ. ト で朗讀 された。 タゴ ー〃 は それ を英譯 して 私に 聞 

かして 吳れ ました。 最後に 私共 を 離れて 取卷 いた 數 百の 學生 並に 敎授の 人人が 聲を 揃へ て 校 

歌 を 歌った。 私 は 力 グ カツ タ 上陸 以來 幾度なら や 歡迎會 を 催され ましたが、 この タゴ ー 产の歡 

卬」 ぐ も ゐ私を 喜ばし >  私 を 激勵し 私 を 反省せ しめた ものはなかった のであります、 とい ふの 

は、 1 はこの 時 明瞭に 私が 詩人と して 往 くべ き 道 を 指示され たやう に 感じた からであります 

タゴ ー〃 の 學園は 一 九 〇 一 年：： 四十 二 年 前に 僅か 三 名の 學生を 得て 着手され たもので あ 

つて、 二 年 目に は 十八 名に 增し、 四 年 目に は 六十 名、 今日で は 八 百 名 以上に 增 加して 居り ま 

す。 この 八 百 名の 青年が 朝 四時 半に 起床して、 部屋の 掃除、 朝の 浴 水 を 終り、 八 時に 授業が 

始まる 前に 一同 集って、 クパ 二 シャツ ドの 文章 を朗讀 するとい ふの が 規約に なって 居る。 殊 

に 面白い と 思った こと は、 朝 未だ 晴ぃ 頃に 唱歌 團の學 生が 揃って、 校歌 を 歌 ひながら 學校內 
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を 一 週す る ことであります、 恐らく この 合唱の 聲が 未だ 醒め やらぬ 曉 天の 自然に 響いて、 『起 

てよ 印度、 起てよ 印度』 と 鳴り渡る であらう と 思った のであります。 クパ 二 シャツ ドの句 

に 『我れ 心に 言 ふ、 お前 は 私に 歌 を 歌って 吳れ るか、 心 は 歌 ひます と 答へ る、 そして 歌つ 

た』 とい ふの が ある。 人間の 魂 は 一昔 樂の 上で 發 達すべき ものである。 心の 修業 は 音樂を 離れ 

てはいけ ない。 音律の 楷 調に 合って その 完成 を 急ぐ のが 本當 だとされ て 居る。 タゴ ー〃 の學 

園邬ち 平和 學 堂であります が、 敎育 を音樂 的に 遂行す る。 もっと 解りよ く 申します ると、 敎 

育 を 機械的で なく 自然の 方法に 準じて やって 行く とい ふの が、 最初の 目的で あり 又 最後の 目 

的で あると 言って 居る。 印度で は哲學 でも 科學 でも、 藝術 でも、 皆 人生の 實際的 範疇に 屬し 

て、 敎育は 人生の 完全な 發達を 目的と する ものである、 故に 他の 國に 於て は 所謂 學問は 人生 

に對 する 豫備 知識に 過ぎない かも 知れ ませぬ が、 印度人の 信す る學 問で は 人生 そのもの. であ 

ります。 人生が 完成して 始めて 人間 は 自由 を 主張し、 濁 立 を 要求す る ことが 出來 ると いふの 

であります。 タゴ ー〃 が 言葉の 上で なく 實 際の 上に 敎育 を學問 的、 言ひ換 へます ると 愛國的 

に 取扱って 居る 點を考 へ ると、 彼 も 亦、 ガ ン ジ— の やうに 印度の 泥の 中から 產れた 本 當の魂 だ 

と 思 はざる を 得ない。 勿論 彼 は 所謂 實際的 生活 蓮 動に 携 つて は ゐ ない、 サン チー 一 ケ タンと 云 


ふ 猫額大の 場所 を 新しい 印度の 文化の 中心 だと 信じて、 學生 達の 間から 印度の 將來を 背負つ 

て 起つ： P 人 を產み 出さん として ゐ るので あります。 彼 を 中心としまして 千 人 近い， 人人 力 學 

生や 敎授を 入れて 皆 大きな 一 つの 家族 を 造り、 議論 は 終結した、 今は實 行の 時 だと 同一 の 意 

氣に然 えて ゐる 有樣を 見て、 私 は 喜ばしく 思った のであります。 

タゴ ー ダの學 園と 同じ 理想 を 持って 居る 私立の 學校は 印度に 少 くない。 南 印度の ベ ス フタ 

を 五十 哩 離れた 所に b マスリ フ タムと 云 ふ 所が ある。 ここに クラ チ ユラと かいふ 小さい 學園 

が ある。 又 北方、 ガン ジス 河の 上流 ラキサ ー疋 に 近い 、ノ 〃ドヴ ー 产 にも、 何とかい つた 小學園 

があります。 何れも タゴ， J 产の 暗示の 下に 出 來た學 校と 想像 さる。 然し 政府の 保護の 下に 設 

備 されて 居る 大きな 學 校に 比較す ると、 もとより その 規模の 乏しい こと 總 てに 於て 貧しい こ 

と は 言 ふ 迄 もない。  .  _ 

私 はカグ カツ タ大學 を 始めと し 各地に 於け る 官立 大學の 招待 を 受けて 渡 印した ので、 豫定 

通り それ 等 を 漏れな く 訪れて、 親しく 敎授 諸君 ゃ學生 連と も 談話 を 交 はしました。 中には 、ノ ィ 

ダラ パッドに 於け る ォスマ ユア 大學の 如き、 ク产 ドク 語 を 主として 英語 を從 として 居る もの 

も ある。 又べ ナ レスの ヒ ンヅク 大學の 如き は、 曾て は 國民蓮 動の 大 闘士であった マラ ビヤ 老 
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人を總 長に 戴いて、 公然 印度の ための 大學 としての 誇り を 主張して 居る の も ある。 槪 して 印 

度の 官立 大學は 英國の 學風を 踏襲して、 獨 立の 實際的 蓮 動を遙 かに 離れた 所から 眺め、 國際 

的 知識階級 といった 特殊の 世界 を 造つ で 居る。 御 承知の やうに 私 は 日本の 文化的 使命 を帶び 

て 渡 印した ので、 學校關 係 者と 印度の 政治 を 話 合った ことはなかった、 又 彼等 も それ を 避け 

る やうに も 感じられた。 然し 彼等 は 新しい 知識の 所有者で ある、 彼等 は 胸中に 印度 はどうい 

ふ 仕事.^ しなければ ならない か、 印度の 將來 はどう あるべき もの だとい ふ 重大な 問題 は、 自 

ら 明白で あるに 相違ない のであります。 聞く 所に 依る と每年 印度から 英國に 渡って 學問 する 

印度人の 靑 年の 數が 三千 人から あると 云 ふこと である。 これ 等の 青年が 學問を 終って 國へ歸 

つ て、 所謂 上層階級 を 造り 國の 將來を 掌中に 握る と 云 ふ 指導 的 地位に 立 つもので ある こと は 

言 ふ 迄 もない。 假令 彼等が 今日の 態度 は 或は 中性 的な 柔順 そのもの かも 知れない、 又 種々 な 

私的 關 係から 無言の 美 を 守らなければ ならない かも 知れない が、 誰か 彼等が 後日 どうい ふ實 

際 的 行動に 出る か を 今曰豫 言し 得ん やであります。 

私の 滯 在中に 印度 全國に H つて 國民 會議の 五十年祭が 催されて、 私 は ナグブ ー 产に 於て 又 

その後 マ ドラ スに 於て、 その 隆 しの 一 つで ある 國產 獎勸會 ともい ふべ き 小さい V ザ ー を昆ま 


した。 それ は 主として ガ ゾ ジ，. 'の やって ゐる絲 挽 車であります、 卽ちチ ャ 〃力の 宣傳 であつ 

て、 ガンジ ー はこの 微微たる 一 個の 簡單な 手車 一 つで、 印度の 下層 社會の 生活 向上 を 計らう 

として 居ります。 熱帶國 であるから 貧乏人 は 雨季 を 除く の 外、 眠る に 夜具 を 要しない、 年中 

V  一 

裸で 通さう とすれば 通される 國だ、 著 物 だからと 云って、 腰に 卷く 木棉 一枚で 澤山 だ。 一人 

當り にし ますれば、 要求す る 木 棉のャ ー ドと 云っても、 風呂敷の 一 つ 位に しか 過ぎない であ 

らうが、 可し ろ 全人 口が 三 億 幾千 萬と 云 ひます から、 全部の 締 高が 莫大な ものになります。 

今日 チヤ〃 力の 家庭 工業から 産み出す 木 棉のャ ー ドは、 總額 二十 萬ャ ー ドに 及んで 居る さう 

である。 若し これが もっと 全國 的に 實 行され たなら ば、 著 物の 問題 だけで も 解決され まして 

自足 自給の 途 につく とい ふこと になる。 生活の 安定の ない 所に 自由 もなければ 獨立 もない。 

タゴ ー グが敎 育の 力で 國 民の 魂 を强 化しよう として 居る やうに、 、ガ ン ジ， I は 下層階級の 生活 

向上に 努力 を 集注して ゐ るので あります。 この 二つ は、 政治家の 壇上に 於け る 雄 辯 ほど 華 華 

しくない のが、 確かに 印度の 將來に 尊い 所の 光 を 投げて 居る ので ある 。實 行の 步 みは 空論の 

それよりも 鈍い、 遲ぃ かも 知れ ませぬ、 然し 最後の 勝利 を 得る ためこの 二人の 偉大な 人は總 

てのもの を 足 許から 固めて 置かう と 努力して 居る のであります。 
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私 は 十二月の 末に ボンベイに 着いて、 世界 美 風景の 王冠と も 謂 はれる 埠頭の 歡迎 門、 これ 

は 故英帝 並に 皇后の 印度 訪問 を迎 へ る 時に 出來 たもので ある、 この 歡迎 門に 立って 熱帶 地方 

特有の 眞 赤な 旭 を 眺め、 海上 六 海里 を 離れた 二 レフ ァ ンタ とい ふ 小さい 島に 向 ひました。 所 

謂 洞窟 寺院と 云 はれて 居る もの を 見ん が爲 であった ので ある。 島に 着きまして 急な坂 路 にな 

り 寺院の 入口と もい ふべき 所 を 入って、 敷石 を步 くこと 二 丁餘、 右手に 廻る と 山の 麓が 大き 

く 深く 刳られて、 巨大な 石の 圓 柱が 幾 本 も 立って 居る の を 見た のであります。 これが ュ レフ 

. ァ ンタ 洞窟 寺院の 廣 間であって、 二十 六本からの 圓柱 があって、 圓 柱と 圓 柱との 隔りが 三 間 

も あるので すから、 如何に それが 廣大な 洞窟で あるかと 云 ふこと が 想像され ませう。 廣 間の 

どん 詰りに 三つの 顔面 を 一 緖に繫 いだ 偶像が 彫って ある。 この 偶像の 身長が 十五 呎、 頭部の 

長さ だけで も四呎 から 五呎、 恐し く 大きな ものである。 これが ここの 最も 重要な 偶像で あつ 

TJ  ,  ：コ  クリエ I- シ ヨン 

て 『シパ の 三面』 と 謂って 居ります。 正面の 顏は創 造 印度 語の ブラ マ を 意味し、 右の 面 は 

ル ドラ  ビ シニュ 

破壞 左の もの は 保存 を 表現して 居る ので ある。 それから その 左の 側に 又 別の 祭壇が あって、 

それ を 飾る 偶像 は 何で あるかと 申す と、 身體 がー つで 上部が 男女に 別れて 居る、 卽ち 一身 兩 

性と 云った もの。 それから 更に 左方の 出口 を 後に しまして 相 並んで S るもう 一 つの 洞窟に 入 


ると、 ここに は リン、 ガムが 祀 つて ある。 昔の 印度人が 男女の 性的 結合に 神 を 認めた と 云 ふこ 

と は、 今日で も その 眞理を 疑 ふこと が出來 ない と 思った ので ある。 宇宙の 現象 は 創造と 保存 

と破壞 との 絡み合 ひで ある、 管弦 樂. である、 この 三つの 表現が 相 交叉して 私共の 生命 は 永劫 

に盡 くる 听 がない。 又 人間に しても、 表面的に 外的に 見る と、 男女の K 別が あって それ ぞ 

れ 違った 習慣と 違った 敎 養の 爲に その 表現 を 異にして ゐ るが、 その 根元 は 一 つに 相違ない。 

この 三つの 違った シ X 神の 表現 も、 その 根本 思想に 於て は 唯一 つの 自然 崇拜 に歸 すると 私 も 

思った ので ある。 つまり 古代の 印度人 はシパ 祌を籍 りて 以て、 自然 崇拜 の對 象たら しめたの 

であります。  .  ： 

その後 數日經 ちまして、 私 は 有名な ュ ti ラゃ アジャンタの 洞窟 寺院の 見物に 立ちました。 

私 は 地質 學 的の 知識がない のであります から 唯 想像す るの みであります が、 恐らく 幾 萬 年の 

昔に 噴火 作 に 因って、 ボ ン ベ ー. 近くの デカ ン 高原の 一 帶が 玄武岩で 覆 はれた ので ありませ 

う。 エレ ファンクの 洞窟 もこの 玄武岩の 山 を 刳った ものであるが、 ェごフ の 洞窟に 至って は 

エレ ファ ンタ 以上の ものが 十二 も すらりと 間隔 を 置いて 列んで 居る の を 見て 全く 驚かさ わざ 

る を？ jk なかったです。 なかに 最も 驚嘆すべき は カイ ラサ 寺院で ある。 言 ふ 迄 もな く 山の 外壁 
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を 刳って 造った 飾りの 山門が ありまして、 それ を 入って 東西 百 六十 四呎、 南北 百 九 呎の獨 立 

した 禮拜 堂に 達します。 屋根 も 柱 も、 土 臺石も 一 つの 岩山 を 刻んで 出來 たもので、 建築で は 

なくて 恐し く 大きい 彫 a であります。 この 禮拜堂 を 中心として 左右に 二階建の 廻廊が 出來て 

居って、 左から 行っても、 右から 行っても、 やがて は 中央の 廣ぃホ ー〃 に 出る ので あるが、 

この ホ ー 〃 がまた 非常に 大きい のであります。 それに は 十六 本 も 大きな 石の 圓 柱が 立って 居 

つて、 正面の 奥まった 所に、 私が ュ レフ ァ ンタで 見た と 同じ やうに リン ガムが 配って ある。. 

規模の 宏大な こと は 申す 迄 もない が、 私 を 驚かした の はこの 洞窟 寺院 は 一 つの 岩山 を 刳って 

造った の だから、 門 も 禮拜堂 も、 本堂 も 廻廊 も、 皆 一 つの 岩で 續 いて 居る 點で、 また 柱と 云 

はや 壁と 云 はす、 門と 云 は 中 隙間の ない 程 彫刻が 施して ある 點 であります。 この 彫刻 は 古い 

昔の 印度 物語 を イラ ス ト レ ー トし たもので 中には 驚く ほど 露骨に 表現され たの もあります、 

所謂 性の 崇拜 とで も 申します やうな もの  力. nvN 常に 多く  尊の リ ，ノ ガ ム とネ應 じて 陰陽 一 一 V 

の 働き を禮讀 する 自然 崇拜 とも 云 ふべき ものであります。 これ 等はェ レフ ァ ンタ にしろ ェ fi 

ラ にしろ、 八 世紀 中葉に 出來 たもの らしい ので、 今日から 申します と 千 二百 年 前の もので あ 

ります。 誰が 今日 想像 も 及ばない やうな かかる 恐し い 仕事 をした のか、 今日 如 柯 なる 彫刻家 


でも 爲し 得ない やうな 仕事 を、 その 當 時に 於て 普通の 石工が 樂樂と 仕遂げた ので あるか、 そ 一 

れ ともこの 仕事 は 宗敎的 功德の 現れで あるが 爲に、 今日 尙 その 光明 を發 して 居る の である」 

K 私 は樣樣 にこの 解決され ない こと を 心に 浮べて 考 へたので ありました。 私 は 非常に 深い j 

興味 を この 古代 ヒ ンヅク 寺院に 持ちました こと は、 私が 常に 信じて 居る 自然 崇拜 なる ものと. 一 

大いに 合致す る 所が ある やうに 感じ^から である。 實に 性的 人間 力 を 超人的 信仰にまで 進め 一 

ると 云ふ點 に、 物凄い 現實 性の 迫る もの ある を、 誰も 否定す る こと は出來 ないで あらう。 一 

その後 二週間 を經 まして 私 は 南方 印度 を 訪れました、 ボンベイから 九 百哩の 汽車の 旅 をし 一 

て、 マ ドラスの 南方 チダ ムパ ラム に 於け る 印度 寺院 を 訪れました。 私 はこ こに 於て エレ ファ； 1 

ン タゃュ " ラに 於て と は 又 違った シパ 神の 表現 を 見た ので ある。 この チ ダム パラ ムの 寺院に 一 

, は 面白い 傳說 がくつ 附 いて 居る、 紀元 幾 世紀の ことか 知り ませぬ が、 チヤ クラ 、バルチと 云 ふ！ 

王樣が 癩病に 罹った。 それで 日本で いふと 四 國西國 巡りと 同じ 樣に、 南方 寺院 巡禮に 旅立た 一 

れ まして チダ ム \ ラム へ 御着き になった。 王樣 はこの 寺院の 池に 浸って 居られる と 不思議に 一 

も 癩病が 頓に平 » する に 至った。 王檬は 有難い こと だと 思って 寺院 を 改築され、 三千 人の 靈 

羅門 僧屬を 北方から 呼 寄せられて 南方 印度の 宗敎ゃ 學問を 掌ら された。 チ ダム パラ ムの つい 一 

： . ^ 度講- 凝. ： ■ ；  へ 、- •  ，二 ほ. ん.： ：—  . J 
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近くに、 アンナ マライ 大學と 云 ふの があります、 私 は 講演の 爲に ここへ 立 寄った のです が，、 

誠に 寒村であります けれども、 この 邊の 人人 は 比較的 人智が 優れて ゐる とい ふこと を 知り ま 

した。 

それからもう 一 つ 面白い 傳說が ある、 十 世紀の 頃 或る ラジャ が ベン ガダ灣 の 河畔 を步 いて 

お出に なった、 さう すると シパ 神が 奥さんの パ 产パチ とい ふ 女神と 盛んに 水 13 で 踊って 居る 

の を 見られた。 その 舞踊の 手振りが 非常に 面白かっ^ ので、 チ ダム パラ ムの 寺院に 『踊る シ 

パ 神の 御社』 を 建てて 奉納され た。 この 寺院 は 外壁 南北 一 千 八 百呎、 東西 一 千 四百 八十 呎と 

云 ふ 宏大な 建築で、 その 東西南北の 何れに も 百 六十 呎 ある 塔が 立って 居ります。 ピラミッド 

形の 塔で、 恐らく 光り は 東から と 云 ふ 意味で ありませ うが、 東方の 塔が 一番 重要な ものに な 

つて 居ります。 所で チ ダム パラ ムの 寺院の 東に 立って 塔 を 見上げる に、 幾千と 云 ふ 踊る シパ 

神の 彫刻が 鐫 りつけ て あるので、 全く 驚かざる を 得ませんでした。 それから マドラス 博物館 

に 『踊る シバ 神』 の 彫像が ありまして、 極めて 小さい ものであります が、 南方 印度に 於け る 

十二 世紀の 藝 術を脊 負って 居る と 言 はれる 程 偉い 藝術價 値が あるので あ. ります。 この シ パ祌 

は 頭に 王冠 を 戴き 右の 足で 鬼 を 踏み 躪 つて 居られる。 手が 四本附 いて ゐて、 後の方の 二 本の 


一 つ は 炎 を 握り、 他の 一本で はりん りんと 響く 鈴 を 振って 居られる。 そして 左足 を 右の 方へ 

ふん わりと 擧げて 踊って 居られる 姿が、 實に 見事に 出來て 居る。 言 ふ 迄 もな く 天 池 萬 象の 精 

氣を 姿體の 躍動 一 つに 集めて 居られる と 云 ふ 姿であって、 ェ レフ ァ ン タゃェ 口 ラの. カイラ テ 

寺院に 於て、 或は 三つの 顔面に 依り、 或は 一身 兩 性に 依り、 或は リン、 ガムに 依って 表現され 

た 自然 崇拜と 等しく、 この 彫像 は滾滚 として 盡 きない 人間の 生活力 を 暗示して 居る ので あり 

ます。 印度の ヒ ンヅ ク敎は 所謂 多祌敎 であって その 神 樣の數 は 何程 あるか 解り ませぬ が、 そ 

の 何れ を 見ましても 皆 創造と 保存と 破 壞と云 ふ 宇宙の 原理 を 暗示して 盡 きない 生命 を 表現し 

. て 居らぬ もの はない のであります。 私 は 印度人の 宗敎 心が 豊饒な 熱 帶的雰 圍氣に 哺 く ま れ 

て 多 祌敎と 產れ榮 えた こと. は、 最も 自然 だと 感ぜざる を 得なかった のであります。 そして 

この 廣汎な 印度 敎は簡 單な勳 物 禮讃も 或は また 迷信の あらゆる ものまで も 含んで 居ります。 

然し 進んだ 領域 を 見ます と、 非常に 深淵 高尙な 哲學に 入って 居る と 云 ふこと を 烕-ぼ させられ 

るので あります。 

印度の 三 大河と 申します と、 イン ダス 河、 ガン ジス 河、 ブラ マプト ラ河、 im: れも その 源 を 

ヒ マラ ャ 山に 發 して、 印度の 大 平原 を 流れて、 幾 百 千 哩の岸 邊を潤 ほして 居ります。 イン ダス 
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河 は アラビア海に 注ぎ、 他の 二 大河 はべ ン、 ガ产灣 に 入って 居ります。 中で も、 ガン ジス 河はァ 

ダラから ラク ノク、 ァラ "パ ー ド、 べナ レス、 カ严 カツ タと云 ふ 大都會 を 流れて、 印度 文化 

の 最高 表現 地帶を 貫き、 人口 一億 五 千 萬が その 地方に 集って 居る。 、ガン ジス 河 は 印度人に S 

して 最も， 塞な ものと されて、 私共から 見る と 巨大な 濁流の 流れに 過ぎない が、 全く 印度人 

は 尊い 河と して 信じて 居る のであります。 殊に ァラ 、ノ  、パ ー ド からべ ナレ ス邊を 流れる 區域を 

靈 也と 考 へて、， 狂 的な 宗敎 風景が 鰭卷 物の やうに 展開され て 居ります。 私はヮ グー ズィ ァ大. 

學に 行きました。 これ は マドラスから ベン、 ガ〃 灣に 沿うて、 北へ 二百 哩 ばかり 行った 所で あ 

ります。 この 大學で 私 は 現代 印度の 世界的 哲學 者と 言 はれて 居る 副總 長の ラダク リ シ ユナン 

に <flr ひました。 彼 は 印度の 宗敎は 病 膏肓に 入って 救 ふに 途 がない と 私に 極言し ました。 又 私 

+1 印度の 宗 敎が墮 落の 淵に 啤吟 して 居る と 云 ふやうな 言葉 を 聞きました。 これ 等の 極言 は 皆 

この、 ガ ン ジス 河畔の 宗敎 風景 を 指して 居る ので あらう と 想像され る。 

私 は 最近 力 グ カツ タのビ ダラと いふ 人から 手紙 を 受取りました、 ビ 产ラ氏 は 印度 有 數の實 

業 家で も あり 非常な 富豪であります。 ヒン ヅク敎 徒で はあります けれども、 佛敎に 大きな 闘 

心 を 持ち、 曾て カ产 カツ タの 日本の 佛院 建設に 大きな 寄附 を爲 した 人で、 現に 釋迦の 靈地サ 


ルナ ー トに もまた 大きな 建築 を 始めて 居， す、 これ を 世界 各地から 集まる 佛 敎巡禮 者の 便 

宜に 供しょう として 居る のであります。 ビルラ 氏の 手紙の 中に 斯う 云 ふこと が 書いて ある。 

私共 は 佛敎を 日本から 逆輸入し なければ ならない。 西洋 諸國 でも 宣敎師 を 各地に 派遣して、 

キリスト 敎を弘 めて 居る、 何故 曰 本 は 印度へ 佛敎宣 敎師を 送って 吳れ ないか、 あなたの 力で 

,， 

出來る ことなら、 どうか その 道 を 開いて 戴きたい、 成るべく は 日本の 政府に そのこと を 進言 

して 戴きたい と 云 ふこと が 書いて ある。 恐らく 氏の 如き も、 印度に 釋迦の 八 正道の 宣傳 を緊. 

急な ことと 考 へて 居られる に 相違ない。 それで 心 ある 印度人 は、 宗敎 的に また 文化的に 日本 

人に 期待す る 所 甚だ 大 なる ものが あるので あります。 國家 として 唯他國 から 與 へられる ばか 

りで は 詰ら^ 國で、 與 へ る ことが 出來 ないやう では 尊敬す ベ き國 家で ない 立派な 國 でない。 

私 は 日本が 他國、 印度に しろ 支那に しろ 何れの 國に對 しましても、 與 へる ことの 出來る やう 

な國 であって 欲しい と 云 ふこと を 日頃 念と して 居る ので ある。 私が 印度で 受けた 歡迎 會の數 

は 二十 以上 もあった が、 中で ボ ゾ ベ ィ 市の サン タク〃— ス敎育 會の歡 迎會を 忘れる ことが 出 

來な いのであります。 會場 は實業 家の ポダ I とい ふ 人の 經營に 係る 、ノ ィ ス ク ー 产が 宛てられ 

ま. した。 この 學校は 八 年 前に 僅か 百 八十 名の 生徒で 始めた のであります が、 今日は 千 六 百 二 
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十七 名の 生徒が 牧容 されて 居ります。 殊に 體育 を學 科の 主要部に 置いて、 日本の 柔術 を敎へ 

て g る點を 誇って 居る のであります。 會 場に 宛てられた 場所 は學 校の 屋上庭園で あ つた 力 

その 中央に 大きな 臺が 造って あって 蒲圑を 敷き、 そこで 式 後 柔術の 型 を やって 見せる と 云 ふ 

ブ リグ ラム でした。 式 は 歡迎文 朗讀で 始まり 終る と 私 は 立って 簡單な 感想 を 述べました。 

一 月 元旦に 私 ュナグ 。フ ー 产か らボ ン ベ ィに 着し、 直ちに ポ ン ベ ィの 日本人 倶樂 部で 催され 

た遙拜 式に 列し ました。 倶樂 部の 廣ぃ 芝生 は 綺麗に 刈 込まれて 靑靑 として 居りました。 建物 

の 大きな ダュ ランダの 下に は 蔦が 伸びる だけ 蔓を 伸ばして 居りました。 在留邦人 は 互 ひに S 

年.^ 芽 出た うと 言ひ換 して ゐ ますが、 どうしても 背景と そぐ はぬ 所が あると 思つ たので あ 

ります。 然し 間もなく 君が代が 始まりまして、 私共 は肅 然と 起立して 御眞 影に 對し 奉る 時、 

. 私共の 元旦 氣 分と 祖國 愛と は 一 度に 堤 を 切って 溢る る やうに 烕 じたので あります ボ ン ベ ィ 

に 於け る 日本 學 校長が 嚴 かな 聲で、 『我 力 臣民 克ク忠 二 克ク孝 一一』 と 勅語 を 讀んで 行きます 

と、 他人 はい さ 知らす 私 は 熱い 淚が 流る る やうに 感じた のであります。 と 云 ふの は 印度 を 

旅行し まして、 具に 國を 喪った ものの 悲哀 を 感じ、 た 生 を 日本に 享 けたと 云 ふことの 悅びを t 

み じみと 烕 じたからで あります 。 私 は 渡 印の 途. に 就き ま し た 直前 に 日 頃 敬愛 し て 居る 本阿彌 


m 


光 悅の墓 を、 京都 洛外の 鷹の 峰に 訪れまして、 心から 自分の 保護と 鞭撻 を 祈った ので ありま 

す。 その 時に 私 は 云った ので あ、 ります、 自分 は 未だ 齢 は 若い、 光悅は 七十 九で 死んで 居り ま 

すから 私より 齢 を 取って 居る、 どうか 私に 十 年の 歲月 を與 へて 貰 ひたい、 その 時に なって 自 

分が どうい ふ 風に 自分が 日本人で あつ たかを 報告したい、 どうか 私に しばらくの 間氣 儘な 行 

動 を やらして 貰 ひたい、 かう 云 ふこと を 光悅の 墓に 云った のであります。 墓場に 對 して 私が 

かう 申， したと 云 ふの は、 日本 主義と 國際 主義の 二つと でも 申します か、 この 二つ を どう 云 ふ 

風に 調和す ベ きかと 云 ふこと が 私の 永年の 疑問に なって 居った のであります。 所で この、 ポ ン 

ベ ィ の遙拜 式で 君が代 を 聞いて 居る と、 微かに 光悅に 報告す る 時が 旣に來 て 居る と 深く 感じ 

て、 この 簡單 な遙拜 式が 私に とって は 開眼 式で も あ つたと 思つ たのであります。 

カル カツ タ 上陸 以來 無數の 貧民 や 乞食 を 見まして、 如何に 日本人の 生活 は 幸福な もの か、 

生 を 日本に 享 けたと 云 ふこと は どんなに 誇りと して 悅ん でよ いかと い ふこと を つぶさに 感 

じざる を 得なかった のであります。 又 物價の 高い 旅行 費の 非常に 嵩ば る 印度 を步 いて 居る と、 

物價 安の 日本が どんなに 有難い か 知れない ので あり. ます。 僅かの 金で も、 乏しい 階級の 人 ま 

でも、 所謂 生活の 惠 みを享 けて 行く ことが 出來 ると いふ こと は * 誠に 有難い こと だ、 國 もさ 
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うあって 始めて 本當の 文明 國 だと 云 へ るで ないかと 怠った ので あ，. > ます。 印度で は 小さい 電 

氣のホ ャ が四圓 また 印度で は 日本で 無代. で 吳れる やうな マ ッ チ までが、 四錢 から 五錢 出さぬ 

と 手に はいらない。 印度に 於け る 英國の 施政方針 は 文化 を獨 占して 貧乏人にまで その 恩澤を 

與 へようと しない。 それに 反して 日本の 如き は 殆ど 人口 全部と いっても よい 位 文字 を 知って 

新聞 を讀 み、 僅かな 金で 相當な 生活の 喜び を 得られる、 これ こそ 私 は 文化の 本 當の價 値 だと 

言って、 天下に 誇って よいと 思った ので あ，..^ ます。 實に 日本 は 善い 國 だ。 今日の 世界で 何 所 

へ 行っても これに 匹敵す る やうな 國は 見當ら ない。 惠 みに 溶し 生活 を展 ばし 得る と 云 ふこと 

を烕 謝しなければ ならない。 この 惠 まれた 生活 を 十全に 發揮 する ことが、 私共の 任務で あら 

、 

ねばならない。 私共の 國を 立派に 造り上げなければ ならぬ とい ふ 決意が、 胸中に 昂 まる やう 

に 感じた。 

註 本 講演 は 昭和 十一 年 五月 二十 三日 啓 明會の 招待に より 明治 生命 館 it 堂に 於て なした る もの、 講演 

中 若干 他の 項目と 重複す る 所が あるが そのまま にして 置いた。 然しな かで 餘 りに 明瞭に 重って ゐ 

る 所 は 取りの ぞいた。  ， 


タゴ I グが 始めて 日本 を 訪問した の は 三十 年 前の 昔話 だ。 この 時 私の 受けた 第 一 印象 は祜 

華 微笑と いふ 言葉で 盡 きる。 昔 釋迦が 最後の 講座に 上って 說敎 をした 時、 金波 羅 華と いふ 花 

を 彼に 捧げた ものが あった。 釋 a は 花 を 手に して その 花瓣を 枯，. ^默 然として 一 語も發 しな か 

つた。 八 萬 有 餘の聽 衆の なかで 誰も 彼の 意 を 解しょう とせす ただ 默然 たる 有樣 だった が、 一 

人 摩訶继 葉と いふの がゐ て、 釋迦の 花を拈 つて ゐる 顏をぢ ろり と 眺めて 微笑 を洩 した。 する 

とこの 時 釋迦は 『我に 正 法眼 藏 涅槃 妙 心 實相無 相 微妙の 法 問 あり 继 葉に 附屬 す』 といった さ 

うで ある。 この 摩 ig 迦 葉の 微笑：： 人の 顔 を 見て 悠然と 浮き あがって 來る會 心の 微笑、 單純 

な 林 中 聖者の 微笑 、静かな 心の底から 湧いて 來る 幽玄な 微笑 を、 私 は 始めて タゴ -I ルに 於て 

見た。 彼 は 拈華徼 笑の 妙諦を 得て ゐ ると 思った。 

. 彼は騷 騒し いどん な 俗惡な 場所に ゐても 自分に 屬 する 靜謐な 空氣を 絕對に 破らなかった。 
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それで 彼の 居る 所、 化して 默 想の 殿堂なら ざるな く、 絕ぇ す靜 かな 休息が 彼 を 保護して ゐ た。 

彼の 周圍 から 柔 かい 平和の 靄が 油然と 湧く やうに 感じられた。 これ は 彼が 生れつき 附與 され 

た 特殊の 美點 であって、 彼の 詩歌：： 平和と 愛の 歌に 合一す ると 思 はれた。 私 は了玍 のうち 

澤 山の 詩人 や 文 學者を 友人に 持った が、 タゴ ー ダの やうに 人格と 作品が ぴったり 一 致した 人 

を 見なかった。 それに 彼の 聲だ、 銀鈴の 聲と でも 評すべき もので、 婦人 的で はあった がその 

徐ろに 柔和な 發 音に 魅せられ たもの、 定めて 多かった ことで あらう。 博 言 宏辭に 近い 修辭 癖， 

があった が、 一言一句 立派に 整理 鹽 梅され、 發 音に 迫力 を缺 いて はゐ たが、 人に 不思議な 深 

い 印象 を與 へた。 一種 外國 風の 色彩の 豊かな 英語の 講演者で、 私 は 彼の 言葉 を 演壇から 開く 

たびに、 彼 は 暑い 熱 帶國を 流れる 凉 しい 聲の小 河に 比すべき もの だと 思った。 

タゴ ー 产は 最初の 訪問に あたり 東京に 於て、 慶應 と帝大 の兩大 講堂から 西洋文明の 害毒 を 

論じ、 日本が その 中毒に 惱 んでゐ ると した。 私 は 今 手元に 講演 筆記がない ので その 詳細 を 語 

る ことが 出來 ない。 然し 當 時の 日本と して は、 恐し く 痛い 點に觸 れられ たやう に 感じ、 彼の. 

講演に 對 する 贊 否が 相當 にあった。 若し 今日 彼が 日本へ 來て同 講演 をした としたならば、 恐 

らく 不賛成 者 は 一 人もゐ ないで あらう と 思って、 時勢の 變 化を考 へさせられる。 


彼 は 決して 間違った こと を 語った のではなかった：： 我等 亜細亜 民族 は 打って 一 丸と なり 

西洋に 當ら ねばならない、 文學 思想 乃至 は 政治 經濟の 諸方 面に 於て 共同の 敵 を 排除す る 責任 

や 

が あると いふの が、 彼の 論旨で あつたと 私 は 記憶して ゐる。 前にい つた やうに 彼の 聲は 婦人 

的であった が、 かう いふ 重要な 點を 語る 彼の 雄 辯 は、 まったく 山の 絕 頂に 立って 火 を 吐く や 

うに さへ 感じられた。 ある 西洋人 は 彼の 講演に 對 しかう いふ 讃辭 さへ 呈 して ゐる、 『タゴ ー 

〃は 雄 辯 だ、 彼 は 自分の 雄 辯に 醉 つて ゐる、 彼の 雄 辯 は 感情の 火であって、 それに 依って 自 

分 自身 を 復活させる。 彼の 講演 を 聞いて ゐ ると、 彼 は 燦然た る 太陽の なかに 生きて ゐる やう 

だ、 そして 彼 は 山 も 川 も 森 も 男 も 女 も 悉く 抱 合して、 生きよ 生きよ と 叫んで ゐる。 冥想の 詩 

人 だ。 彼 は 決して 新しい 哲理 を說 くに あらす 珍ら しい 思想 を傳 へる ので もない。 彼は單 純で 

柔和な 實驗談 に 添って 語る に過ぎないに 拘ら す、 彼が 私共に 與 へる 立派な 刺戟 は、 自然に 生 

活の 泉へ 導いて 行く。』 

私 はもう 一 つ 私の 友人の 書いた ものから 引用したい。 彼 はタゴ ー 产が 偷敦を 去る 際 開催 さ 

れた晚 餐會に 列した 時の 光景 を 書いた ものである。 私の 友人 はかう 書いて ゐる、 『この 晚集 

つた 大部分の 印度人 は、 タゴ ー ルの敎 を 受けた 弟子 達であった。 なかに 女 詩人 サ ジ -1 *ナ 
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ィヅク も 來てゐ たので、 タゴ ー〃 と ナイ ヅク 夫人 を 中心に 談話が はやみ、 この 熱烈な 光景 は 

到底 言葉で 語る ことが 出來 ない。 晚餐會 の 場所 はピカ デリ * サ ー 力 ス であった から、 すべ て 

の 雰圍氣 は 平凡で あつたが、 タゴ ー〃 が 起って 話し 始める と、 この 騷騷 しい 偷敦の 料理屋が 

忽ちに 靜 かになる、 小さい 部屋が 彼の 印度に 於け る 林 中の 學校 「平和 學堂」 を 想起させる や 

うに 思 はれた。 彼 は 自分の 詩 は 悉く 同胞の ために 書いた もの だとい つて、 ベン ガ〃 語で 自作 

を朗讀 した。 すると 集った 印度の 靑年達 は 一 齊に彼 を 見上げた 尊敬の 眼差しに 異檨な 光が あ 

つた。 印度 は 政治的に 旣に 死灰に 過ぎない が、 その 人種的 愛國 心に 驚く ほど 熱烈な ものが あ 

つた。 タゴ ー〃 は 印度の 靑 年に 單に 一詩 人で なく、 印度の 救濟 主で あると さへ 思 はれた。』 

. この 文 は 三十 年、 以前の もので、 筆者 は， 『印度 政治 は旣に 死灰に 過ぎない』 といって ゐ る。 

今日 印度 は 決して 死灰で はない。 また タゴ ー 、 グは 三十 年 前に 印度の 靑 年に 與 へた 影響 は 大き 

かった かも 知れない が、 晚 年に 於け る 彼 は 現實を 忘れて 理想論に 走りす ぎた ため、 實 際の 指 

導 者と して 氣魄が 無かった ぢ やない かと 思 ふ。 ガ ン ジ ー のタゴ T 〃  に與 へた 文章の なかに も 

美 衣美 食 を 捨てて 手車 (チャル 力) 廻し の 素朴に か へれと 彼に 要求し、 詩人 は 民衆の 喜怒哀 

樂を 共に しなければ ならない と說 いて タゴ ー ルに 蹶起 を 希望して ゐる。 私が 日 支 事變に 際し 


彼に 與 へた 書簡 も、 要するに 彼の 現實 無視 を 非難した ものである。 

私 は 彼の 第一 訪問に かへ つて、 どんなに 日本が 彼 を歡迎 した かに 觸れ てみたい。 ゾ 1パ\ 

賞 を 獲得した 直後であった から、 彼 は 恰も 凱旋の， 勇者で も ある やうに、 彼 は 私共の 面前に 現 

れ たので ある。 彼が 關 西から 東上した 際の 如き、 多數の 人が 香 を 焚き 花 を 捧げて 各 驛で彼 を 

迎 へた。 また 東京の 諸 新聞 も 記者 を 國府津 まで 出張 させ 彼に 會 見させた。 私 も その 連中に 交 

つて 國府津 へ 赴いた が 私自身 は 彼 をメ— テル リン ク以來 最も 興味 ある 詩的 現象で あると 信じ 

タゴ ー ^ を單 なる 詩人と 見す に 印度 全體の 問題 を 取扱 はねば ならぬ と考 へ たからであった。 

實 際に 彼 はかく も 大きく 私の 心眼に 映 じたので あった。 タゴ ー〃 は 汽車の なかで、 新聞記者 

連の 愚問に 惜 まされた。 その 當時 は大隈 伯の 總理 時代であった。 伯なら ば卽 座に 返答した で 

あらう やうな 大 問題、 卽ち 東洋の 將 來に關 する 貴意 をお 聞きした いなどと いふ こと を、 に 

四つ も 五つ も 出して 彼の 卽答を 要求した。 彼 は 私 を 顧みて 双手 を 擧げ、 ^Hopeless,  hopeless, 

absolutely  hopeless を 連呼して、 『私 は神戶 上陸 以來、 まだ 本當の 日本 を 見て ゐ ない ... 私 

は白狀 する が、 西洋 模倣の 建築に 諸君の 纒 つて 居られる 洋服が どんなに 私 を悲觀 させる か 知 

れ ない。 時 を 私に 與 へて 下さい、 追って 私 は 諸君に お 答へ 出來る やうになる。 然し 今の所 私 
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の 訪問 は 大きな 刺戟と なる に 相違ない。』 この 言葉 は 決して 御座な りのお 世辭 でな く、 私 は 一 

眞實 さう 思って ゐた。 然るに 一時 雲の 如く 湧き起った タゴ ー 严熱も 間もなく 冷却す る、 朝に 一 

丄 

甲を迎 へ 夕に 乙 を 送る といった 浮 草 稼業の 如き 狀態 を呈 し、 崇拜の 目標 を 無定見に 取替 へ る 一 

流行 を 作る に 至った。 しかして 今日、 タゴ ー ダの 第一 訪問 後 三十 年も經 過して 日 支 事變を 機) 

とし、 始めて 文 學的國 民 運動が 確かな 基礎 を 持つ に 至った 譯 である。 _ 

タゴ f だは 半年 以上 も 日本に 滯 在して 各方 面に 1 り、 最善^ 知識 を 集めて 印度に 歸 つた。 一 

私 は 彼が 日本に 關 するどう いふ 文章 や 詩を發 表した かとん と 知らなかった C 然る 所 六 年 前 私 一 

は 印度 を 訪れ 講演 旅行 をした 時、 ラタ ノク とい ふ都會 で、 日本の 藝 術を說 き、 なかで 茶室 踅 

學と でもい ふやうな 感想 を 述べた。 すると 講演 後 ある 紳士が 私に 會見を 求め、 私の 語った 通 

はタゴ ー〃 の 茶 論と 全く 符合して るるとい つた。 そして 彼 はタゴ ー〃 の 日本に 關 する 文章 は； 

相 當に數 も 多く 廣範圍 に 及んで ゐ ると 附言した.^ 私 はこの 時 始めて タゴ ー だの 日本に 對 する 一 

理解 は正當 であり 極めて 同情 的で あつたに 相 逢ない こと を 知った。 これ 等の 文章 はみ なべ ンー 

ガ产 語で 綴られて ゐ るので、 その 詳細 は 知る ことが 出來 ない の を遺慽 とする。 タゴ ー〃 の 日 一 

本 攻擊は 西洋 模倣の 點 にあって、 眞實な 日本に 對 して は 彼 は 深い 敬意 を拂ふ に吝 かで なか つ 一 
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たと 思 はれる" 

彼の 第二 訪問 は、 最初の 時から 五六 年た つて 講演の ため 支那へ やって 來た 序に 私共 を 訪れ 

たの だと 記憶して ゐる。 最初の 場合に 於け る歡 迎が餘 りに 大きく、 實 際に. 日本と して 常識 を 

逸した 行爲に 近かった から、 タゴ ー グ 自身 も 同じ 程度の 歡迎を 期待して 居らなかった であら 

う。 私 は 彼 を 東京着 後 二三 日た つて 帝 國ホ- ズルに 訪れた。 彼 は 自分の 部屋で 簡單な 晝食を 取 

つて ゐた。 小さい 部屋に シン グ〃 • ベ ッ ドが 二つ 置かれ、 その 側に 小杌 があって 彼 は その上 

で 食事 をして ゐ たので ある。 旣に 食べ 終った 皿が 二つ 前の 方へ 押し やられて あり、 彼 は今ィ 

チゴの 皿へ 手 を 着けよう とする 所であった。 私 は 彼の 側に 坐って 彼の 顏を 眺めた。 この 時 私 

は 以前と は異 つた 印象 を 彼から 受けた。 とい ふの は 彼の 顔が 長いと いふより は 寧ろ 四角に 近 

かった からで ある。 また 彼の 顔が 婦人 的な 弱さと いふより は、 寧ろが つちり した 男性美の 肅 

然 たる ものが あつたから である。 半白の 長い 髮が 下の 方へ 浪 打ち 搖れた 工合 は、 以前と 同じ. 

だった が 等しく 半白の 髯の方 はさう 長いと は 思 はれなかった U 講演の 壇上で 西洋 を 非難 攻擊 

する タゴ ー だに は 辛辣な 哲人の 風貌が あつたが、 かう 肩と 肩 をす り 合 ふ 近い 距離で 彼 を 見る 

と、 まことに 親しみ 易い 詩人 だと 感じざる を 得なかった。 彼 はこの 時雜然 たる 談話の なかに 


かう いふ 挿話 を 物語った。 

『名前 は秘 して 置く、 語る 必要 もない だら う。 大阪の 人な のです：： 大阪は 市 俄 古と 同じく 

騒騒しい 商賣の 大都會 だが、 そこに この 尊敬すべき 人格者が ゐる こと は、 どんなに 私 を 喜ば 

した か 知れない。 高い 理想の 人、 內氣で 柔和な 人、 行儀作法の 正しい 人：： この 珍ら しい 日 

本の 紳士 ま、 私に 私の 知って ゐ るフラ ンスの 一 友人 を 思 ひ 出させます。 私 は 巴里滯 在中 こ 

の フランス 人の 厄介に なった。 彼 は 私に 部屋 を與 へた、 書物 を與 へた、 紙を與 へた、 筆を與 

へた：： それ 以上 私に 完全な 自由 を與 へた。 私 は 彼から 與 へられた 部屋で、 だれから も 何の 

妨害 を 受けす 氣樂に 自分の 仕事 をす る ことが 出來 た。 今 私の い ふ 大阪の 紳士 も 待遇 ： •  • 待遇 

のない 立派な 待遇 を 私に して 吳れ た。 私 はかう いふ 種類の 人、 本當に 洗練され た 人格者、 高 

尙 だが 決して 高尙 ぶらない 人が、 どんなに 一 國の 文明 を 好く する か 知れない と 思って ゐる。 

文明 は、 ふやし も 深い 哲學 ゃ六ケ 敷し ぃ文學 から 高められる もので ない、 これが 私の 信念 だ。』 

は 語り 終って 明る い 眼光 を 煌めかした、，' 唇の 邊に 床しい 微笑 を 洩らした：： 私 はこ こに 

再び 彼の 站華 微笑 を 見た ので ある。 

私 は 彼の 東京 滯 在中、 一日置き ぐら ゐに 彼に 食った、 彼と 共に 彼に 與 へられた 歡迎會 や 芝 
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居な どに も 出掛けた。 彼 は 改造 社の 依頼で 十三 四の 詩 を 書いた、 改造 社で それ を 私に 邦譯し 

て 吳れと 依頼した。 それで 私 は ある 晚ゆ つくりと 彼から 作品の 意味 を 聞いた。 この 寺 彼 はか 

ういった、 『自由に 飜譯 して 吳れ 給へ、 意味 さへ 間違 はなければ 餘 は飜譯 者の 勝手 だ：： 飜 

譯者は 作りな ほす 人 だ、 原作に 一字一句 拘っ てはいけ ない、 拘 つて ゐる やうで は 通譯に 過ぎ 

ない 』 私 はこの 言葉 をい いと 思った、 尊敬に 價 する 意見 だと 感心した。 もち 論タゴ ー レま 

詩歌の 仕事が 第一 であった が、 彼は絕 えす 自分の 學校卽 ち 平和 學堂 (グヰ スフ a パラチ， し 

て國際 大學) のこと を考 へて ゐた。 日本 を 含めて 亜細亜 は 今 東洋 文化 を 近代的に 生かさね. ま 

ならない ルネサンス 時代で あるとの 趣旨から、 彼 は 日本と 交換 敎授を 開きたい とい つてる 

た。 彼 はこの 問題 を 論す る 場合、 かう いった、 『荒廢 のなかから 新しい 世界 を 生み だして 往， 

く：： これが 東洋人の 責任 だ。 西洋 を 無定見に 模倣した 所で 益 はない。 最も 安價な 方法で 西 

洋 文化 を 買 ふこと に對し 異存 はない が、 その 前に 東洋 は 東洋で、 精神的 資產を 整理し 淸 新な 

空 氣を 入. れて、 共が 眞 理を迎 へる ことの 出來る やうに 窓 を 開けねば なら. ぶ、。』 

彼 はまた 文章の なかに かう 書いて ゐる、 『敎育 は 眞理の 追求 を 主と すべき もの、 人間の 生 

きた 思想 を 技巧的な 死んだ 食物で 養 ひ、 これ を 籠の なかに 入れて はならない。 學 校は學 生と 


敎師が 打って 一 つと なり 働く 解放の 家であって ほしい。 私共の 眞 斑に 對 する 共通の 熱望と 修 

養の 喜び を 分ち 合 ふ 麗しい 德 性の 力で、 私共 は 完全な 人間的 生活 を 生きねば ならない。 知識 

は 生き もので、 決して 定 つた 法則で ない の だ、 本當の 知識 は 創造的 思想が 生み出した 雰圍氣 

そのものに 外なら ない。」 

私と タゴ ー レノ との 交友 關係は その後す つと 淸ぃ靜 かな 進路 を迎 つたが、 日 支 事 變に關 する 

書簡の 遣り取りで、 長い間の 關 係が 破れる に 至った こと は遺慽 であった。 この 不幸な 出來事 _ 

を 是正す る 機 會も與 へられす、 死が 彼と 私 を 離れば なれに して 仕舞った。 私が 印度 を 訪問し 

て どんなに 彼から 歡迎 され たかは、 私の 『印度 は 語る』 のなかに 書いて ある。 彼の 熱烈な 希 

望であった 交換 敎授も 遂に 實 行され るに 至らす、 私に しばしば 要求して 來た 日本の 圖書 も、 

私 ま 彼に 送る ことが 出來 なかった。 今回の 大 東亜. 戰爭の 推移 は 日本と 印度が 接近し なければ 

ならぬ 運命 を箭ら すか も 知れない。 日本 はもつ と 正しい 理解と 同情 を 印度から 獲得して 置く 

ベ き だ つたと 思 はざる を 得な い 。 
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私 は 今 詩人 タ ゴ 1 ルの 追悼 會に 列して 感慨無量。 故人の 偉大なる 詩的 精神 を稱 へ る 機會を 

典 〈られ たこと を、 主催者 諸君に 厚く 感謝いた します。 世界が 物的 爭 奪に 人心 顚 倒して 隨所 

に， 皿の 池 地獄 を 描いて るる 時、 故人の 魂が 純潔に して 明朗、 恰も 目に 見えない 泉から 湧き出 

る 水の やうに、 神秘な 叫 聲で殘 忍な 世界へ 挑戰 した 雄雄しい 業績 を 思って、 假令 今日の 3 まが 

ィさ いもので も、 必すゃ 失 はれた 人間に 混 亂を淨 化する 道を晴 示し、 人間の 崇高 美と は どん 

な もの かと 思 ひ 出す 一 助と なること を 疑 ひません。 今日の 追悼 食に 列して、 詩の 扉が 開いて 

眼前-力 につと 明るくなる やうに 感じ、 どこかに もっと 偉大な 豊かな 世界が 無ければ ならない 

と 思 ふ もの、 決して 私 一人でな いと 思 ふので あります。 

私 はこの 際、 曰 頃 畏敬して るる ブラ ク 二 ングの 名 詩篇 A  Gram ョ arian、s  Funeral を 念頭に 

浮. へる ことが 自然で あらう と 思 ふので あります。 


ブラ クー 1 ング は 歐羅巴 の产ネ サン ス を 誘致した 十五 世紀の 古典 學者を 拉し來 ，り 生死 を 超越 一 

し 利得の 邪念 を 否定して、 學の 一 途に 永劫の 生命 を 握らん とする ものの 英雄的 行 爲を稱 へて 一 

ゐ ますが、 タゴ ー〃 もこの 詩 中の 言葉 を 借りて いふと、 『今日の 現 實は犬 や 猿に、 自分 は 永 一 

劫 を 取る』 の 人であった のであります。 タゴ ー〃 の 平和と 愛に 對 する 魂の 渴き は、 病的に 近 一 

いほ どまし く、 彼 は 八十 年の 長い 一生 を 通じ、 驚くべき 根 强さを もって その 理想に 忠實 であ 

つたので あります。 この 不變 にして 亂れ ざる 態度の 熱心と 精進に は、 他人の 犯す こと を 許さ 一 

ない 悲壯な ものが あって、 私共 は 頭の 下る のを覺 えざる を 得なかった のであります。 一 

彼の 小さい 武器 を も 許さない 精神的 特殊 地帶 は、 何人も その 平和 を亂 して はいけ ない 聖地 一 

であって、 私共が 招かれ ざるに そこへ 突入して 自說を 吐いたならば、 もとより 彼の 激烈な 反 一 

】 

擊を覺 悟すべき であった のであります。 彼 は 硝子 張りの 塔に 夢見る 人で、 誰に も 外から 石 を！ 

投げた，. = ^呶鳴 つたり する こと を 許さなかった" そして 彼 は 私共に 批評な くして 服 從を强 ひる 一 

專 制の 王樣で もあった。 實 際に 彼の 書いた 詩文 は、 外的に 優美 高尙 であって、 婦人 的な 脂 I 

なきに あらす であった が、 その 內面を 貫いた 不返轉 の 頑張り 力に、 私共 は 時に 暴君の 氣 紛れ 一 

や 我儘 を 見た のであります。 勿論 タゴ— ルは 盲目に して 混亂 して 悲慘を 極める 人間の 地上 生： 
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活を 見； なかった のでな く、 また 理想の 實際 化が、 天上の 星 を摑む 以上に 至難の 業で ある こと. 

を 承知した に 相違ありません。 然し 二と 二 を 掛けて 四と なし、 穀物 を树で 量る やうな 仕事 は 

普通の 人間に 任 かして 置く、 自分 は 重大な 使命 を帶 びて 生れた と 信じ、 卽ち 神の 意志 を 認識. 

して 人間 生活の 本義 を 明らかにしなければ ならない。 彼 は 愛の 言葉で 祌に 答へ、 平和の 歌 を 

うた ひ續 けたので あります。 しかして 彼 は 白皚皚 たる ヒ マラ ャの 連峰 を 背景と し、 茫漠萬 里 

の 沃野 を 潤す ガ ン ジス 河 を 前景と して、 印度の 地に 理想の 金字塔 を 建てて 將 來に對 する 精神 

的 一 大 ランド マ rl ク たらん としたので あります。 この 創造的 企圖は 確かに 現代 最も 尊敬す ベ 

き偉觀 であった といって いい。 また それが 失敗であった としても、 私共 は悲壯 な淚を もって 

挽歌 を 奏でなければ ならない と 思 ふので あります。 

私 は數年 前端な くも タゴ ー グ と筆戰 して、 世界の 新聞 雜誌 を賑 はした ことがあります。 私 

は 彼が 私の 愛國的 立場 を 是認す ると 思 ひ、 日本が 東洋 を 西洋の 爪牙より 救助し、 以て 東亜 共 

存共榮 の 新 秩序 を 作らん とする 聖戰の 本義 を 明らかにして、 一 時 的 暴力 は：： ：： 暴力に 相 

違ない にしても：： 東洋 全 體の建 直しから 許されて よいと 主張し ました。 タゴ T 〃はこれ に 

對し、 眞 向から 武器 否定の 理想論 を あびせ 掛け、 事變が 時の 運命の 然ら. しめた ことに 目を蔽 


つて、 曰 本 を 天の 許さざる 侵略 國 であると しました。 そして 彼が 蔣介 石の 抗 曰が 西洋の 使嗾. 

こ 基いて ゐる こと を考 へす に、 蔣の勇 f  I した。 私はタ TVS 肉に も 長い間 西洋が 

東洋に 行 S つ S 取 政 f 翁す る ことにな つて ゐ るの を、 印度の si しまざる を 得 

な， つたので あります。 もとより 私 はタゴ ー グの 理想論に 多くの 尊い 敎訓 を學 んでハ その、 ヌ 

,  - 。 、こ.^; な、 り？^ 乂侖 として 1^ つ 二 態度 を 裏書す る 理由 

劫 的 價値を 疑 はない ものであります また 彼 力-木への 驗チ師 として rtk/  3 

も、 決して 少 くなかった であらう が、 精神的 理想の 現實 問題に 對 する 不注意な 適 月」、 リ ー 

自らの 矛盾 を 暴露せ しめ、 獨善的 臭に の S なる S 感を 私共に 與へ ると 5? ありま 

す。 難攻不落の 城壁と 信じて、 タゴ しノが 自分の 理想 を 死守 せんとした 不返轉 の 態度 は悲 * 

な もので あまむ た。 彼が 私塞れ？ つたと 云 ふ 理由で、 私 ss する 敬意 は 決して 搖 

がなかった こき 串 上げます。 I に 私 は 彼の 絕對的 雲 I けて 一種の 痛い S さへ 味 は 

つたので あります。 私共 二人 は 同じく 東洋に 生れ、 肝膽相 照らす と は 申されなかった にせよ 

三十 年と いふ 長い 年月の 間， しい 交 i 係 を續？來ま した。 この 關 S 中斷 される に 至 

つたこと は、 私共 互に 悲しむ 事件であった のであります。 私共が 文字の 人間でなかった なら 

ば、 この 不祥事 は 起ら な，^ つたに 相違ない。 して 見る と 私共 S い 時から 習得し 5 た 文字 
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そのものの 惡戯 であった ともい へる と 思 ふ 次第であります 0 

然 L タゴ， IV か 日本の 生死 を 賭して 從 事した 使命 を 否定した に拘ら す、 日本 國中 一 人と し 

て 無益の 惡罵を 彼に 與 へなかった こと を、 私 は どんなに 喜んだ か 知れません。 それ は 我が 日 

本が 由來 詩人 を 尊敬し、 詩人 を祌の 高き にさへ 高め 來た つたのに 基き、 私共の タゴ， I 氺に對 

する 詩的 認識が 正しい からで あるに 外なら ない と 思 ひます。 私共 日本人 はタゴ ー ル を、 恰も. 

自國 人の やうに 誇りと して 取扱って 來 ました。 そして 今日で もな ほ 二十 年 前、 彼が 草 を燒く 

火の やうに、 西洋の 詩界を 風靡した 目覺 しい 光景 を 忘れない のであります。 その 時 彼 は 『沙 

翁 は 死んで るるが タゴ— 〃は 現に 生きて ゐる。 故に その 影響 は沙翁 以上で ある』 と禮讃 され 

ました。 また 彼 は ある 批評家から 『タゴ ー ル. なしに 今日の 詩を考 へられない。 我我の 祖 ちま 

電氣を 知らす にどう して 生きて 來 たらう。 それと 同檨 にかう いひたい：： タゴ ー レノを 知らす 

にどう して 詩歌が 存在して 來 たらう』 とい ふ 絕大な 文字 を與 へ られ ました。 二十 年 前の 世界、 

英米 はもと より 日本に 於ても 平和の 溫ぃ雰 圍氣が 溢れ- 愛の 福音ぐ らゐ 喜ばし いもの は 無 か 

っナ 力う いふ 時世に タゴ I， を 無批判に 稱 へる こと は 極めて 自然で ある。 彼の 奏でた 諧音 ， 

に 私共 は 藤 制 的な 魅力 を 感じた のであります。  . 


彼 は 獻智の 哲人であった。 然し その 豊かな 感情 は 立派に" ジッ クの 制限 を 超越して、 普通 

の 人間が 知る ことの 出來 ない 澤 山の 神秘 を發 見す るに 至った。 彼が 時には 矛盾 や 獨斷を 侵し 

た 場合 もあった が、 その 時に 於ても 私共の 彼に 與 へた 尊敬が、 私共 をして 彼に 豫 言と 洞察 を 

見させました。 若し 私共が 彼 を 神秘の 人と するならば、 それ は 彼が 人間と 宇宙との 關係を 明 

らおに し、 また 若し 彼が 樂天 詩人であるなら ば、 彼が 凡ての 現象に 本質的 善良と 完備と を 見 

. ^からであります。 そして 彼 は 人間の 生命の 永劫 性 を 信じて、 愛の 力で その 活力 を 養な つた 

のであります。 故に 彼 は 常に 若く、 常に 流動的であって、 人 若し 彼の 優美で 諧音 的な 言葉に 

接したならば、 必すゃ 魂の 飛躍 を 感じた であらう と 思 ひます" 

私 は 新 宿に 近い 東 中 野に 住み、 家の 庭に 深山の 樹木が 繁茂して ゐ るので、 家 を 作った 當初 

から 今日に 至る 二十 八 九 年間、 每年 春になる と數 羽の 鶯が來 て囀づ つて 吳れ ます。 今年の 春 

も鶯が 訪れました ので、 私 は 小さい 書齋に 坐り 氣を 落ちつけ て、 その 聲を 聞きました。 そし 

て 私よ 隱が， に，？' ま つ て 私共 人間.' 足 を 傷め 苦痛に S. 吟 して ゐる もの 共 を 元氣づ け 愛 を 疑 

ふ 勿れ 將來の 希望に 生きよ と 警告す るの だと 思 ひました。 私 は鶯が 神秘の 音信 を 私共に 分つ 

て、 人間 生活 を 高め 廣め、 私共の a 先が あった やうに 單純 であれ 崇高で あれと 命 やる やうに 

タゴ ー ル 追悼の 辭  二/ 一- 
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覺 えました。 そして この 時 私 はふと 遠い 印度の タゴ — 〃のこと を 思 ひました。 

來年も 春になる と 必 や や 鶯 が 私 の 庭 を 訪れ る で あ ら う 。 そ の 時 私 は 必すゃ タゴ— 〃のこと 

を 思 ふで あらう。 彼の 詩集 二三 を 書棚から 取 出し、 それ 等より 人生に 對 する 信仰、 愛と 希望 

の 福音 を 聞く であらう。 そして ブラ クニ ングの 句の やうに 『今日の 現 實は犬 や 猿 こ、 自分 ま 

永劫 を 取る』 の 道を學 ぶで あらう。 東洋の 詩人 ラビ ンド ラナ— ト • タゴ ー '，だ 今や 逝いて 地上 

に. 姿 はない が その 靈は 私と 共に 生きる やうに、 諸君と も 共に 生きる であらう と 信じて 疑 ひ 

ません。 

0 本篇 はタゴ ー ル 逝去の 直後 芝 公園 增上 寺に 於て 催された 追 tei: 會 席上の 演說。 


. 跣 足の 英雄 ガンジ- 

彼 は 蟋蟀の やうに 賓 せる" 

精進と 通夜の 祈の せゐだ *  • 

彼 は 銅鐵の やうに 硬い、 

羅剎も 彼の 四肢 を斷っ ことが 出來 ない 

彼 はとぐ ろ を卷く 大蛇で ない、 

行者の やうに 微笑む 山羊 だ。 

子供 は 彼の 手 を 握る、 

乞食 は 友達の 愛 を 彼に 傾ける 

跣 足の 英雄 ガンジ ー 
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彼 は 果てしない 旅の 順禮者 だ、 

飢と 悲しみの 道を往 く。 

彼 は 後天的 所有 一 つ 一 つ を 捨てる、 

そして 身の 輕 きを 喜ぶ ：： 

(彼 はいふ、) 貧民 だけが 貧民 を 救 ふ， 權 利が ある。 

彼 は祌が 始めて 作った 人 問の 姿に かへ る、 

彼 は 木綿 一枚の 外 何者 も 持たない、 ， 

彼 は 生れた ままの 跣 足で 步 く：： , 

足の裏が 土と 一 つに くっ付いて、 

彼 は 身が 祖國 愛に 震べ るを覺 える * 

彼 は 愛國者 だ。 ， 
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ああ 誰が 彼の 國を 奪った、 

誰が 將來を 闇に 突 込んで 國 を廢墟 にした、 

誰が 彼の 同胞 を 犬 猫に 蹴落して 人情 を瀆 した、 

誰が 獨立を 奪って 彼の 國を 奴隸の 屈辱に 泣かした 

誰が 彼の 同胞に 名 譽 と 褒 賞 を 否定した、. 

誰が 彼の 同胞の 希望の 光 を 吹き消した。 

誰でもない、 英國 だ！ 

彼 は 敢然と 暴虐、 反抗の 喇叭 を 吹く、 . 

そして 神の 正義 彼に 返る を 信じる、 

祖國 の獨立 甦って 希望 目覺 める を 信じる。 

彼 は 樂天家 だ、 

I  跣 足の 英雄 ガンジ 1- 
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跣 足の 英雄 ガンジ- 1 

彼 は 夜と 自己 逸樂を 蹴って、 

どこまでも 眞理を 求めて 往く。 

彼 は 世界に 襟 を 正させる 魂の 所有者 だ • 

彼 は 人間の 至寶 だ、 

彼 は祌を 恐れざる 英雄 だ。 

彼 はいふ、 

『阿諛と 狡 智の惡 魔よ、 

汝今は 憐れなる 窮、 地の 鼠 だ、 

明日の 開放 を 質に  . 

今日 の 協力 を われ 等に 求め ん とする か。 

ああ， 汝 われ 等に 流血と 焦土の 抗 戰を强 ひんと する か 


汝 わが 國を 奪へ る惡漢 よ、 

何の 顔あって われ 等に 見えん とする か。 

返 がれ！ 退 がれ！ 

汝 はわが 眼の 汚れ だ！ 

汝 われに もの 言 はんとせば、 

須く 悔悟、 三 kii 年の 罪 を 謝し、 

身を淸 めて しかして 後發 言せ よ、 

さなき 限り、 われ 汝に 沈默の 二字 を與 ふるのみ。 

0 本 詩 は 四月 一 日讀寶 新聞に 載せられ たもの、 時に 印度 國民 貪議 派 ガ ンジ ー の 非 協力に 和して、 印 

度 を 戰爭に 入れん とする 英國の 畫策を 蹴り、 クリップスの 使命 畫駢 に歸 すの 報 あり。 然し 今後の 

變化豫 想され ざる ものが ある。 日本の 海軍 は 五日に 印度洋の 敵軍 據點コ 口 ンボを 攻撃し 敵 船數十 

跣 足の 英难 ガンジ ー  -  二八 七 
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隻を 屠った の 報 あり、 次いで マ ドラ ス 方面の 海岸に も 攻擊を 及ぼし、 ヴィ ザガパ タ ム に 於ても 敵 

船舶 を擊 沈せ りと いふ。 ヴィ ザガパ タム は 私の 曾遊の 地で、 本書 第 一 部 中 『ベ ン ガル 灣 の聲』 は 

註に 書いて ある 如く、 ヮ ルティ ァ滯 在に 關 係して ゐ るが、 ヮ ルティ ァ はヴィ ザガパ タムの 一部で 

ある。 ヮル ティ ァには 印度 有數の 大擧ァ ン、 ドラが あって 私 は 講演の ため 立 寄った。 ヴィ ザガパ タ 

ムは 印度 南部に 於け る 健康地 帶 として 知られ、 立派な 病院な どが あって 一般に 生活 程度の 高い 所 

である。 私 は 海岸の あたり を 見物して 澤 山の 船 を 見た が、 その 時日 本から 三 井の 船な ど 定期的に 

寄港して マンガン など を 日本へ 運んで ゐ ると 聞いた。 

ft 近の 新聞に 興味の ある 外國 電報が 出て ゐる。 デ ー リ， ー •  メ ー ル特派 員が ガンジ ー に、 『外敵 

の 脅威 を どう 思 ふか』 と 質 間した 所、 ガンジ ー は 答へ た、 『若し 君が それに 對 する 私の 態度 を 聞き 

たいならば、 私 は 外敵 は 何等の 抵抗 も 援助 も 受ける ことなく 印度に 進み 得る であらう とお 答へ し 

, なければ ならない。 印度の やうに 武器の ない 國 民が 完全に 武装した 强 國に對 して 何が 岀來 よう。』 

次に 『若し 相手より 優れた 武器が あれば どうか』 の 問に 對 して ガンジ， 1 はかう 答へ た、 『その 場 

合に 於ても 私は戰 ひたくない。 私 はいつ も 破 壌と いふ こと を 好まない。 若し 子供が 私 を 叩いた と 

しても、 私 はこの 子供 を やっつける にもつと 優れた 私の 力 を 使 はないで あらう。 人間 は 本 來破瓌 

されたり 擊滅 された がらぬ もの だ。』 


起 て よ 印度 

一、 ガン ジス 河に、 影 浮ぶ、 

カイ ラサ 山の、 シ X 祌、 

獨立 呼んで、 暴れ 給 ふ、 

奴 隸の鐵 鎖、 蹴つ 散らし、 

起てよ 印度、 若き 印度、 戰へ 印度、 印度、 印度！ 

二、 綠色 濃き、 大空 下、 ， 

翔. る 飛行機、 鳶千 羽、 

起てよ 印度 
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てよ 印度 

起てよ の 神意、 降りく だる、 

自由の 讃歌、 地に 高し、 

起てよ 印度、 若き 印度、 戰へ 印ぬ 

三、 忍苦 従順、 四 ぼ 年、 , 

誇りの 歷史、 よみが へる、 

眠れる 巨象、 屈辱の、 

夢より 覺 めて、 劍を 執る 

起てよ 印度、 若き 印度、 戰へ印 

四、 正義 は 勝てり、 國 興る 「 


M の 旗、 風に 鳴 


hy 


亜細亜 魂、 燃え あがる、 

叫ぶ パ ンデ 1、 マ 1 タ ラム、 

起てよ 印度、 若き 印度、 戰へ 印度、 印度、 印& 


0 本 歌謠曲 は帝國 蓄音機 會 社の 委囑 により 作れる もの、 同社 所 篤の 作曲 歌手 協力し 吹 込み レ コ 1*1 

1 般に賣 らる。 


起てよ 印度 


二 九 1 


細 isl は 1 つ  二 丸 二 

•I^ss よ 1 ゥ 

xii 莉互 て 

塞 德 太子の 人格た る や 聰明に して 釣合 性に 富ませられ、 善と 美に 順應 して それ を 取 入れる 

活動に 勇な り、 一言 以て 評する と 世界的 意識の 驚く ほど 發 達した お 方であった。 宇宙 觀を體 

得して、 自らの 行爲を 永劫の 音律に 合せる 神秘の 保持者で あつたと 申 上げて いい。 太子 は 日 

本 歷史に 最も 輝き 優れた 人物の 御 一 人で、 七 世紀の 初頭に 於て 大陸の 宗 敎と藝 術と を 採用し 

給 ふた 時、 太子 は 日印 支 三國の 最もい い 力の 賦與を 打って 一 丸と する のが 理想で あつたと 思 

はれる。 ：： 卽ち 支那の 藝術、 印度の 宗敎に 日本の 實行 力。 

、太子 は 日本が これより 柬へは 行けない 世界の 終點に 位して、 此處に 避難所 を 求める 凡ての 

ものに 對し 最後の 倉庫たら しめようと 企圖 された とさ へ 想像す， る ことが 出來 る。 最善なる 知 

識と 才能 を 大陸から 招かれ、 將來の 安全 を 疑 はャに 働かせる 機會を それ 等に 與 へて 建設 せら 

れ たのが、 宗 敎と藝 術の 金字塔、 奈 良の 法隆寺 である。 この 神聖なる 信仰の 殿堂 は、 千 三百 


年後の 今日な ほ 燦然と して その 光輝 を 放ち、 支那 印度 日 本の 三國 がー つの 心と なって そこに 

集り、 變轉 極まりない 世俗の 雜 音に 對 して 防 集の 敢然た る陣を 張って ゐる。 この 法隆寺 こそ 

世界 無比の 存在な りと いっても 過言で はない、 そこに 溢れる 鮮 かな 安らけ き 宗敎的 感情 は、 

恰 かも 満潮の 海の やうに 廣く 大きな 音律 を 流して ゐる。 そして 私共 は 金堂に 安置して ある 佛 

陀三體 を 眺め、 過去に 於ての やうに 將來 幾千 年後に なっても、 それ 等が 依然として その 光明 

を 保つ こと を 疑 はない ので ある。 天蓋の 下、 中央の 聖壇に あって 靈界を 守護し 給ふ佛 像に 長 

い 顔、 高い 鼻、 厚い 唇に 大きな 耳、 印度 的な 奇怪 味 も 無いで はない が强 硬な 心 を 確保す る 知 

識を晴 示せ やに は 置かない。 その後の 木彫 佛 像に 見る やうな 弛んだ 柔軟性が 無く、 この 三體 

の 金 銅佛の 私共に 表示す る 所 は 力強く 極めて 深遠で ある。 

鞍作 部の 鳥、 普通に 鳥佛師 として 知られた 人の 作した 所で、 繼體 天皇の 御代に 日本へ 歸化 

た 司 馬 達 等と いふ 支那 人のお 孫さん になって ゐる。 聖德 太子の 命 を 奉じ、 日本 最初の 文化. 

蓮 動に 重大な 仕事 をした のが 鳥儺師 であって、 この 人と 太子との 關係を 文献 上から 知る こと 

が出來 ない が、 お 互に 肝 層相 照らして 一 つの 理想に 結 付かれた こと は 誰も 想像す る ことが 出 

來る。 今日、 鳥 佛師の 作な りと 確證 される もの は數が 至って 少ぃ。 然し、 その 指導 を 受けて 

, Ms は 一つ  .  二 九 一一 一 
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萆 山の 藝銜 家、 渡 來人も 日本人 も 皆氣を 揃へ て、 日出 づる國 の 曰 本に 宗敎 と美の 中心 を 作る 

とい ふ大 設計の { 一 8 成へ と 努力した ので ある。. 

S は 昨年の 秋 法 隆寺を 訪れて 金堂に 入り、 百濟觀 音と 稱 へられる 木彫に、 心から 無言の 鱧 

讃を 捧げて 來た。 見る からに 閑雅 素朴な お 姿で、 これより 受ける 原始的な 感銘 は 言葉で 語る 

ことが 出來 ない。 天へ 登る 靈體を 想像させる その 單純 にして しかも 新鮮なる こと、 まったく 

神秘の 極致 を盡 して ゐる。 人が この 作品に 古代 東亞の 女性 型 を 見る 所から、 百 濟觀音 と 言 ひ 

貧 はして 來 たもので ある。 若し 私共が これ を 人間的 感情の 化身で あると するならば、 これ は 

私共が 本営に 眞實 なる もの は 言語で 說明 する ことが 出來 ない の を 知る からで ある。 私 はこの 

乍 品に、 人間の 精神 苦 を 癒し 給 ふ 歌 を 聞く、 人間 生活の 美 を 確かめて 下さる 豫言を 聞く、 私 

共の 悔い改め にお 答へ なさる 聲を 聞く、 ：：， 無理に 言葉で 語らねば ならないならば、 かくい 

ふの 外 は あるまい。  - 

要するに、 亜細亜 魂の 藝術的 結晶が、 最高潮の 瞬間に 信仰の 不滅 を 確認して 吳れ ると いふ 

ベ きもので、 私共 はかう いふ 作品に 接した 時、 人間のお 互の 議論 や 相違な ど は 永劫の 溫ぃ掌 

中に 握られて 忘れて 仕舞 ふ、 また 忘れなければ ならない、 そして かう いふ 尊い 作品の 力す 力 


中 を 保管して ゐ る法隆 寺で あるから、 木造 建築で は あるが、 千數 百年の. 風雨に めげ や 毅然と 

して 今日な ほその 舊態を 維持して ゐ るので ある。， 諸君 御 承知の 通り 法 隆寺は 支那の 南北朝 時 

代の 建築 檬式を 採用した もので、 その 布置 經營 それ 自身が 立派な 藝術 である。 本 門より 步道 

を 進む と廣ぃ 道が 東西に 流れる。 東門 西 門 を 左右に 眺めて 私共 は 中 門に 達する、 廻廊が 中 門 

の兩 側に ついて、 中 門の 彼方に 金堂と 五重塔が 東西に 釣合 を 作って ゐる。 高い どっしりした 

建物の 五重塔と 蹲った 形の 嚴肅な 金堂との 對 照が よろしい。 しかし これ 等の 建物が 始めより 

今日まで 亂 された ことのない 淸ぃ宗 敎的雰 圍氣に 包まれ、 亜 細亞の 中心として 靈的 存在 を證 

據 だて、 今な ほ聖德 太子の 理想、 今日の 言葉で いふ 亞細亞 は 一 つの 文化 蓮 動 を 肯定して ゐ 

る。 

太子 は御歲 四十 九 歳の 時、 六 百 二十 一年に 御 永眠な された が、 その 理想 は歷 代の 帝室に 於 

て も 踏襲され、 大陸. 文化の 移植 は 信仰と 美に は國 境がない とい ふ 見地から 成された もので、 ■ 

單に 支那 を肓 目的に 模倣した もので ない。 小 野 妹 子が 隨 朝へ 携 へた 國 書の 言葉に 『日出 づ る- 

處の 天子 書 を日沒 する 處の 天子に 致す 恙無き や』 と ある やうに、 日本の 支那に S する 態度と 

信念 は 決して 始めから 模倣者の それで 無かった ことが 知れる。 國 家の 文化的 強化 を 急いで、 

1S1 細 亜 は 一つ  ，  - 二 九 五  ， 
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外來 思想と 藝 術を攝 取した に 止まる。 實 際に 大陸 文化の 善良なる もの を隨 意に 適用し、 自ら 

の 創見に よって 改良 變 化させる 實カ があった がた め、 日本 は榮 えこれ に反して、 日本から 何 

物も學 ばんと しなかった 朝鮮 も 支那 も 衰退の 路 しか 步 いて ゐ ない。 實に 如何なる 國 でも、 外 

來 文化 を 否定して は その 若さと 榮ぇ を永續 させる ことが 出來 ない。 私 は甞て 英米 兩國 の將來 

を 論じ、 若し 彼等が 世界の 半分 を蔽ふ 東洋の 思想に 精神的 補給 を 計らないならば、 彼等に 世 

界の 覇者た る 資格がない と斷 言した ことがある。 しかして 他國の 長所 を 自家 藥 籠の ものと な 

し 飜案を 創作にまで 進め 得る 適合 性に 優れた 日本 だけが、 この 資格 を 持って ゐ ると 信す る。 

この 信念 は 古い 昔 七 世紀に 於て、 聖德 太子が 旣に 抱擁せられ た 所に 相違ない と 思 ふ。 太子 御 

在世 以後 幾 百 十 年に 直って 日本 は 殆ど 定期的に 大陸へ 使節 を 送り、 使節に は 僧 梠ゃ學 者が 隨 

行した が、 これ は 皆な 知識 探求の ためであった。 そして 彼等が 歸 朝した 場合、 擧 つて 太子の 

理想 を繼續 して ゐる。 その 當 時に 於て 彼等に^ 細亞 とい ふ 今日の 觀 念が あらう 善がない。 ま 

た 世界 は 朝鮮から 支那 へ 延び る 大陸と 遠 い 所の 印度 だけで 出來 てゐ ると 思って ゐた であら 

う、〕 然し 彼等が 知識の 範圍で 世界の 最善 最 美なる もの， を 日本に 集めん とした 企 園 は、 今日 私 

共の いふ 亞細 ISj は 一つの 信念 を實際 化した ものと いふ ことが 出来る。 


聖武 天皇 は 日本の 文化史に 二つと ない 偉大な 天平 時代 を 作り 給 ふたお 方であって、 聖德太 

子の 再來 といっても 過言で ない。 天皇踐祐し給ふてニ十}^1年間に於ける奈良の都は、 美の 大 

製作 場と 化した かの 觀 があった。 その 御 一 代 は 恰も 信仰の 壁 龕に 捧げる 美の 讃歌の 如くで あ 

つた。 天皇の 明断な 視野と 熱心な *f 行 力に 驚くべき ものが あった。 支那 印度の 異國 文化 を 日 

本人 本來の 統一 せる 純情で 組織化し 給 ひ、 天皇が 東大寺 を 建立して 大佛を 完成され た 時、 恐 

らく 聖德 太子の 文化 運動 は、 自分の 手で 立派に 仕遂げた と 思 はれた であらう と 想像され る。 

天皇 崩御 遊ばされ 四十九日の 命日に、 天皇の 御 遺愛 品 全部 を 東大寺に 御 寄進に なった 時、 光 

明 皇后が お書きに なった 願文の なかに 明記して ある 如く、 名僧 鑑眞 和尙が 天皇の 招きに 應じ 

て 支那より 渡來 し、 唐 招 提寺を 建てる に 至った。 また 印度から 招かれた 菩提 僧正 は、 大佛開 

眼の 大儀 式 を司會 して ゐる。 かく 日本の 都が 國際 色で 塗られた とい、 ふこと は、 日本 歴史 始ま 

つて 以來の 大きな 出來 事であった。 そして 『亞細 亜 は 一 つ』 とい ふ 文化 旗が、 奈 良の 佛殿高 

く 平和な 徼 風に 靡いた のであった。 

その後 百年 立った 頃 宇多 天皇の 御代に、 日本から 大隆に 使節 派遣が 廢 止され、 十三 世紀の 

末葉に 蒙古が 襲來 して 擊 返される に 至って、 三位 一 體の 日本 支那 印度の 三つが ばらばら にな 

1SI 細 isi は 一つ  ,  二 九 七 
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つて 仕舞った。 しかして 一 旦 ばらされた 三つの 國は 一 つに 歸ら やに、 ながい 間 『亜 細 1^ は 三 

つ』 の 存在と なって 來てゐ るので ある。 所で 今度の 日 支 事變が 新しい 世界 を 亞細亞 に 作る 意 

* から 聖戰 と稱し 得るならば、 更に 印度 も 入れる 場合、 聖德 太子 ゃ聖武 天皇の 理想への 復歸 

蓮 動と 見做す こと は餘 りに 詭辯に 近いだら うか。 もとより 私 は 千年 以前に 於ての やうに 學ぶ 

ベ き藝 術と 宗敎が 支那と 印度に あると 思 ふ もので ない。 然し 彼等に われわれと 共通の 理解が 

ない と、 どんなに 日本 だけ 亞細亞 の新體 制を唱 へた 所で 役に立たない。 古い 昔に 曰 本が 彼等 

から 精神的 賦與を 得て 立派な 國に 自ら を 仕 立 あげた やうに、 彼等 も 今度 は 日本から 多く を學 

んで 立派に ならなければ ならない。 彼等が 進んで 立派な 國 家になる 決意と 熱がない と、 日本 

だけで 彼等の 西洋からの 解放 を 叫んだ 所で、 それ は 政治 演說 以上の 價 値がない。 

お 互に 理解し 合って 同じ 目的 を 持つ ことが、 重大な 根本 問題 だ . 性急であって はいけ な 

い。 步調を そろへ て 敢然と 進まなければ 駄目 だ。 支那 も 印度 も 共に 日本の 號 令に 答へ なけれ 

ば、 どこに 亞細亞 の新體 制が 有らう やで ある。 それで 私 は 彼等に 基礎的 項目の 賛成 を 求めて 

『亜 細 亞はー つ』 を 提唱す る。 支那 も 印度 もこの 旗 じる しへ 集って 日本の 手 を 握れ！ 


a 印度 を 除外して 東亞の 共榮園 もな くまた 亞細 亞， の 新體制 もない。 本篇は 日本に 於て 推 古 帝から 聖 

武 天皇の 御代に 及び、 佛敎に 依って 亞細蓝 は 一 つの 眞義を 明らかにし たこと を 論じた ものである。 

日印 支 三國が 打って 一丸と なり 文化的 共同 戰線を 張れと いふの が 筆者の 主張で ある。 本 趣旨 は芙 

文に より 『聖武 天皇と 正 倉院』 中に も 納めて ある。 

本篇は 昨年 (昭和 十六 年) 東亞 大戰爭 前に 書いた ものである。.  i 
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明治維新 胎生の 鋒 火と なった、 國學者 達の 主なる 著作 を 現 

代 語に 移した。 この種の もの はま だ 世に なく、 祖國 傳統糈 

神 を搮求 せんとす る讀 者に とって 藤 田 氏の 譯は、 その 氣魄 

の j 閃す らも あますな き 完璧 さで 迫る であらう。 


「本朝の 部」 のみ を譯 出す。 

上 は 皇室から、 貴族、 下 は 農民 野人に 至る まで、 あらゆる 

階層の あらゆる 事實が 日本 精神に よって 貫かれて 蒐集され 

て をり、 當 時の 社會 正史に あら はれざる 側面が あますな く 

物語られて ゐ る。 その 文 學的價 値の 發 見と いふ 一 事 實に於 

て もこの 書 を もって 世に 問 ふ 意義の 深さ を 感ずる。 


滅び ゆく ものの、 はかなき 美し さの なかより 立 上る、 

なる 武家 精神の 姿 を 現代.^ 我ら は 見逃す ことが 出来ない 0 

こ の 萬朶 の 花吹雪な す 敘事詩 の 旄律は こ こ に そこな ふな 

現代語に 移されて ゐる。 これ ぞ 久遠に 我ら 民族の 誇る ベ き 

： 匿 文學 で ある. に.！ … . ., ！— .  ..■  ,  ,  i  t  r  ： . , . , …； I  ,  i 
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あまりに も 有名な、 この 國民 文學！ 日本の 運命 は 幾た び 

か ギリく のと ころで 本道に 立戾 つた。 卽 ち建武 中興 は そ 

の j つで ある。 盡忠 精神 を 中軸と する この 哀歡 交々 の絢壩 

たる 大繪卷 に 我ら は渦卷 かれて ゆく。 


上闺秋 成の 文 學は國 學の傳 銃の 上に 立って、 歷 史上の 眞實 

を 追求し その 精神の 高き こと、 その 文章の 嚴し きこと、 不 

朽の 古典と いふべき である。 

建 部 緩 足 は 日本 古詩 の 精神と 形式と を 復興す る ために 努力 

せる 國學 者と して、 その 作品 は 秋 成に 並ぶ。 

譯者石 川 氏 の 靈筆は これ を 現代語に 移し て、 いづ れが 原作 

か を 疑 はしむ。 


五條の 橋 上に 胡蝶の ごとく 跳んだ 牛 若 丸、 長 じて 源氏の 蓮 

命 を 双肩に 擔 つたこの 國民的 英雄の 波瀾 多 かりし 生涯と、 

「昔 を 今にな すよ しもが な」 の靜 の悲戀 に、 誰か 淚ぐ まざ 

る 同胞 あり や。 この 英雄 美女の 足音 を この 書に 聽け！ 


隨筆集 A  6 判 二 i 三 il 頁 .定 


若き 頃 小說も 書き 文藝 評論で も 鳴らした 著者であって 見れば、 

ありふれた 公式 的 敎育學 者で ない 事 は 自明で ある。 著者の 血 

は、 常に 人生に 對し、 若き 者の 生命に 對し 温い 愛情と 理解の 深 

きを 示して はゐ るが、 決して 安價 なる 感傷へ の 妥協に 陷ら ない 

峻厳 犀利な 批判の 眼が 光って ゐる。 その 敎育學 者と して、 叉 四 

千の 墨-生の 院長と しての 人間 原 田の 全貌 は、 此の 隨筆 集に 躍如 

として ゐる 0 


B6 判 • 現地 寫眞數 葉 入 • 三 三 六 頁 • 定 價ニ圓 

近時の 大陸 關 係の 書 は 多い。 しかし、 それら は餘 りに 文 學的思 

考に 沈み 過ぎたり、 統計 書 的で あったり、 安價 なお 先走りの 文 

學 であった りした。 その 中に も 優れた もの はあった が、 國策を 

胸裡に 於て 十分に 自身の 連想 主義に 溶解せ しめた 書 は、 此の 書 

の 他に 類 を 見ない。 著者 は その 新鮮な 感覺 による 文學的 表現に 

より 遺憾な く 大陸の 明るみに 向っての 苦悶と 實 情と を， 記しつ 

して ゐる 0 


く 


(部一 の 次 目) 


小說集 B6 判丄 一七 0 頁 前後 • 定價 一圓 五十一 


大陸に 對 する 我々 の 夢 は 大きい。 しかし その 夢 を 大陸に 於け る 

眞の 苦闘と 建設 とい ふ 現實の 面へ 導い て 吳れる 書 は、 極く 少 い 

と 言 はねば ならない。 著者の 鋭利な 慼覺と 正しい 理解と は、 よ 

く 大陸 を 把握し その 新鮮な 文學的 表現と 相俟 つ て 木當の 大陸の 

姿 を 物語る。 本書 は その 意昧に 於け る 唯 一 の文學 書で ある。 


B  6^  . 三 三 0 頁 前後 . 定ー 


健康な 日本 農村 建設に 挺身せ る 著者が、 その 折々 に ふれて、 の隨 

肇集 である。 隨筆 の 眞價は 此の 書に；^ つ て 初め て 聞く 事が 出來 

るで あらう。 


粟。 祖先。 井 尿。 祖父の 記帖。 豚肉。 傳說。 遺兒を 抱へ 一 

て。 篤農と その 村。 一 歩 前 進リ 農民 文擧 の現實 新たなる) 

性格へ。  1 


刊 
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すでに 定評 ある 文藝 評論家と しての 氏の ュ 二 ー ク な持昧 は、 人 

間 的 溫 さのうち に、 自他への 欺瞞 を 寸分 も ゆるさぬ 冷 嚴な眼 を 

ひそめて ゐる ところに ある。 誰し もが、 「淺見の 評論 は 作家 を 育 

てる」 と 口 を そろへ て、 それ は定說 になって ゐ る。 その ュ 二 1 

クな持 味 は卽ち 氏の 生得の 人間性で あるが、 氏の 小說に 於て は、 

それが 一 さう 瞭ら かに 具現され てゐ る。 作 中の どの 人物に も 決 

して 皮相で ない 大地の 滋味 を あつ め た ごとき 人間的 愛情が 注が 

れてゐ て、 讀む者 はすべ て その 作 中の いづれ の 人物に も 自己 を 

感ぜずに は ゐられ ない。 この 「手風琴」 は 世評に 上った 近作の 

うち 最も 自信 ある 作品ば かり を 著者が 自撰 した ものである。 收 

むる ところ 

三等 船室、 小さな 手帖、 手風琴、 薦 旅館、 伊豆 日， 記、 

赭ぃ 夕日 等 


ェ ッセィ 集 
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大 いなる 歷史 の 創 成 の 前 に 立って 5; 越さ わぎ を 演じ てゐ る我國 

の 現在の 文 學圈に は 諸 多の 問題が 埋 れてゐ る。 石 川 氏 は 之を發 

掘して、 すで に その 決 著 森. if 外によ つ て 知られる ご とき 透徹の 

頭腦 により、 六つの 項目に 整理し 明解 を與 へた。 

なほ 卷 末に は ブラ ン ス文學 中 古典的 價値を 有して ゐる もの を數 

篇 おさめて ゐる。 靜謐を 奪還して 眞の 文學 精神 を體 得せん とす 

る 者よ！ 先づ こ の 書を蹯 け！ 
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B6 判 •  二  一 0 頁. 定價 一圓 二十 錢 . 

永遠に 賞き 隆 へる 我國 蓮の 軌路の 上に 肇國 以來 S 前の 時期 を 劃 

すべ きこ の 光輝 ある 敎育 革新の 重大 時期に 生れ 合せ、 然も こ の 

時局 進展に 最も 重大な 役割 を 演ぜねば ならぬ 教師 諸賢 こそ、 ま 

こと 日本 國民 として 惠 まれた ものと 云 はねば ならぬ。 と共に そ 

こ に 又、 感激と 感謝の念 を 感じ これに 對 する 義務と 責任と が 生 

ぜ ねばなら ぬ。 本書 は 著者 の 長き 教育者 としての 經驗に 基き か 

かる 感激 を 如何にして 國 家的大 理想に 生かすべき かの 實踐的 指 

導 を 目指して 著者 獨 特の銳 利な セ ンス により 强钮な 意思 を こめ 

て 書かれた ものである 0 


A5 判. 四 八 Q 頁 • 定價 四圓 八十 錢 

學界 きっての 麗文 家と して 著名の 中 村 博士が、 この 源 九 郞義經 

の 意志と 行動と 悲戀と 運命と に やみがたき 共感 をお ぼえ、 一 切 

を 捨て k 飜 然と この ペン を とられた の が 今 を 去る 一 一十 九 年 前、 

義經の 魂と 博士の 魂と が 混然 一 體 となった 姿 は その 流麗の 文に 

躍 aw して 餘情観 郁た る ものが ある。 一 度 この 書が 世に ffi るゃ瞵 

く 間に 十 版に 及んだ が、 博士 は 感ずる ところあって 絕版 とされ 

たもので ある。 

今回 の 大 東亜 戰下 の 日本の 狀 態に 鑑み 大 いなる 歷吏 の 展開し つ 

つ ある 今日の 眼で、 更に 十分に ぺ ンを 加へ て 再び 世に a される 

蓮び となった ものである。 
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文博 中 村 孝 也 著 

〔各 册〕 A5 判 *函 入 

本書 ほ 堂々 たる 大 綜合の 經濟 思想 史 である。 江戸時代 

の 最高潮 期なる 元 祿享保 時代の 經濟 思想 を 研究して 博 

引 旁搜を 極め、 考證 精確、 組織 雄大、 論 歩 明快、 機鋒 

犀利、 赏に签 前の 一 大 雄篇で ある。 本書 を 讀む もの は、 

當年 の 經濟攀 者 Q 深奥な る 思索と、 淸 新なる 卓見と に 

接し、 そ f ろに 自國 に對 する 驚嘆の 情に 堪 へないで あ 

らう a 


硏究 Q 範圍、 資料、 方針 を 明らかにし、 經濟と 政治と 道德 との 

關係を 論じ 、 武家 本位 の 經濟 政策 論 と經濟 に關す る 拫本慨 念 を 

說く  0 


分配 經濟 論と 消費 經濟 論と 財政 論と を收 め、 現代の 輕濟 政策 論 

に 多くの 示 i 《を投 ず。 詳細なる 人名、 1| 名、 ^ 、！！ 引 を 
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